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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　友の帰還





　目の前に大自然の光景が広がっていた。

　周囲を囲むように切り立った連れん峰ぽうが遠くに見え、ところどころに小さく砦とりでや城が見えている。彼らのいる場所は森の中にあり、広く拓ひらかれている。木々の背はそれほど高くなく、圧迫感はない。

　現実では見られない光景も、これで三度目。

　見慣れた景色とも言える視界に、鷹たか司つかさ帝たい輝きはふぅ、と溜ため息いきを吐ついた。

「『ＬｏＲ３』の世界……だな」

　シミュレーションＲＰＧの元祖とも言うべき、『レジェント　オブ　ルインブリンガー』──通称『ＬｏＲ』。

　この世界は三作品目。

　ユグド大陸のストーリーにおける、最後のナンバリングタイトルだ。

「やっぱり、そう、だよね。戻れなかったんだ」

　帝輝の隣で三さん条じよう椿つば姫きが不安そうに胸に手を置く。

　周囲ではふたり以外のクラスメイト三十八人が思い思いに周囲を見渡していた。

　現実に戻れない覚悟をしていたのか、残念そうな顔をするだけで、悲鳴を上げたり混乱したりはしない。傍そばに友人がいるのをホッとした表情で見つめ、「よかった」と安心していた。

　ただ、他のクラスの生徒たちは見当たらない。怜れ王おや君きみ尋ひろもそこにいなかった。

「リーダー。今回はどういう構成になるんだ？」

　滝たき脇わきが傍まで来て真剣な表情で尋ねてくる。

　落胆も何もない。すでに、攻略する気き概がいに満ちていた。

　そんな滝脇に心強さすら覚え、帝輝は説明を始める。

「初代『ＬｏＲ』と似た形だ。３は大陸マップないしな。全50マップに増えてるけど」

「最初のやつって、マップは25まであったよな。倍に増えるのか……」

「と言っても俺たちがやるのは、全部で30マップだ」

「どういうことだ？」

　滝脇が不思議そうに首を傾かしげると、

「私も知っておきたいわね。今回のこと。前回、私、消化不良だったし」

　すると、もうひとりの軍師ユニットである品しな川がわもやってきた。

　続けて、ぞろぞろとクラスメイトたちが集まってくる。

「うおーい、リーダーの説明が始まるぞー」「新しいシステムがあると面倒だし聞いとくか」「今度はエースユニットになりたい」「お前って、入ってからずっと運が上がらないよな」「いい加減、パシリからは脱却したいですわ」「正親町おおぎまちも大変だな」

　それぞれ感想を言い合って、攻略に向けて意識を切り替えている。心は折れていない。現実に戻る手順も、戻った後の方策も定まっていないというのに。

　とても心強く、頼りになるクラスメイトたちだった。

「よし、説明しよう。エリス、戦闘に入るのはまだだな？」

　すると、傍そばにいたエリス──銀髪のナビゲーター役はこくりと頷うなずいた。

「もう少々、時間があります」

「じゃあ、手短に説明するぞ。今回も『ＬｏＲ２』と同じく主人公は三人制だ。ただし、同時には動かない」

　クラスメイトたちは頭の上にハテナマークを浮かべる。

「『ＬｏＲ３』は五部構成になってるんだ。第一部を俺たち２－Ｂが。第二部を怜れ王おたち２－Ａ、第三部を２－Ｃの君きみ尋ひろたちが攻略することになる」

　納得したように滝たき脇わきは頷いた。

「そういうことか。じゃあ、残りの四部と五部は？」

「第四部は２－Ｂと２－Ａで合流して、共に攻略することになる。第五部は、三人全員になるな。もっとも君尋の２－Ｃだけ、途中合流になるけど」

　話を聞いて、クラスメイトたちの表情が暗くなる。

「２－Ａの連中……本気で襲いかかってきたよな」「あいつらと協力できるの？」「そもそも現実に帰ろうとしないなら攻略しないんじゃ？」「正直、不安よね……」

『ＬｏＲ２』では怜王と決裂し、結局、戦うことになってしまった。

　君尋の協力でどうにか最悪の事態は避けられたものの、仲なか違たがいはしたままだ。

「これについては、君尋と協力してどうにかしてみせる。安心しろ、と根拠もなく言えないが、少し待っててくれ」

　帝たい輝きはエリスに向き直る。

「エリス。今回も怜王や君尋たちに連絡は取れるのか？」

「はい。取れますが……怜王様の下にいるマリスと連絡が取れません。君尋様の下にいるクリスは応じているのですが」

「どこかで君尋と少し話をしたいところだが……」

　しかし、そこで風向きが少し変わる。のんびりしている暇はないようだ。

「帝輝様。そろそろ戦闘が始まります」

　がさがさと葉音と足音を風が運んでくる。

　帝輝たちを囲むように、音が響いていた。

「どうするんだ、リーダー」

　滝脇が率先するように勇ましい表情で帝輝に指示を仰あおぐ。

「全員、戦闘態勢を取ってくれ。『ＬｏＲ３』はコントローラーを投げ出したくなる難易度だけど、この人数がいれば序盤だけは力押しで行ける。みんなユニットの種類も変わってないし、ギフトも引き継いでいるから、まだ苦戦はしないはずだ。ただ数だけは多いから、滝脇と品しな川がわでグループを組んで対応してくれ」

「いいぜ、リーダー」「わかったわ」

「俺は相変わらずレベルマックスだからな。御み影かげは俺の代わりにメインで指揮を執とってほしい。その都度、サポートはする」

　帝たい輝きが伊い勢せ御み影かげにそう指示を出すと、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「役割は把握したわ、帝たいちゃん。頼りにしてね」

　帝輝は滝たき脇わき、品しな川がわ、御影の三人のタクティシャンユニットを見渡す。

「今回の軍師ユニットには計けい略りやくって仕し様ようがある。今は使えない状態だと思うから説明はしないけど、レベルアップできそうな状況ならガンガンしていってくれ」

　すぐに三人は十数人のグループに分かれて、前衛後衛をバランス良く割り振っていった。

　三つの部隊はそれぞれ敵が来るであろう方向を見据える。

　そんな中、ひとりぽつんと動かない者がいた。

「帝輝……」

「今回のお前は完全に輜し重ちよう隊扱いだからな。前線には出るなよ……凰おう楽ら」

　細ほそ川かわ凰楽。この世界にクラスメイト全員を入れた元凶とも言える彼は、気まずそうに、居心地が悪そうに立ち尽くしている。この場にいること自体が辛つらそうだ。

　帝輝は凰楽の肩をポンと強く叩たたく。

「凰楽。あとでクラスメイトたちと話す機会を作る。そこで自分の気持ちをぶちまけろ」

「帝輝……。でも」

「そうしなきゃ始まらない。皆、お前を簡単に許すことはできないだろう。でも、戸惑ってもいるんだよ。どうしたらいいかってな」

「………」

「殴られそうなら、俺が割って入ってやるさ。だからお前は……クラスメイトに向き合え。それだけだ」

　なおも凰楽は下を向いていたが、敵はお構いなしに姿を現す。

『ちっ！　もうヴェリール軍が来たのか！』『お、お頭ァ！　ど、どうします！』『戦うしかねぇだろうが！　なーに、ここ数年戦もなかった。連中は平和ボケしてるはずだぜ』『さすがお頭！　抜け目がねぇ！』『さあ、全員たたっ殺せ！』

　会話をする敵のリーダーと、お付きの者。

　クラスメイトたちは不満そうに山賊を睨にらみつける。舌打ちまでしている者もいた。

「こちとらさっきまで死ぬような戦いをしてきたのよ!?」「平和ボケ？　それはおめぇらだ！」「山賊如ごときに負けるほど、落ちぶれちゃいねぇんだよ！」「この矢の餌え食じきになりたいのは誰!?」「魔法で全部吹き飛ばしてやろうか!?」「さあ、絶望を見せてやろう!!」

　……帝輝は何度も思うが、とても頼もしいクラスメイトたちだった。

　帝輝の目には、山賊たちが怯おびえているようにも見えたが、おそらく気のせいだろう。

「最初のマップで躓つまずかれても困るけどな」

　戦いが始まり、クラスメイトたちは次々に敵ユニットを撃破していく。

　効率的に、安全に、リスクを冒さずに。

「勝負は後半のマップからだ」

『ＬｏＲ３』は、シリーズの中では最も賛否両論の意見の目立つタイトルとなっている。

　理由は明快にして単純。

　あまりにも難易度が高すぎて、一部のプレイヤーしかクリアできていないからだ。




「山賊のくせにこいつら、妙に強くなかった？」「序盤なら二回か三回攻撃すれば倒せてたのに……」「四回から六回かかったよね」「なんとか人数で押し切れたって感じ」

『ＬｏＲ３』の高難易度を、クラスメイトたちは早々に変だと思ったようだった。

　その感覚は間違っていない。

「では、帝たい輝き様。次に滞在する街に転送致します」

「ああ。頼む、エリス」

　エリスが指を動かすと、一瞬で風景が変わる。

　ここは港町で、ゲーム的には主人公の本拠地、王都ヴェリールから少し離れた街だ。

　次はこの街が舞台となって戦闘が起こるが、ひとまずは宿屋に向かって休憩となる。

「エリス、戦いは明後日でいいんだよな？」

「はい。そこは変わりません」

　帝輝たちは場所を宿へ移した。

　帝輝はクラスメイトたちの部屋を割り振る前に、食堂に集めて説明を始める。

「さっき気付いたやつもいたと思うけど、『ＬｏＲ３』は難易度が異様なほど高い。御み影かげ、お前クリアした？」

　唯一の『ＬｏＲ』プレイヤーである御影に水を向けると、彼女は控えめに頷うなずく。

「したけど……私は一回だけしかクリアしてないわ。システムは変わってなくても、運要素が強すぎて二回目をプレイする気にならなかったというのが正しいかしら……」

「運要素？　このゲームって、そういったバランスが大事なんでしょうに」

　別のゲームのスペシャリストである品しな川がわが不可解そうな表情を浮かべて言った。

「本来はな。『ＬｏＲ３』は開発中に時間がなくてバランスが取り切れなかったらしい。だから、バランスは相当おかしなことになってる」

「帝輝。それって、敵のステータスが強いってこと？」

　椿つば姫きの言葉に帝輝は、躊躇ためらいがちに首を縦に振る。

「大おお雑ざつ把ぱに言えば。ただ、『ＬｏＲ』は本来幾つもの救済策がある。どれだけ運に嫌われても、きっちりと進めていけば必ず勝てるようにレベルデザインがなされているんだ。これは『ＬｏＲ２』も同じになる。虚きよ数すうユニットみたいな例外は除くけど」

「じゃあ、違うのは……」

「運が作用するのはパラメータの成長だ。今回はステータスの限界値が上がっている代わりに、運がよくないと限界値近くまで伸びない。ゲームをプレイする毎ごとにステータスの伸びに極端な差が出るんだ。そして、限界値に近い数値でないと真っ当に戦えないんだよ」

　クラスメイトたちは、すぐに理解する。

「本来であればレベルアップの時に、ステータスを厳選する必要すらあるんだが……」

　そこで傍そばに控えるエリスに、帝たい輝きは視線を向けた。

「エリス、ロード回数はまた十回でいいのか？」

「ゼロ回です」

「……は？」

　帝輝は彼女の言った言葉の意味を一瞬、認識できない。

「ゼロ、だと……？　ロードなし？」

「はい」

　クラスメイトたちもざわつき始めた。

「お、おいおい……」「絶対に失敗できないって意味じゃねぇか、それ」「っていうかー、さっきの戦いで死んでたら……」「まあ、さっきの戦いで死ぬ要素なかったっすけど」

　帝輝も頭がクラクラしたように額ひたいに手を乗せる。

「それは、絶対か」

「はい」

「……くそっ」

　一言毒づいて、帝輝はクラスメイトたちに向き直った。

「ロードなしならなしで、やってやるさ。どんな無む茶ちやだろうと生き残ってやろう」

　クラスメイトたちも、帝輝を信じるように各々頷うなずき、返事をする。

　もはや、この程度のことで、士し気きが下がることはない。

　そこで滝たき脇わきが手を挙げた。

「話を戻すけど、ステータスがへたったら、どうすりゃいいんだ？　戦えないのか？」

「手がないわけじゃない。ステータスアップのアイテムを使うとかな。それにもうひとつ、『ＬｏＲ３』には特徴的なシステムがある。これもちょっと運が絡むことになると思うが……時期が来たら、改めて説明しよう。今考えても仕方ないしな」

「今すぐに使えるってシステムじゃないのか？」

「ああ。第一章が終わったら説明することになる。どちらにしろ、この時点で俺たちにできることは攻略だけだ。第一章はまだバランスが取れてる方だから安心してほしい。もちろん虚きよ数すうユニットみたいなのが出てこないとも限らないから、油断はできないけど」

　クラスメイトたちが帝輝の言葉に神妙に頷く。

「これでシステムについての説明は終わりだ。ゲームのストーリーが気になるのなら、俺が教えられるから、個別に遠慮なく来てくれていい」

　帝輝は一いつ旦たん話を切り上げ、次の話題に移行する。

　帝輝の視線は凰おう楽らの方を向いていた。

「……凰楽。前に出てきてくれ」

　凰楽が戸惑い気味に前に出て、帝輝の横に並んだ。

　クラスメイトたちの顔もまた困惑に染まっていた。

　仲間たちの前で、凰おう楽らは少し躊躇ためらいがちに頭を下げる。

「……その、許してくれとは言わない。僕は自や棄けになってとんでもないことをしたと思う。でも、飛行機が落ちて僕だけが生き残る、と言われたのは本当だ」

　そこで控えめにひとりの女生徒が手を挙げた。

　アーチャーを担当する八や代しろ梨り夢むだ。水着と大差がない露出度の高い格好をしている。腰には矢筒と弓が括くくりつけられていた。

「あのさ、細ほそ川かわ……飛行機が落ちるっていうのは、どうやって知ったの？」

「……僕が不思議な空間に行った時に見せられたんだ。飛行機が真っ逆さまに落ちて、帝たい輝きや椿つば姫きちゃんが、クラスの皆も死んで……僕が彷徨さまよっているところを」

「夢だったとかじゃ……」

「僕もそう思いたかった。でも、あの真に迫る映像を見て不安を拭ぬぐえなかった」

　そこで滝たき脇わきが助け船を出すかのように手を挙げる。

「実際に飛行機はかなりヤバイ感じで揺れてたしな」

　滝脇のフォローに、神妙な表情をした委員長が続いた。

「ああ。僕も何度か飛行機に乗ったことがあるのだが、その中でも一番の揺れだった。積せき乱らん雲うんの中に突っ込んだこともあるし、エンジントラブルを起こした飛行機にも乗ったことがあるが、あれほどの揺れはなかったぞ」

　さり気なくすごい経験をしていた委員長に、皆が驚きの目を向ける。

「飛行機は確実に墜落していたはずなのだ。コントロールを失った動きをしていたし、機き首しゆが傾きすぎている。慣かん性せいモーメントも通常飛行からはかけ離れていたのだよ」

　隣に座る副委員長の清せい閑かん寺じが、「伊丹いたみくん、妙に詳しいわね」と尋ねると、「これでもパイロット志望なのだよ。勉強もしてる」と返す。何気に意外な答えだった。

「もし、細川が僕たちをこの世界に入れたということなら、命を救ってくれた恩人とも言える。……礼を言えるかどうかは別の話だが」

　委員長は立ち上がった。

「話がそれだけなら僕は部屋に戻らせてもらおう。僕は細川に対して、恨みがあるわけでもない。これまで通り、付き合っていければ御おんの字じだ」

　言葉の通り、食堂を出て二階へと上がっていく。

　続けて他のクラスメイトたちも去っていった。

　食堂には帝輝と凰楽、そして、椿姫と真ま桜おと御み影かげだけが残り喧けん騒そうも消えていく。

「………」

　少し歯切れの悪い終わり方だったせいか、凰楽の表情は冴さえない。

「凰楽……」

「心配しないでよ、帝輝。言葉だけでも謝ることはできたから、充分だよ。殴られることは覚悟してたんだけど……皆優しいよね」

　凰楽もまた立ち上がり、立ち去っていった。

「簡単にはいかないか」

　凰おう楽らの寂しそうな背中を見送りながら、帝たい輝きは肩を落とす。

「……彼は真ま桜おたちを殺そうとした。理由のあるものであっても、その事実は消えない」

「それはわかってるけど」

　不器用すぎる形だったが、凰楽は凰楽でクラスメイトたちを救いたかっただけなのだ。

「凰楽は何で言ってくれなかったんだろ？　あたしや帝輝には言ってくれてもいいのに」

「椿つば姫きさん。あなた、彼に修学旅行前、飛行機が落ちるから行くのをやめてくれ……って言われて信じるの？」

　椿姫の何気ない質問に、御み影かげが指摘する。

「なんでそんなことを言い出したのかは気にすると思うよ」

「問題はそれが人知の及ばない何かということ。もうこの世界に入って半年近いし、慣れたから言えるだけ。現実でこんなこと言われたら、私は彼が頭がおかしくなったと考えるもの」

　凰楽にそう言われたら、帝輝も考えるだろう。だが、夢で見たことといった形で片付けていたような気もしている。

「実際のところ俺が凰楽の立場だったら、信じないでスルーしてたような気がするな」

「彼もほとんど信じなかったのかもしれないわね。そしたら、本当にここに飛ばされて、彼自身も相当驚いてたんじゃないかしら？」

　御影が鋭いことを言う。

「凰楽自身も信じていなかった、か」

「……何にせよ、重要なのは彼が私たちをフリとはいえ、殺そうとしたこと。彼がまた私たちを殺そうとするという可能性が見える限り、しこりの解消はできないと思う」

「厳しいな。可能性の証明か。真桜は……凰楽を信じられないか？」

「……真桜は、彼をまだ信じられないけど、マスターが信じるなら信じられる」

「そっか。ありがとうな」

　帝輝は自然と手を伸ばして、真桜の顎あごを撫なでる。

「……みゅー」

　真桜が気持ちよさそうに鳴き声を上げると、御影と椿姫がギョッとした表情を浮かべた。

「帝輝、何してんの」

「帝たいちゃん、それはどうなの？」

　ふたりから冷たい視線を向けられる。

「帝輝は女子に対して、スキンシップしすぎ！　世が世ならセクハラで刑務所だよっ！」

「いや、刑務所には行かないだろ。さすがに……」

「とにかく、そんなことするならちゃんと私にもしてよね」

「御影の言い分もどうなんだよ……。いや、悪かったって。ごめん」

　謝ったもののふたりの機嫌は直らない。

　真ま桜おだけが、わかりづらいが嬉うれしそうな顔をしていた。

「ちゃんと公平にしてくれればいいわよ」

　御み影かげがそう言うと、帝たい輝きに抱きつく。

「お、おい!?」

「こっちは前回、最初からいた真桜と違って、合流したの後半なんだから。帝たいちゃん成分を摂取しないと」

　帝輝が離れようとしたら、御影に寂しそうに言われて静かになった。

「えへへ」

　嬉しそうに帝輝の胸に御影は顔を埋める。

「ちょ、ちょっとぉ！　御影さん、何やってるの！」

「あなたが前回の最後にやってたことをやってるのよ」

「！」

　今にも怒りを爆発させそうな顔になるが、御影は離れようとしない。

　椿つば姫きが説教をしてくるかと思ったが、

「もうっ！　あ、あたしだって！」

　なんと突然、帝輝の背中に抱きついた。

「椿姫!?　お前まで何してんだよ！」

「つ、続き！」












「何の!?」

「『ＬｏＲ２』の、最後の……。あ、あたしも、全然足りてないし……。た、帝たい輝きだって足りてないんじゃないの!?」

　椿つば姫きを助けた時、帝輝も自然と強く抱きしめてしまったのは確かだ。

「……ズルい。真ま桜おも」

　さらに真桜まで横から抱きつく。

　帝輝からすれば、もう何がなにやらという感じだ。

「こんなところ、クラスメイトに見られたら……」

　予感は、悪い時に限って当たる。

「せっかくだし、街に出てちょっと美お味いしい店でも探しましょ」「はい、梨り夢むさん」

　八や代しろ梨夢の女子グループ五人組が、すでに部屋で荷物を片付け終えたのか、簡かん素そな服に着替えをすませて食堂まで下りてきた。五人は、帝輝たちを目の当たりにして固まり、それぞれ、思い思いの表情を浮かべた。

「帝輝さん……」

　楓かえでがなぜか悲しそうな顔をする。ただ、どう見ても嫉しつ妬とという表情ではなかったが。

「うひひっ、やるじゃないっすか、リーダー」「女泣かせだねぇ～」

　九く鬼きと税ぜい所しよは、囃はやし立たてるように冷やかしてくる。

「リーダーなんだから、もっとしっかりしてよね！」「保ほ科しなみたいにならないでよ」

　梨夢と鳥とり居い亞あ弓ゆみは、冷ややかな目で見ていた。そのまま、五人揃そろって宿屋を出て行く。

「……不可抗力で済ませられないのかなぁ」

　結局、三人が帝輝から離れたのは、それから十分後だ。




　帝輝は部屋に向かわず、エリスを伴って宿屋を出る。

　宿屋の裏手にあった花壇の近くで、エリスに尋ねた。

「……怜れ王おからの連絡はあったか？」

「いえ。怜王様からの連絡はありません。君きみ尋ひろ様からは、戦闘中に幾つかありました」

「こっちは無事だと伝えてくれ。それと、君尋たちの状況も聞いてほしい」

「承しよう知ち致しました」

　返答は早かった。

「『無事でよかった』とのことです。『こちらはお前の想定通りだ』と」

「そうか。ということは、何かしら例のシステムへ一足早く入ってるのか」

「そうなります。追加で連絡が来ました。『何か優先するべきものがあれば聞く』と」

　すると、帝輝はすぐさま彼に幾つか要望を出した。

　エリスはしっかりと伝える。

「『わかった』とのことです。続きます。『君はこのゲームをロードなしでクリアしたことがあるか？』と質問です」

　君きみ尋ひろの質問に帝たい輝きは渋い顔をした。

「一回あるだけだ。神成長が続いた上で、例のシステムが上う手まく働いて、どうにかな」

「『そうか。だが、一回クリアしてるだけでも充分だ。僕は一度もないからね。最低でも五回はロードしたはずだ』」

「ある程度進んで成長が低かった時に、どうにかして支援できるようにしないと」

「『考慮する必要はあるが、今回の僕たちはまたもレベル30だ。ここを踏まえて計画を立てた方がいい。僕の担当する第三部はおそらくどうにかなるからね』」

「ああ、そっちは大丈夫だ」

　そこで帝輝は一いつ旦たん言葉を句切り、少し言いにくそうにエリスの奥にいる君尋に伝える。

「ところで、君尋の方で怜れ王おに連絡はつかないか？」

「『ついていない。彼は彼で考えるところがあるのだろう』」

　帝輝はエリス本人へと問いかける。

「エリス。ここから君尋たちや怜王たちのいる場所に直接向かうことは可能か？　怜王はヨトゥン王国にいるし、君尋はスヴァルト王国にいるから……」

　帝輝の質問にエリスは首を振った。

「不可能です」

「そうか……」

「連絡です。『凰おう楽らのことといい、怜王のことといい、君は女子の心を掴つかむのは上手いのだけど、その神通力は男子には通じないみたいだな』と」

「茶ちや化かすなよ。なんで俺が女にだらしないって評価になってるんだ……」

「『自覚がないところが、またね……』と、呆あきれ気味な声です」

「耳に聞こえてくるようだよ」

「『何にせよ、まだ始まったばかりだし、怜王も頭を冷やす時間は必要だ。第四章で君らは共に戦う。それまでに怜王とどう相あい対たいするかを考えておきたまえ』」

「わかった、と伝えてくれ」

「『凰楽については……君自身がなんとかすることだね。時間はたっぷりある』、と」

「君尋らしいな。エリス、礼を伝えておいてくれ。また、何かあれば連絡をくれともな」

「最後に、『では、第四部で再会しよう。最初は敵として、だけどね』と」

「第四部では、ちゃんと手加減してくれよ」

「『考えておくよ』とのことです」

「やれやれ……」

　これで君尋との話し合いも終えた。

　通信に制限はないが、必要以上に連絡をしても意味がない。

「ふぅ……」

「帝輝様。お疲れのようですね」

「ま、色々と心配事は増えてるからな」

　凰おう楽らや怜れ王おのこともそうだが、攻略がそもそもできるのか。

　ロードなしでこのゲームをクリアできたことなど、一度しかないのだ。

「クリアして、現実に戻ることができて、生き残る必要もある」

　誰ひとり欠けてはダメだ。

　帰るなら全員。それが絶対条件なのだから。

「お申し付け下されば、疲労を取ることは致します。何かしらご不満があれば、私のできる範囲で対応致しましょう」

「疲労を取るって、どんな？」

「筋肉を揉もみほぐすことはできます」

「へぇ……」

「夜の御お伽とぎもできますが」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく無表情で言われ、帝たい輝きは御伽の意味を理解するのが一瞬遅れた。

「いやいやいや、何言ってるんだ」

「配慮しろと言われておりますので」

「そっちの配慮はしなくていい」

　ただでさえ、この半年以内に女子の裸や下着姿を見てしまっているのだ。

　未いまだに覚えている煩悩を、帝輝は追い出すのに必死である。

「誰に配慮しろなんて言われてるんだ。俺らを喚よび出だしたやつか？」

「申し訳ありませんが、私には答える権限がありません」

　帝輝が天を仰あおいで深い溜ため息いきを吐つく。

「俺よりも他のクラスメイトの心情に配慮してくれ。ずっとここにいるんだから」

「帝輝様がそうおっしゃるのでしたら、できる限り仲間の方たちに配慮致します」

「……御伽云うん々ぬんはナシな。委員長じゃないが、風紀が乱れる」

「もちろんです。冗談ですので」

「お前、冗談言うのか」

　ここに来て少しずつエリスは、僅わずかながら人間味が出てきたように帝輝は思う。

　帝輝は少し不思議そうな表情を浮かべながら、エリスを伴って宿屋の中へと戻った。




　部屋に戻ると一緒の部屋に割り振った凰楽は特に何をするでもなく、椅い子すに座ってジッとしていた。心なしか俯うつむいているようにも見える。

　普段から大人しい彼ではあるが、やはり気落ちしているのが帝輝にはわかった。

「おかえり、帝輝」

　帝輝が部屋に戻ると、凰楽もすぐに顔を上げて微笑を浮かべるが、やはり元気がない。

「ああ、ただいま。凰楽は街に出ないのか？」

「僕はいいよ。皆が僕に会うと、気まずいだろうからね」

「そういうのはやめろって。委員長だって言っただろ。皆、わかって戸惑ってるだけだ」

「今はいいんだ。街を歩く気分でもないしね」

　ままならない様子に、帝たい輝きが悩むように頭を掻かく。

「じゃあ、色々と聞かせてくれ。結局、前の世界では時間もなくて聞けなかったからな」

「うん。何でも聞いてくれ。僕に言えることなら、何でも言うよ」

「最初に一番聞きにくいことを言うぞ。敵に回ったのはなんでだ？　俺たちを『ＬｏＲ２』に留とどめるなら、そこで提案すればよかったんじゃないか」

「理由は幾つかあるけど……この世界が、ままならないことを知ってほしかったんだ」

「ままならない？」

「ゲームに入る設定をしたのは僕だけど、最初の誤算は帝輝がレベル30だったことだ」

　帝輝は耳を疑った。

「え……？　これって、お前の設定じゃなかったのか」

「うん。それにもうひとつ、クラスメイトたち全員が最初からいたのもおかしかった。僕はゲームの通りに進むと思ってたんだよ」

「………」

「『ＬｏＲ２』ではゲーム通りだったけど……。僕はクラスメイトたちにユニットを割り当てたけど、どこで仲間になるとか、そこまで設定をしていない」

「そうだったのか……」

　帝輝からすれば、凰おう楽らの嘘うそなどわかる。今の彼は嘘を言っていない。

　だから、彼の言っていることは帝輝にとって真実だった。

「怜れ王おや君きみ尋ひろたちの設定をしたのも僕だけど、彼らが仮面で見えないのも僕にとっては予想外だった。だから僕も、『ＬｏＲ１』の時に君尋の軍とぶつかった時、まさか──って思った。でも、すぐ後、僕はあるヤツに出会った」

「あるヤツ？」

「よくわからないんだよ。人の形もしてなかったし……。そいつは『帝輝たちを追い詰めれば、貴殿に権限の一部を渡す』って言われた。そこで、僕はその権限でこの世界をどうにかできないかって考えたんだ。帝輝たちを殺すような演技をして……」

「なるほど。それで裏切ったってことか。そいつが接触してきたのは、一度だけか？」

「いや。『ＬｏＲ２』で帝輝と戦闘が起こる前にも来たんだ。もっとも、大した話はしていない。ただ、『この世界に住むなどと、本当にいいのか？』と言われたよ。そこにどんな意味があるのかはわからなかったけど……」

「じゃあ、虚きよ数すうユニットも」

「まったく僕の与あずかり知しらないところだった。知ってれば教えることもできたのに……」

　凰楽は立ち上がり、窓に寄って空を見上げた。

「僕はね、帝輝。ここで生きるためには『ＬｏＲ２』のラスト付近が一番いいと思ってたんだよ。だけど、帝輝たちは苦心しつつもどんどんと乗り越えていって……。このままじゃ、ここで生きようという気持ちが薄れてしまうんじゃないかと……」

「……だから、『ＬｏＲ２』に留とどめるべく、寝返ったってことか？」

「……うん。この世界を生み出した者の目的はわからないけど、間違いなく『ＬｏＲ２』もクリアされると感じて……だから、どうにかして『ＬｏＲ２』以降、進みたくないという気持ちにさせたかったんだ」

「それで、怜れ王おまで説得して、俺たちを追い込んだわけか」

「僕の浅はかな目もく論ろ見みはすべて失敗に終わったけどね」

「その権限は今も？」

　凰おう楽らは首を振る。

「いや、もう僕には何も操作できない。だから、ケルビムにもなれないんだよ」

「……まあ、お前が俺たちを生かそうと、試し行こう錯さく誤ごしていたのはわかった」

　しかし、そう言いつつ、帝たい輝きは悲しげに目を伏せた。

「でも、俺たちには言ってくれればよかった。何かしらできたはずなのに……」

「ここまで荒こう唐とう無む稽けいなことを信じてもらえるって思えなかったからね……」

「お前が嘘うそを吐ついてるか吐いてないかなんて、すぐわかるんだよ」

「帝輝……」

　申し訳なさそうに、凰楽が微笑を浮かべる。

「そうだね。話をすれば、すべては上う手まくいったのかもしれない」

「俺を信じられなかったのか？」

「その聞き方はずるいよ、帝輝。僕としては、夢であってほしかったからね」

　そう言って黙り込む凰楽。

「凰楽。俺たちの間に隠し事はなしだ。何か疑問があれば全力で答えるし、俺は絶対にクラスメイトたちを現実に帰す。それにはお前の力が必要なんだ」

「帝輝……」

「約束してくれ。俺は……仲間と戦うのは嫌なんだよ」

　痛みがないといっても、帝輝は何度も何度も真剣を凰楽に向けた。

　何度も何度も斬きり結んだ。

　あの一振りで凰楽が本当に傷付いていたらと思うと、今更になって心が震えてくる。

「うん。ありがとう、帝輝。迷惑をかけた分は、これから少しでも取り返してみせるよ」

「ああ。頼りにしてるぜ」

　帝輝は木製の硬いベッドの上に横たわる。

「そろそろ、蝋ろう燭そく消して寝よう。明日は丸一日、休養日になるけど、明後日からは本格的に戦闘が始まるからな」

「おやすみ、帝輝」

　凰楽が部屋の蝋燭をすべて消し、ふたりは床に就いた。





　　　　◇　◇　◇






　マップ２に入り、本格的な戦闘が始まった。

「何こいつら!?　山賊のくせに強い！」「回復早めにお願い！」「敵が多すぎだろ！　終盤かよ？」「楓かえで！　こっちに来られないの!?」「む、無理です～！　手一杯です！」

　調整が行われていない高難易度のマップが、容赦なくクラスメイトたちに襲いかかる。

「九く鬼きと税ぜい所しよ！　前に出て、交互に壁をやってくれ！　物理間接攻撃組は、楓の方を援護！　魔法攻撃できるやつは九鬼と税所の援護！　そっちの方が僅わずかに魔法防御のステータスが低い分、優位に進められる！　楓は無理をせずに、とにかく戦線を支えてくれ！」

　帝たい輝きの事細かな指示が、矢や継つぎ早ばやに飛んだ。

　御み影かげ、滝たき脇わき、品しな川がわら、タクティシャンは各ユニットたちを指揮範囲に収めながら、帝輝の指揮を眺めている。

「熾し烈れつだな。一手でも間違えたら一気に崩壊するぞ、これ」

「序盤から命中７割以下とか。序盤から運要素強いわね」

　滝脇が目の前の光景に喉のどを鳴らし、いつもは自信満々な品川もさすがに大人しい。

「こっちにとって有利なのは、個人ギフトが引き継がれていることね。あと、帝たいちゃんがレベル30なこと」

「四十人ってのは、現状では有利にはならないみたいだけどな」

「現状では、ね」

　御影が滝脇の言葉を肯定するように頷うなずく。

　品川は前線を眺めながら、御影に顔を向けた。

「でも、今回って敵多すぎるんじゃないの？」

「奥の方から増援がガンガン出てるわ。だからでしょうね」

「無む限げん湧わきってやつ？　それならレベルアップは楽じゃない。Ｃｉｖの蛮ばん族ぞくと一緒だわ」

「あなた、『ＬｏＲ１』を忘れたの？　武器の問題があるわ」

　ユニットが多いということは、その分、武器も多めに買わなければならない。

　だからこそ帝輝も初しよっ端ぱなから慌ただしく、武器を盗めるユニットたちを動かしていた。

「裏うら松まつ！　他の皆もギフトを使って、武器を盗んでくれ！　こっちでサポートする！」

「チッ、女め狐ぎつねに逆らうと何言われるかわかんねェからな！　今は従ッてやンよ！」

「裏松クン、あの女に何を言われてるの！」

「てめェらにャ関係ねェ！　さッさと働けや、このダボがァ！　鉄の装備、五十本がオレらの仕事だからよゥ！」

「「「う、うぇーい！」」」

　裏松に従い、彼らのグループであるシーフたちもきびきび動く。

　盗みの確率も低くなっているのだが、どうにかこうにか少しずつ武器は増えてきていた。

　輸送隊を務める凰おう楽らの下に、次々と武器が入っている。

「凰楽君！　はい、武器だよ！　収めておいて！」

　今回運搬係をしている紗さ蘭らんが、数本の武器を胸に抱えて凰おう楽らへ持ってきた。

「う、うん。ありがとう、紗蘭ちゃん。大丈夫かい？」

「今回のシンガーは歌は効きづらい上に、効果も薄いらしいから……。このぐらいしかできないけど、アイテムの運搬係ぐらいは頑張るよっ！」

「……そう、か。やっぱり君は強いね」

「凰楽君、何か言った？」

「いや、独り言だよ。気にしないでくれ」

　紗蘭は再び、前線へと戻っていく。

　帝たい輝きの指示を受けながら、タイミングを見極めて、アイテムの受け渡しをしていた。

「僕も動くんだ……！　帝輝、指示をくれ！」

「今受け取った武器を、椿つば姫きと楓かえでに渡しに行ってくれ！　次に税ぜい所しよと九く鬼きに！」

「わかった！」

　凰楽は、自らが受け取った武器を渡しに行く。凰楽のユニットは輸送隊ということもあり、ステータスは弱いが、アイテムを大量に持てるという特性がある。

「椿姫ちゃん！　藤ふじ枝えださん！」

「ありがとう、凰楽！」「感謝です、細ほそ川かわさん！」

　壊れそうな武器で戦っていた椿姫と楓が、新しい武器を受け取って敵と相あい対たいした。

　凰楽は次に別グループにいる税所と九鬼の下へ。輸送隊としての役割をこなす。

「でも、やっぱり直接戦うことができれば……」

　凰楽が武器を手渡した自分の手を見る。

「小さく見える……。頼りなさそうだ」

　凰楽は自虐するように笑う。

「今は、自分のやるべきことをやるんだ……！」

　歯を食いしばって凰楽は前を向いた。少しでもクラスメイトの役に立つために。

　その様子を見て帝輝も少し安心したが、すぐに凰楽を見られる余裕もなくなる。

「リーダー！　魔法を使うための杖つえが少なくなってきてる！」

「早いな。もう尽きそうなのか……！」

　武器と同じように、魔法を使うための武器──杖も魔法力を失い、最後には壊れる。

　剣や槍やり、斧おのは敵のユニットから盗めばいいが、魔法を使うための杖を持つ敵が序盤は少ない。早くも枯渇気味になっていた。

「九鬼と税所は戦線を下げながら後退！　魔法攻撃組は一いつ旦たん下がってくれ！」

「え、下げるの!?　大丈夫!?」

「大丈夫だ、そろそろ楓の方の片がつく！」

　帝輝の言ったとおり、楓が壁となって防いでいた軍勢はほぼ倒していた。

「倒しました！　今、そっちに向かいます！」

「後衛部隊も楓に続いて！　援護するよ！」

「他の前衛組は残った敵を掃討して下さい！」

　楓かえでと共に、梨り夢むたちもまた移動する。

「九く鬼きと税ぜい所しよは楓と交代！　後ろに下がって回復を受けてくれ！　楓たちは迎撃を頼む！」

　向かってくる楓たちを見て、帝たい輝きがすぐに指示を出した。喉のどが嗄かれるのではないかと御み影かげが心配してしまうほど、まったく途切れない大声での指揮。

　しかし、甲か斐いはあった。

　油断すれば一気に形勢が覆くつがえる戦場でまったくリスクを負うことなく、クラスメイトたちは順調なレベルアップを遂げている。

『貴様ら、我らに逆らうというのか!?』

　マップの奥に鎮ちん座ざするボスが帝輝たちに向かって叫ぶ。

　だが、

「真ま桜お。頼む」

「……ん。爆はぜよ、〈フリーズランサー〉」

　真桜の放った氷の槍やりが、敵を貫いた。クリティカルで一気にＨＰヒツトポイントが０になる。

『お、おのれ……！　神の国に、栄光あれ……』

　敵は消えていき、これでマップクリアだ。

「……あっさり」

「ボスはそこまで強くないからな。むしろ、マップ内の大勢の敵が、押し込んでくるのが厄介なわけで」

「……レベルアップ。ギフトポイントも『ＬｏＲ２』から引き継いでるけど、どうすればいい、マスター？」

「そうだな……。〈ワープ〉はいい加減取っておこう」

「……ん。他には？」

「あと、残りのポイントは40ぐらいか？」

「……合ってる。すごい」

「真桜のレベルと、取ったギフトを覚えておけば、あとは計算だからな」

「……マスター、数学の成績よかったっけ？」

「あんまりよくないんだよね、帝輝って。ゲームじゃすごいのに」

　帝輝に寄り添う椿つば姫きが茶々を入れてくる。

「ほっとけよ。ゲームと勉強じゃ使ってる脳みそが違うんだ」

　現実の悩み事を棚に置き、真桜が取るギフトに帝輝は頭を悩ませた。

「やるだけやってみるか。真桜。取るギフトは〈フライング〉と〈ワイドエリア〉だ」

「……〈フライング〉は飛行ギフトだったよね。〈ワイドエリア〉って？」

「補助魔法の効果範囲を拡大するギフトだよ。とりあえず、戻ったら今後の作戦を伝える」

「……わかった、マスター」

　真桜がレベルアップ処理を終えると、今までと同じように戦場から街へと転送された。
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　店に売られている数少ない杖つえを仕入れ、帝たい輝きたちは進軍する。

　ただ魔法の杖が枯渇してくると、これまでに比べて明らかに火力不足となっていた。

「いくら何でも減りが早くないか？」

「乱数が悪すぎるのよ。命中率がよくないから、手数で押さざるを得ないっていうか」

　品しな川がわが難しい顔をして理由を説明する。

「敵に躱かわされてるってことか。そこまで命中率は悪くないはずだけど……」

「乱数には見放されてるわね。このゲームって剣や槍やりは躱された場合、残り回数減らないけど、弓や魔法は減るじゃない。それも大きいわね」

「まあ、だからこそ、命中率を上げる指揮効果を持つ品川を魔法部隊の指揮官に置いてるわけなんだけどな」

「そんなこと言われてもねぇ。全員５パーセント上昇は大きいけど、70パーセントから75パーセントって、体感としては一番実感しにくいじゃない」

　品川の指摘はもっともだ。現状、マップ４までやってきたが、次のマップでは特に守備力の高いユニットが多いため、魔法を使いたい。

「しょうがない。真ま桜お、プランＢだ」

「プランＢあるのかよ」

　滝たき脇わきが苦笑する。

「……わかった。でも、いいの？」

「リスクを冒さずに進むには、これが一番だ。マップ６までクリアすれば、杖がまた買えるし、マップ７からは杖を持った敵ユニットも出る。とにかく、次のマップ５とマップ６。ここを少し楽しよう」

　帝輝がテーブルの上に羊よう皮ひ紙しを置いて、作戦の説明を始めた。
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　マップ５。

　ここは九マス占有し、陸上を好き勝手に動き回るドラゴンが出てくる場所だ。

　背後からは、無数の重装歩兵が迫ってくる難所でもある。

「今回と次、悪いんだが魔法使いのユニットたちは、戦場であまり動かずに紗さ蘭らんと同じようにサポートに徹してくれ。レベルアップの場はマップ７から９で作る。というか、そこで死ぬほど働くことになると思うから、今のうちに心身を休めてほしい」

　対象となるクラスメイトはゲンナリした顔をしたが、帝輝の言葉を信じた。

「ま、リーダーが言うならね」「アルケミストである僕には、そもそも専用の杖がないと役に立てないのだが」「サモナーのわたくしも同じですわよ」「休ませてもらうよ～」

　休むクラスメイトたちを除き、すぐに帝たい輝きはマップの敵に備えて、部隊を割り振った。

「最初に襲ってくるのは、騎馬に乗ったナイトのユニット。それから重装歩兵と軽戦士が続く。騎馬に乗ったユニットは楓かえでが抑えてくれ。後ろで間接攻撃部隊が援護。筑つく波ばと鹿か野のの飛行ユニットは重装歩兵たちのＨＰヒツトポイントを少しでも減らしてくれ。無理のない範囲でな」

「わかった。急降下攻撃でどうにかしよう」「ニワトリがいれば楽勝だよっ」

「あと真ま桜おを連れて行ってくれ。飛行ギフトを手に入れたから、飛行ユニットと一緒に援護を頼む」

　鹿野は「飛鳥井あすかいさん、これからリーダーと離れて、単独行動が多くなるねっ」と言って、真桜の表情を曇らせたが、ひとまず置いておく。

「ドラゴンはどうするの、帝たいちゃん」

　御み影かげが不安そうに問う。

「俺が倒す。いいアイテムを落とすしな。元々、ここはドラゴンの攻撃を切り抜けながら、逃げるマップだ。でも、今の俺ならショボい武器でもどうにか倒せる」

「またあの〈ルインブリンガー〉、持ってきてないのか。主人公のロンメルってのは、何度同じ過ちを繰り返すんだ。いい性能を持ってるのに、使われずに終わった兵器なんて山ほどあるが、なぜ学ばない」

　滝たき脇わきが呆あきれ気味に突っ込んだ。

「バランスだ、ゲームバランス。魔剣に不幸な逸話もあって持ち出しにくいんだよ」

「どうせ理由つけて最終的には持ち出すんだろ。結局」

「いや、まあ、そうだけど……」

「ダメよ。序盤であんな使用回数無限の武器があったらヌルゲーになるじゃないの」

　品しな川がわはゲーマーらしく、そのあたりの機微がわかるらしい。

「妖よう刀とう村むら正まさじゃあるまいし……。自分にゃわからん世界だ」

「ま、俺たちの置かれた状況なら、喉のどから手が出るほど欲しいけどな。ラスボスはまた〈ルインブリンガー〉とか〈オリジン〉とか、神器でしかまともなダメージ入らないし」

　帝輝はクラスメイトたちに向かって、さらに事細かに作戦を説明し、マップの攻略に取りかかる。

「それじゃ行くぞ！　シミュレーション・エントランス！」




　飛行ユニット三人の眼下では、激闘が繰り広げられていた。

　先頭に立つ楓を壁として、周囲のクラスメイトたちが次々と敵に攻撃を重ねていく。

　敵である騎馬ユニットが次々と倒れる度に新たな敵が楓へ迫っていった。楓は回復を受けながら、決して敵を後ろに通さない。

　クラスメイトの奮闘を見ながら、飛行ユニットの筑波と鹿野が感嘆の息を吐ついている。

「藤ふじ枝えだのやつ、クラスじゃオドオドしてたのに、あそこまで……すげぇな」

「愛の力かなっ？」

「誰へのだよ。そんなんじゃねぇだろ……たぶん」

　筑つく波ばと鹿か野のが巨大な鳥に乗り、真ま桜おは浮かんで戦況を見極めていた。

　下にいるクラスメイトらの中で、最も忙しく動いているのは凰おう楽らだった。

　裏うら松まつたちから武器を受け取り、適材適所にそれを手渡している。最も武器の消耗が激しいユニットを優先して、無駄なく完全に計算尽くで動いていた。

「最初っから俺らの仲間でやってりゃ、複雑にならなかったのによぉ」

「彼にも色々事情があったんだよっ」

「鹿野は心が広いな、まったく。アホなだけか？」

「ひどっ。でも、今の彼の目を見れば、あたしたちを殺したいかどうかはわかるでしょっ？」

「まあ、なぁ。あいつが敵になった時は、俺たちも目を見る余裕なんてなかったしなぁ」

　ふたりは複雑な面持ちで眼下を見守る。

　仲間たちは高い難易度に苦戦をしているようで、戦況はまだ彼らに傾いていなかった。

「助けに入りたいところだが、弓ユニットが倒されないと、こっちも動けないな」

「ところで飛鳥井あすかいさんってば、それ、どうやって浮かんでるのっ？」

　隣で筑波が「こんな鳥が人乗せて浮かぶのも明らかにおかしいけどな」と言う横で、

「……重力、かな？」

　真桜はあっさりと答えた。

「そんなこともできるのかよ。それができるなら、敵を重力で重くするとかできるんじゃないのか？　漫画でいるだろ、重力使いとか」

「……さあ？」

「不思議な世界だねっ。あ、そろそろ弓のユニットが倒れそうだよ」

「……ふたりとも、気をつけて」

「大丈夫、大丈夫。危なくなった時の援護頼むぜ」「キツいけど、皆が一緒だからねっ」

　弓の騎兵が倒されると、飛行ユニットのふたりが急降下し、騎馬の後方にいた重装歩兵部隊を突き崩していく。あくまでＨＰヒツトポイントを減らすだけで、決して無理はしない。彼ら乗馬部のふたりは長い生活の中で、完全に鳥の動かし方を極めていた。

　しかし──。

「……やっぱり、ＨＰの減りが遅い」

　ひとり、真桜が呟つぶやく。

　重装歩兵は守備力が高い。だからこそ、弱点である魔法で攻撃するのが基本なのだが、今回は仲間の魔法ユニットたちはお休みだ。

「……そろそろ、かな」

　帝たい輝きに言われていた通り、真桜は空に浮いたまま魔法を唱える。

「……黒き雨よ、降り注げ。《ダインスレイヴ》」

　彼女の周囲に黒き剣が出現。

　重装歩兵部隊に、真ま桜おの魔法が炸さく裂れつする。真桜がかつて入っていたという世界、『ラスト・ブレイブ』の魔法だ。序盤においてオーバーキル気味な魔法は、敵の重装歩兵を黒き剣で貫いていく。あっという間に、敵ユニットの群れを全滅させた。

「……あ、三つもレベルアップ。いいのかな」

　今まであまり真桜の魔法に頼ってこなかった帝たい輝きが、今回は最初から完全に戦術の中に組み込んでいる。真桜が集中してレベルアップすることも織り込み済みなものの、それだけこのゲームの難易度が凄すさまじいのだ。

「……マスター、大丈夫かな？」

　ひとり、空で真桜は帝輝のみを案じた。




「〈ライトストリーム〉！」

　帝輝の剣から光の奔流がドラゴンに向かって迸ほとばしる。

　レーザーのような光はドラゴンを貫き、ＨＰヒツトポイントを大きく減少させた。

『ＬｏＲ』『ＬｏＲ２』から、少しずつエフェクトもパワーアップしていたが、効果そのものは、大きく変わっていない。多少、命中率が弱体化したぐらいだ。

「それでも序盤なら、充分壊れ性能だな」

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　ドラゴンが顎あぎとを開き、中から渦巻き状の炎が飛び出してくる。

　帝輝は咄とつ嗟さに横に跳んで、炎を避よけた。防御力無視のドラゴンのブレスは、レベル最大の帝輝と言えど、喰くらったら無事では済まない。三回連続で喰らえば死ぬ。

　ドラゴンのブレスは命中率が低い分、威力が高いのだ。

「はああああああああああああああああああああっ！」

　帝輝の振った剣が、ドラゴンの身体からだに命中。

　だが、斬きり裂くことはなく、ドラゴンの鱗うろこに弾はじかれた。

「くそっ、またか！」

　ドラゴン専用のギフト、〈ドラゴンメイル〉。

　守備力を元にした確率で、あらゆる攻撃ダメージを遮断するギフトだった。確率としては15パーセントに満たないが、先程から帝輝の攻撃が連続で弾き返されている。

「品しな川がわじゃないけど、乱数、偏りすぎなんじゃ……」

　何度弾かれても、帝輝自身は問題ないが、問題になるのは武器だ。

〈ドラゴンメイル〉に弾かれると、武器の使用回数が倍近く減ってしまうため、帝輝の予想よりも武器の消耗が激しい。予備の武器をもらうほどの余裕があるわけでもなかったため、帝輝の武器は今ある一本しかない。

「武器がなくなったら、ドラゴンが皆のところに行きかねない……！」

　少しずつ帝輝が焦り始める。

　乱数が真っ当に動くか、一度でも味方してくれていれば、避けられた事態だった。

　帝たい輝きの最大レベルやギフト引き継ぎ、魂の絆ＴｏｔＳＳがある分、難易度は減少しているが、反比例するように運に見放されている気すらしている。

「実効命中率とか、そのあたりでなんかあるのか？」

　帝輝が愚ぐ痴ちを呟つぶやくが、疑問に答える者はいない。

　今の帝輝は〈ライトストリーム〉を放つしかなかった。

「ようやく打てる！　〈ライトストリーム〉！」

『ガアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　しかし、ガキン！　と鈍にぶい音と共に、〈ライトストリーム〉すら弾はじかれる。

「またかよ！」

〈ドラゴンメイル〉のギフトは、アーケインギフトすら通さない。〈ルインブリンガー〉のクリティカルですら弾き返す。発動してしまえば、最強の防御ギフトと言えた。

「まずい、剣が……！」

　剣が見るからにボロボロになっていた。

　あと一撃で剣は折れるだろう。だが、あと一撃でドラゴンは倒せない。

　帝輝がドラゴンをクラスメイトに向かわせないよう、どうやって武器をもらいに下がるか考えていると、

「帝輝────────────っ！」

「凰おう楽ら!?」

　凰楽が全速力で帝輝のいる方へ向かっていた。

「受け取って！　裏うら松まつくんが盗んできてくれた武器だ！」

　凰楽は帝輝に向かって剣を投げつける。剣は帝輝の足下に刺さった。

「サンキュー、凰楽！　デカブツ、調子に乗るなよッ！」

　剣を引き抜き、帝輝はドラゴンに立ち向かっていく。

　武器の消耗に心配がなくなれば、もはや不安はない。

「〈ライトストリーム〉！」

　ドラゴンは光の奔流に貫かれ、ＨＰヒツトポイントを０にしてついに力尽きる。

　こうして紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、帝輝たちはマップ５を無事にクリアした。





　　　　◇　◇　◇






　それから無事にマップ６、マップ７、マップ８、マップ９と攻略。

　マップ７から魔法ユニットたちも、杖つえがぽつぽつシーフたちによって入手できているため、戦線に復帰している。

　また真ま桜おの魔法によって強化も受けていた。しかも〈ワイドエリア〉によって強化の魔法は複数のユニットに分け与えられているため、レベルの低さをカバーできている。

「前に九く鬼きと税ぜい所しよをパワーアップしてただろ？　きっとできると思ってさ」

「……あれは真ま桜およりもレベルが低くないと無理。だから、真桜のレベルを上げたの？」

「いざという時のために、キラーユニットとか地雷ユニットを育てておくのも基本だからな。これからも頼りにしてる。あと、こいつを持っておいてくれ」

　そう言って帝たい輝きは質素な杖つえ──ともすればただの枝にしか見えない武器を手渡した。

「……〈マギディスの杖〉」

　周囲すべての魔法を封じる杖だ。前回も凰おう楽らとの戦いで役に立った代物である。

「今回も使いどころは限られてるけどな」

「……ん」

　難所は越えた。

　あとは、第一部の最後となるマップ10だが、計算上は問題ない。

　命中判定による乱数には今もかなり嫌われていたが、レベルアップ時のステータスアップに関しては、神成長も幾つかあり、推定以上の成果が上がっている。

　攻略の上では、問題はない。

　問題は──クラス内の雰囲気だ。

「凰楽ってば、ず─────────────っとひとりなんだよね」

　マップ９を終えた後、休養先となっている城の中で、椿つば姫きは難しい顔をしている。

　今は部屋の中で帝輝は椿姫と一緒にいたが、ずっと頭を悩ませている様子だ。

「どうしてあんな風にひとりになるのかなぁ」

「色々と気まずいんだろ、まだ」

「わかるけど……凰楽から歩み寄らないと、どうしようもないよ」

「それはそうなんだが」

　帝輝も凰楽のことは充分に気にかけている。

　凰楽もまた必死になってクラスメイトのために働いている。

　戦えるわけではなくとも、本気度は皆に伝わっているだろう。

「罪悪感も疑ぎ念ねんも早々消せないってことだよな」

「とにかく、このままじゃぎこちないまんまだよ。どうしよう、帝輝」

　凰楽も一歩を踏み出せないだけだ。

　ただ許されないことをしたと思い、許されるべきではないと思っている。

「許されない罪なんてない。凰楽はセーブ回数を知った上で攻撃をしてきたんだし」

「でも、よくわからない人に扇動されてたんでしょ？」

「……とにかくすごい単純なことで、元に戻れるんじゃないかと思うんだよな」

「単純なことって……」

「クラス皆でのイベントとか」

「今の戦争が、それっぽいような気もするんだけど」

「今みたいな殺伐としたものじゃなくてさ。文化祭とか、体育祭とか、そういうのだよ」

　椿つば姫きは「うーん」と唸うなりながら腕を組む。

「まあ、案あんずるより産うむが易やすし、だ。難しく考えても答えが出るわけじゃないしな。やるだけやってみよう。椿姫、力を貸してくれないか？」

「別にいいけど……何するの？」

「まあまあ。気にするなって」

　椿姫は訝いぶかしげな顔をして帝たい輝きを警戒する。

　こういう風に笑って誤ご魔ま化かす帝輝は、椿姫にとってろくでもないことをされる前兆だ。




　部屋を出て凰おう楽らを捜すと、彼は買い出しに出たようで、ふたりは足取りを追った。

　ここで買い出しをする場所など限られている。

　案の定、城下町の道具屋に向かうと、凰楽はすぐに見つかった。

「凰楽、道具屋なんかにどうかしたのか？」

「帝輝に、椿姫ちゃん。ちょっと足りなくなりそうなアイテムを見繕っておいて、いくらかかるかの計算をね」

「そういうことなら、〈ディスカウント〉のギフト持ってる正親町おおぎまち連れてくるべきだろ」

「実際に買うわけじゃないからね。彼女にご足労いただくほどのことじゃないよ」

　小さく笑う。

　やはり凰楽はクラスメイトに対して遠慮していた。

　昔であれば正親町を連れ出して、買うアイテムを見定めるはずだというのに。

「やっぱ荒療治しかないな」

　と、帝輝は小さく呟つぶやいて、凰楽に提案する。

「なあ、凰楽。ちょっと遊ばないか？」

「遊ぶって……ここで何か娯楽なんてあったっけ？」

「なに。有史以来、たぶん一番遊ばれてきた娯楽があるぞ。身、ひとつでできるしな」

　満面の笑みを浮かべる帝輝。隣にいる椿姫は、さらに警戒した。

　凰楽も帝輝の笑みを見て昔を思い出したのか、嫌な予感を覚えたらしい。「何をするつもりなんだ」と不安を表情に張りつかせた。

「この街を使って、鬼ごっこだ」

　帝輝の言葉に、ふたりして「何言ってんだ」という顔になる。

　だが、帝輝はふたりに構わず動いた。

「行くぞ、凰楽っ！」

　帝輝が凰楽の手首を掴つかむ。

　呆ぼう然ぜんとする椿姫から走って遠ざかりながら、彼女に向いた。

「つーわけで、椿姫が鬼な！　凰楽が前に鬼っぽいって言ってたし。鬼さん、こちら！」

「な……！」

　一方的に告げて、帝輝は凰楽を引っ張りながら、椿姫から逃げ出した。

「なんですってええええええええええ!!　帝たい輝き、凰おう楽ら！　もう一度、言ってみなさい！」

　怒り心頭の椿つば姫き。腰に下げていた鞘さやから剣を抜きだし、帝輝を追いかけた。

「なんで椿姫ちゃんを怒らせるのさ!?　というか僕、鬼なんて言ってないのに！」

「いや、なんとなく？」

「なんとなくじゃないよ！　椿姫ちゃん、剣抜いてるじゃないか！」

「なんとかなるって」

「えええええええ……」

　全速力で逃げる帝輝と凰楽。

　背後では、

「帝輝！　凰楽！　誰が鬼ですってえええええええええええええええええええ!!」

　と、文字通り鬼気迫る表情で剣を持った椿姫が追いかけていた。

　街の住人たちは反応しないが、休息日ということで街に出ていたクラスメイトたちは、彼らと擦れ違っては、なんだなんだと三人を見み遣やっている。

「なんだ？　またリーダーが嫁さんを怒らせたか？」「細ほそ川かわ君、また巻き込まれたの？」「三さん条じようのヤツ、本気で怒ってるぞ」「ありゃ死ぬな」「なぜ人は過ちから学ばないのか」

　微笑ほほえましく見守るクラスメイトたち。

　どこか懐かしいものを見るような表情だ。

「待ちなさいよっ！　剣の錆さびになりなさいッ！」

「怒りっぽいのはホント変わらないな！」

「怒らせてるのは帝輝じゃないか……。なんで僕まで……」

　角を曲がり大通りを抜け、じぐざぐに曲がっているうちに、椿姫はふたりを見失った。

「あれ、椿姫ちゃん。どうしたの？　そ、そんな、怖い顔して……」

　椿姫は傍そばにいた紗さ蘭らんたち文化部のグループの四人に駆け寄った。

「帝輝と凰楽、見なかった!?」

「え、えと。奈な苗なえちゃん、見た？」

「あー、見た見た。武器屋の方に走ってったけど」「そういや、理り々り花かも見たって言ってなかった？」「あー、見たような気がする」

　彼女らの話を聞いて、椿姫はふたりがいるであろう場所に当たりをつける。

「あ、あの椿姫ちゃん。ほ、ほどほどにね？」

「紗蘭ちゃん、ダメよ。ほどほどじゃ。帝輝がつけあがるもの」

「旦だん那なさん、大変ねぇ」「自じ業ごう自じ得とくな気も」「巻き込まれた細川が一番不幸なんじゃ」

　彼女たちが冷や汗をかきつつ椿姫を宥なだめるが、彼女の怒りは収まらない。

「皆もふたりを捜すの手伝って！　お灸きゆうを据えないと」

「きょ、協力しよっか？　このままだとお兄ちゃんたち酷ひどいことになりそうだし……」

　紗蘭と友人の三人は穏便に済ませるために椿姫の協力をする。

「なになに？　何か面白いことやってね？」「帝輝さん、もしかして椿姫さんを怒らせたんですか？」「リーダー、楽しいことやってるっすねえ」「なーにやってんだかー」

　続けて、梨り夢むや楓かえでたちのグループも椿つば姫きの協力に参加。

「楽しそうだし、あたし、ニワトリで空から探そっか？」「あ、じゃあ、わたくしも参加しますわよ！」「帝たいちゃん捜し？」「マスター捜すの？」「いいじゃんいいじゃん！」

　次々に女子が椿姫に協力し始める。

　総勢二十人の女子たちが、街中の捜索に当たっていた。

「あっ、いた！」「よし、捕まえるよ！」

　ふたりの少女──陸上部の水み無な瀬せと弓道部の亞あ弓ゆみが帝たい輝きと凰おう楽らの姿を捉とらえ、追いかける。

　彼女たちの速度は速く、ぐんぐんと帝輝たちに迫った。

「行かせねぇぜ！」

　そこに四人の男たちが立ち塞ふさがる。

　保ほ科しなを含む、運動部の面々だ。

「男子は全員、リーダーと細ほそ川かわに協力することで一致団結した！　細川には現実で、色々と世話にもなったしな！」

　保科がそう口上を述べると、

「うっさい、浮気者！」「そこを退けよ、女の敵！」

　容赦なく罵ののしられ、保科は膝ひざをつく。

「おい、立てって！　お前が浮気者なのは本当のことなんだから、傷付くなよ！」「そうだぞ。事実を言われて凹へこむな、女の敵！」「そのまま爆発してもいいんだぜ？」

　男子からもフォローになってないフォローが飛ぶ。

「何にせよ、ここは行かせねぇぜ！」

　いつの間にか、男子と女子の攻防が街中で繰り広げられていた。

　総勢四十名の変則型の鬼ごっこ。

「鳥使うのは卑ひ怯きようだろ、鹿か野の！」「筑つく波ばだって使ってるのにっ！」

「裏うら松まつ、あんた私に逆らうの？」「ぐ……」「う、裏松クゥン!?」「マジ、どうしたんだ？」「弱みでも握られてるの？」「伊い勢せのやつ、悪魔のような顔をしてやがる……！」

「滝たき脇わき、どうすりゃいい!?」「ここに防衛線を築く！　塹ざん壕ごうを掘れ！」「無む茶ちや言うな!?」

「品しな川がわさーん！　次は!?」「防御ボーナス向こうにないんだから突撃！」「えっ!?」

　男子たちの協力を受けて、帝輝たちは逃げ続ける。

「ほら、早くこっちに行きたまえ！　ここなら陰になって目立たない！」

「サンキュー、委員長！」「委員長、ありがとう」

「礼には及ばない！　細川には現実での借りもあったのだからな！　鷹たか司つかさ、細川、武運を！」

　委員長に見送られて、ふたりは街の外れの方へと向かう。

「ちょっと、帝輝。すごいことになってるんだけど」

　途中、丘陵から街を見下ろした凰楽が冷や汗を浮かべていた。

「いやー。皆ノリいいな」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ!?」

　だが、帝たい輝きは笑顔だった。

　他の面々も生き生きとした顔をしている。

　細かいことを気にせず、ただただ全力で動いてた。

　ふたりが街の外れにある広場まで逃げたところで。

「……見つけた」

　帝輝の四肢が、光の縄に囚とらわれる。

「うおっ！　動けない!?」

「……マスター、捕縛」

「こ、こんな魔法あったのか!?」

「……〈ラスト・ブレイブ〉の魔法。ここの敵ユニットにはあんまり効かないけど」

　帝輝は完全に捕縛されてしまい、動けなくなってしまった。

　そこへ、クラスメイトたちが次々とやってきて、男子と女子で対たい峙じする。

　お互いを牽けん制せいしあい、動けなくなったところに剣を携えた椿つば姫きがやってきた。

　皆が怯おびえたような表情で、彼女に道を譲る。

「たいき……」

　まさに、鬼の形相。

「いや、あれは鬼と言われても仕方ないんじゃ……」

　失言をしてしまったクラスメイトが一刀で斬きり伏せられ、吹き飛んだ。街中のためＨＰヒツトポイントがないが、とにかく遠くまで。皆、ビビって何も言えなくなる。

「覚悟しなさいっ！」

　剣を振りかぶって、何もできない帝輝に斬りかかった。

「す、ストップ椿姫ちゃん！　や、やりすぎだって！」

　凰おう楽らが帝輝の前に立ち塞ふさがって止める。

　そこで椿姫もさすがに立ち止まった。

「凰楽……」

「た、帝輝も反省してると思うからさ。ここは僕の顔に免じて許してくれると……。あと、僕は鬼なんて言ってないから……」

　そこで椿姫は答えを求めるように帝輝を見る。

　帝輝はわかったかのように、少し笑って頷うなずいた。

「……じゃあ、凰楽がちゃんとクラスメイトに向き合ったら許してあげる」

「え？」

　予想外の言葉に、凰楽が呆ほうけた顔をする。

「凰楽にも、皆ちゃんと協力してくれたでしょ？　帝輝がいるからじゃない。皆、こうして全力で遊べるんだよ」

「椿つば姫きちゃん……」

「皆の中に凰おう楽らも入ってるんだからね」

　椿姫の言葉に凰楽が俯うつむいた。

「ほら、凰楽。せっかく皆いるんだ。ちゃんと言えよ」

　囚とらわれたまま帝たい輝きが促うながす。

「帝輝、それに椿姫ちゃんも、もしかして最初から」

「さあな？　別に椿姫と相談したわけじゃないし」

　帝輝は縛られたまま、小さく肩を竦すくめた。

　困ったような顔をしていた凰楽だったが、すぐにクラスメイトたちに向き直る。

「皆。その……」

　言うべき言葉を探すように、口をパクパク動かして、

「もう、謝ることはしない」

　慣れないように言葉を紡つむぎ出だす。

「僕はやってはならないことをした。許されないことをした。でも、謝ることで取り返せるものじゃない」

　堰せきを切ったように言葉が溢あふれ出だす。

　凰楽は腰に下げていた剣を手に取り、

「僕は皆と一緒に、全力を尽くすことをここに約束する。この剣に誓う」

　大地に突き刺す。

「クリアした後に、僕は改めて謝ろうと思う。それまでは、仲間としていさせてほしい」

　そこで張り詰めた空気が少しずつ弛し緩かんする。

　クラスメイトたちは、ようやく言ったか、と肩の荷を下ろしたような顔だった。

「まったく、ようやくだ」「これで雰囲気もよくなるよ」「さっさとクリアしちまおうぜ」

　凰楽に気まずそうな表情を向ける者はいない。

　凰楽は再び、クラスメイトとなったのだ。

「頼んだぜ、細ほそ川かわ」「頼りにしてる」「リーダーを支えるのはお前が適役だからな」

　肩を叩たたいたり、背中を叩いたり、彼を歓迎する。

　凰楽は嬉うれしそうに受うけ容いれた。

　クラスメイトたちがめいめいに去り、帝輝と椿姫、凰楽だけが残る。

「帝輝……。椿姫ちゃん」

「なんだ？」

「どうかした？」

「うちのクラスメイトたちは、最高だね」

「ああ。まったくだな」

「当然だよ。今頃、気付くなんて凰楽ってば酷ひどいなー」

　突発的に始まった鬼ごっこは終わる。

　皆のストレス発散にもなり、仲間意識も再確認できた。

　だが、何よりも得難い仲間が本当に戻ってきたことが、一番の収穫だろう。




　鬼ごっこも終わり、次の日にマップ10の攻略を控えた夜。

　ふたりで部屋にいた帝たい輝きと凰おう楽らだったが、少しして彼は部屋を出て行く。

「ちょっと毛もう利りのところに行ってくるね」

「ああ。別にいいけど、どうかしたのか？」

「はは、椿つば姫きちゃんの鬼モードでやられて、怯おびえててさ」

「あー……。まあ、痛みはなかっただろうけど心がなぁ」

　心配そうな顔で、凰楽は部屋を出た。

　今晩は帰ってこないらしい。旧交を温める……ではないが、それに近いのかもしれない。

「今日はひとりか……さて、どうするかな」

　帝輝が背中を伸ばしていると、コンコンとノックが響く。

「どーぞ」

　と、帝輝が言うと、扉を開けて椿姫が入ってきた。

「どうかしたのか？」

「べ、別に……」

「別にってことはないだろ。なんだ、また寝られないのか」

　そう言うと椿姫は不満そうに小さく頷うなずいた。

「わかったよ。じゃあ、一緒に寝よう」

　帝輝が掛け布団をめくると、椿姫は静々と中に入る。

「じゃ、蝋ろう燭そく消すぞ」

「ん」

　部屋の明かりが落ち、暗くなる。

　窓から差し込む月明かりだけが、部屋を照らした。

　帝輝がベッドの中に入ると、椿姫の体温がすぐに伝わる。

「凰楽、ちゃんと許されてよかったね」

　月の光に照らされ、優しげな表情で椿姫が囁ささやいた。

「そうだな。皆も、あいつはあいつで色々と苦しんでたのがわかってたんだよ」

「うん。あたしたちが支えないとね。……鬼でよければだけど」

「根に持つなよ。悪かったって」

「むう……」

「ごめんな」

　帝輝が椿姫の身体からだに腕を回しながら、髪を梳すくように頭を撫なでる。

　丁度、真正面から密着し、椿姫の頬ほおが赤くなった。

　恥ずかしそうにしながらも、椿姫は帝輝の手を振り払わず、帝輝の胸に顔を埋める。

「……椿つば姫き、髪の毛、くすぐったい」

「えへへ。帝たい輝きが温かいからいけないんだよ」

「なんか、こうしてると昔を思い出すな」

「そうだね。昔は……同じ布団で寝て、それだけでなんだか楽しかったな」

　ふたりで昔を懐かしむように、お互いの身体からだを密着させて体温を重ねる。

「……お前がいない間、本当に寂しかった。やっぱり、お前がいないと、調子でねぇよ」

「あたし、前々回も前回も、帝輝の傍そばにいられなかったからね。でも、今回はずっと傍にいるよ」

「ああ、ずっと傍にいてくれ」

「うん。これからも……ずっと一緒だよ？」

　椿姫がそう言って、帝輝の頬ほおに軽くキスをする。

　椿姫の頬は、暗くら闇やみでもわかるほど真っ赤に染まった。そして、どこか物欲しそうに瞳を輝かせた。

　帝輝は椿姫の前髪を後ろに流して、額ひたいに触れるだけのキスをする。

「えへへ」

　椿姫は安あん堵どした表情を浮かべて、すぅすぅと寝息を立て始めた。





　　　　◇　◇　◇

















「はあああああああああああああああああああああああっ！」

　椿つば姫きの剣けん閃せんが燦きらめく。眼前に立ち塞ふさがる敵ユニットに、大きなダメージを与えていった。

　心なしかクリティカルも多く発生しているようにも見える。

　その上、〈アドバンテージ〉があるために、レベルの低いユニットへトドメを刺さないため、椿姫に続くユニットのいい経験値となっていた。

　まさに鬼神の如ごとく、完全に地雷ユニットとなって、次々と敵を無力化する。

　敵の攻撃を避よけ続けることもあり、壁ユニットとしても機能しているため、非常に頼りになっていた。レベルも突出して高くなっている。

「よしっ、この辺りの敵はあらかた倒したね」

　敵を倒し終えた椿姫の下に、残りのメンバーがやってきた。

「すごいな、三さん条じよう」「凄すさまじい働きっぷりね」

　部隊の指揮を執とる滝たき脇わきと御み影かげが、感心した顔で椿姫を労ねぎらう。

「パワーもらったからね。いくらでも頑張れるよっ！」

　椿姫が力こぶをつくるように、ぐっと力を入れた。頑張るといったポーズだ。

「えへへ、椿姫ちゃん。お兄ちゃんと何かあったの～」

　紗さ蘭らんが尋ねると、椿姫は一気に頬ほおを真っ赤に染めた。

「え、えと……」

　もじもじしている様子に御影が不機嫌になる。

「ちょっと！　帝たいちゃんと何したの!?　一緒に寝てるのは知ってるけど、まさか……」

「な、なんでもないから！　ちょ、ちょっと頬とオデコにキスを──」

　すると、周囲にいるクラスメイトたちが訝いぶかしげな顔をする。

「え。まだその程度？」「一発ぐらいやってるかと」「もしかしてリーダーってへたれ？」

　クラスメイトたちの囁ささやきを耳にして、椿姫はさらに頬を染める。

「ああ……」

　しかし、御影はがっくりと膝ひざをつく……が、すぐに立ち上がった。

「……私、諦あきらめないからね。椿姫さん。私だって広義で見れば幼おさな馴な染じみだし」

「ま、負けないから……！　御影さんには……！」

　ライバルは他にもいるのだ。椿姫は気が気でない。

　彼女たちのやり取りを見ながら、溜ため息いきを吐ついて滝脇が忠告する。

「今はいいけど、戦闘は終わってないからな。気は抜くなよ」

　今は部隊をふたつに分けて進軍中だ。

　帝たい輝きたちの部隊がメインとなって敵本隊とやり合い、滝脇と御影の指揮する部隊が周囲の遊撃部隊を撃退していく役目となっている。

「皆、武器は足りてる？　足りないアイテムは？」

「今は大丈夫ー」「魔法の杖つえが少し少ないかも」「回復アイテム頂ちよう戴だい」

　凰おう楽らが率先的にアイテムを配り、準備を整える。

「次は東から海を渡ってバードナイトの大軍が来るわね」

「皆、アーチャーたちを中心に陣形を組んで──」

　御み影かげと滝たき脇わきが指示していると、バードナイトの鹿か野のが慌てたように急降下してきた。

「皆、早く逃げてっ！　あいつが、来た！　あの、強いヤツっ！」

「まさか……」

　ここにいるクラスメイトたちの顔が青ざめる。

　北側の森から現れたのは、黒い甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎士。

　前回も散々苦しめられた、レベルマックスに近い虚きよ数すうユニットだ。

「ここを放棄するわ！　逃げなさい！　鹿野さんは帝たいちゃんのところに！」

「うんっ！」

　言われて鹿野は飛び立った。鳥の姿が小さくなり、やがて見えなくなる。

　俄にわかに慌ただしくなる別働隊組。すぐさま隊列を整え、退却を始めた。

　だが──。

『逃がしはしない』

　何者かの、スピーカーを通して聞こえてきたかのような機械じみた声。

　同時に、退却するべき場所へ突とつ如じよとして岩が出現する。

　逃げ道を塞ふさぐように。

「何これ!?　あいつがやったの？」「でもＨＰヒツトポイントが設定されてる！　壊せるぞ！」「で、でも、後ろからあいつが迫ってきて──」「まずいまずいまずいまずい！」

　今までとは違う雰囲気を纏った怪しげな虚数ユニットは、少しずつ歩を進めてクラスメイトらに近づく。

「帝ちゃんが来るまで、持もち堪こたえなきゃ……！」

「かなり厳しいぞ。間違いなく誰かは殺される！」

　御影と滝脇が作戦を考えていると、虚数ユニットは止まり、視線を凰楽に向けた。

「……君は」

『細ほそ川かわ凰楽。目的を違たがえてほしくはないな』

「………」

『現実で死ぬ彼らを、この世界で生かすのが君の目的だった。僕らはそれに条件をつけて、こうして世界を構成した』

　まったく抑揚もなく語る。

『さあ。僕との契約に従い、再び彼らを苦しめよ。苦痛から生まれる、絆きずなの輝きを促うながしたまえ』

　クラスメイトたちが一斉に凰楽の方を向いた。

　凰楽は目を瞑つぶり、厳しい表情をする。

　人によっては悩んでいるように見えたかもしれない。

　だが──。

「断る」

『……ほう』

「僕は、必ず帰る。帝たい輝きと、椿つば姫きちゃんと」

　凰おう楽らは目を見開き、まっすぐに意思のある虚きよ数すうユニットと相あい対たいする。

「クラスのみんなと共に！」

　瞳には一点の曇りもない。

　必ず目的を果たすのだという覚悟が見えた。

『ならば、勝手にするといい。他にやりようはあるのだから。この中に入った君も含め、データを取らせてもらうだけだ』

　虚数ユニットが剣を構える。

『今は死への恐怖でのたうち回れ。ここで絆きずなを紡つむいでくれれば、文句もない』

　真っ先に凰楽へと斬きりかかった。

「凰楽ッ！」

　そこに椿姫が割って入る。

　しかし、椿姫は虚数ユニットの剣を弾はじくことができず、身体からだが傷付けられてしまう。

　幸い死ぬことはなかったが、一気にＨＰヒツトポイントが一ひと桁けたとなった。

「椿姫さん!?　メディック、回復を！」

『今、君に用はない』

　虚数ユニットは瀕ひん死しの椿姫を無視し、再び凰楽へと斬りかかる。

　そこへ今度は裏うら松まつらが立ち塞ふさがった。

「こいつはてめェを狙ねらッてる。逃げろ、細ほそ川かわァ！」

「だけど！」

「戦闘能力のないてめェは邪魔なんだよゥ！　引ッ込んでろ！　死なせやしねェから後ろから見てな！」

　虚数ユニットの前に、凰楽を守る何十もの壁ができあがる。

　凰楽を守ろうとクラスメイトたちが必死になっていた。

『雑ざ魚こがいくら戯れようと問題ではない』

　神成長をしてきたクラスメイトたちといえど、虚数ユニットに敵かなうわけもない。

　レベルの差──ステータスの差は歴然としている。

　現時点でもっともレベルの高いユニットである椿姫ですら、一撃で瀕死なのだ。

「増援の鳥たちが来たぞ……！」

　そこに東の海からバードナイトの大軍までもがやってくる。

　全滅の二文字が、否いや応おうなくクラスメイトたちの頭を過よぎった。

「……させない」

　凰楽が呟つぶやき、虚空に向けて訴える。

「いくらでも罪は償う！　だから今、僕に戦う力をくれ！　僕は皆と一緒に戦いたいんだ！　皆と一緒に苦しんで！　傷付いて！　それでも前へ進む支えになりたいんだ！」

　世界に轟とどろくような悲痛な叫び。

　彼の行為には何の意味もない。ただ、願い、祈りを捧げただけに等しい。

　しかし──異変は起こる。

　クラスメイトたちの身体からだから、か細い光が伸びていった。

　凰おう楽らの身体に、一本一本、確実に繋つながっていく。

　それは魂の絆ＴｏｔＳＳ。

　魂と魂を繋ぐ、絆きずなの力だ。

『少し君のステータスが上がったところで、大した意味はない』

　確かにステータスは上がっている。

　虚きよ数すうユニットの言う通り、ステータスが上がるだけではどうしようもない。

　だが。

　ステータスを上昇させるだけだったはずのシステムは、不思議な現象を見せ始めた。

　絆の光が、優しく包むようにして凰楽の身体を光らせている。

　光るサナギのような格好となってから、ステータスがバグったようにおかしくなった。

「こ、これは……」

　凰楽本人が驚くのをよそに、彼の背後に魔法陣のような紋もん様ようが浮かび上がる。

　光がさらに凰楽の身体を輝かせた。

　身体を急速に作り替えるように、光は強くなる。

　周囲の視界を染めるほどの光が溢あふれ──。

　彼を覆っていた光は、卵が割れるように飛び散った。

「け、ケルビム？」

　御み影かげが呆ほうけたように呟つぶやく。

　彼の姿は散々帝たい輝きたちを苦しめたケルビムのユニットになっていた。

　手元には、〈神剣オリジン〉もある。

『ほう』

「これは……」

『権限の名な残ごりか？　しかし、どうするつもりだ？　細ほそ川かわ凰楽』

　凰楽は意思を持った黒き騎士を睨にらみつけた。

「どうする……って、答えはひとつだ！」

　凰楽が剣を構え、虚数ユニットへと立ち向かう。

「〈神剣オリジン〉！」

　燦きらめく剣けん閃せんが、虚数ユニットを襲った。

　ダメージが入る。僅わずかではあるが、今までに比べれば遥はるかに希望の見えるダメージ。

「御影さん！　滝たき脇わき！　虚数ユニットは僕が抑える！　君らはバードナイトの大軍を！」

「わかったわ！　存分に戦いなさい！」

「頼りにしてるぜ！　回復は随時、こっちでやらせてもらうぞ」

「よろしく！」

　そこから戦線が立ち直るのは早かった。

　凰おう楽らの見せた希望に、クラスメイトたちの青ざめていた顔に、次々と自信が戻っていく。

「アーチャーと前衛たちはバードナイトに対応しなさい！」

「前衛組は、少しでも岩にダメージを与えて退路の確保！」

　御み影かげと滝たき脇わきの指示が飛ぶと、即座に陣列が組み直される。

　どうにか全滅の危機を免れたが、予断は許さない。

『細ほそ川かわ凰楽。君にも指揮官としての力があるのかもしれないな。興味深い』

「そんなものっ、帝たい輝きには敵かなわないさ！　帝輝をサポートするのが僕の役目だ！」

『王佐の才か。それもいいだろう』

　魂の絆ＴｏｔＳＳがさらに輝く。

「あああああああああああああああああああああああああああっ！」

　剣道をやっていた時のような、とてつもなく粗い剣筋。

　そこが凰楽の弱さでもあったが、同時に凰楽の剣の魅力でもある。

　反撃もさせないほど力任せの剣が、虚きよ数すうユニットを奥へ奥へと追いやっていった。

「今度こそ、僕はクラスの皆の力になる！　皆と一緒に帰るために！　そのためにはこんなところで死んでられないんだああああああああああああああああああああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合い。

　クラスメイトを思う気持ちが乗り移ったかのような攻撃は、見事クリティカルとなる。

　ダメージレースで凰楽の方が押し始めていた。

『まさか、ここまでとは……！　素晴らしい』

　そこへ、

「おらあああああああああああああああああああっ！」

　空から巨大な槌つちでも降ってきたかのような一撃が大地を抉えぐる。

　轟ごう音おんと、盛大に舞う砂煙。

　徐々に攫さらわれる砂煙の中から現れたのは帝輝だった。

「待たせたな」

　上空には鹿か野のが飛んでいた。彼女の鳥に乗ってきたのだ。

　そして、もうひとり。真ま桜おも〈フライング〉のギフトで空を飛んでいる。杖つえを構えて、虚数ユニットを狙ねらっている。

『鷹たか司つかさ帝輝か。細川凰楽が覚かく醒せいした今、ふたりを相手にできることは僕にはない』

「お前……誰だ？」

『イレブンとでも名乗っておくよ。君も名前がないと、僕を呼ぶ時に困るだろうからね』

　虚数ユニットが喋しやべったことに顔を顰しかめる帝輝。

「イレブン……？」

『名前に対して意味はないよ。ただのナンバーに過ぎない』

「お前が……ここに俺たちを召喚した元凶か」

『それは違うね。僕らはきっかけを与えて望みを叶かなえる装置に過ぎない』

「装置、ね。よくわからないが……」

　帝たい輝きが構え、イレブンに剣の切っ先を向ける。

「いらぬ望みを叶えて、俺たちがこんな目に遭っているのは変わらないってことっぽいな。だったら、お前が元凶でいい」

『ま、間違ってはいないからいいがね』

　イレブンと名乗った黒き騎士は、帝輝たちから距離を取るように後ろへ跳んだ。

『君らの関係は実に面白い。この虚きよ構こうに塗まみれた戦役を最後までやり遂げてみるがいい』

「どういう意味だ。お前、何を知ってる!?」

　イレブンは帝輝の質問に答えない。

「……逃がさない。《キラーアイシクル》、起動ブート、増進ブースト、射出シユート！」

　真ま桜おの周囲に無数の氷柱つららが浮かび上がり、イレブンへと降り注ぐ。

　イレブンは踊りを踊るようにステップを踏み、氷柱を避よけ続けた。

『やれやれ。こっちとしては、君の存在はルール違反なんだけどね』

　そう言って、向かってきた氷柱を掴つかみ、握りつぶす。

　イレブンは上空に浮かぶ真桜へ、視線を向けた。

『……君は邪魔だな』

「こっちを無視してるんじゃねぇッ！」

　帝輝がいつの間にか、イレブンに接近し、剣を振りかぶっている。

　突進するような勢いのまま、刃やいばを振り下ろした。

『おっと』

　イレブンは攻撃を難なく避け、背後へ遠のいた。

『やれやれ、ゆっくりと話すこともできなさそうだ』

「お前に話し合いの余地があるとでも言うのかよ」

『色々と思考した結果、君らにとってはおそらく忌き避ひする話しかしない。だから、僕らは決して相あい容いれることはない』

「だったら、ここで倒すまでだ」

『慌てなくてもいい。先は長いのだから。この世界が楽しくなるのは、まだまだこれからだ。僕も趣しゆ向こうを凝こらして、君らを苦しめるつもりだ』

　イレブンは身体からだを薄くしていった。

　数秒も経たたないうちに、元から誰もいなかったかのように消える。

『ここを最後まで攻略した時、君らは現実に帰還し──絶望を知る』

　言い残した言葉だけが、帝輝たちの心に深く強く刻まれた。




　意思のある虚きよ数すうユニット、イレブンを退け、増援として現れたバードナイト隊をすべて倒したことで、マップ10をクリアとなった。

　だがクラスメイトたちの表情は冴さえない。

　突然現れた意思ある虚数ユニットの存在が、気楽に喜ばせてくれないのだ。

「まったく次から次へと、趣しゆ向こうを凝こらしてくれるもんだ」

　帝たい輝きが愚ぐ痴ちるように言うと、凰おう楽らに尋ねる。

「凰楽。あのイレブンとかいうのが、お前に契約を持ちかけてきたとかいうヤツか？」

「うん。だと思う。以前は名前を名乗られなかったけど、声は似てた」

「またいつ来るかわからないけど、今回はお前のおかげで助かった。さすが凰楽だな」

「クラスメイトを守るのに、必死だっただけだよ」

「ううん。凰楽、すごかったよ。怪け我がする前よりも動きが鋭かったし」

　椿つば姫きが我がことのように嬉うれしそうな笑顔になる。

「はは。他でもない椿姫ちゃんにそう言ってもらえると僕も嬉しいよ」

　そう言って凰楽も釣られたように笑みを浮かべた。

「お、凰楽。ようやく笑ったな」

「ホントだ。やっぱり凰楽は優しそうに微笑ほほえんでないとダメだよね」

　自分でも笑ったことに驚いているのか、凰楽は戸惑う。

　しかし、すぐにまた頬ほおを緩ませた。

「きっとふたりのおかげだよ。ありがとう」

「水くさいぞ。礼なんかいらねぇよ」

「そうだよー。やっぱり三人いれば無敵だからね！」

　幼い時に剣の道に進んだ三人は、すでに現実では道を違たがえている。

　だが、この世界で三人は再び同じ道を、手に手を取って歩めるのだ。

「ほら。手を出せ」

　帝輝がふたりの前に手を出すと、椿姫が自分の手を重ねた。

　幼い時、三人で大会に出る時は必ずやっていた掛け合いだ。

　凰楽もまた思い出したかのように、躊ちゆう躇ちよせずに手を重ねる。

「これからも一緒に歩いていこう」

「うん」

「もちろんだよ」

　幼おさな馴な染じみ三人は再び手を結び、誓うように強く頷うなずき合あった。





















第二章　束の間の休息





　この世界も現実と同じ二十四時間で一日が過ぎていく。

　太陽の昇り方も、日の落ち方もほとんど同じだ。季節にもよるが、六時頃に朝になり、十八時頃に夜となる。自転の概念が組み込まれているかどうかは不明なものの、元の世界と同じように生活できるのはクラスメイトたちにとってありがたかった。

「朝か……」

　部屋の中に朝日が差し込む。

「おはよ～、帝たい輝き」

　帝輝が起きると、一緒に寝ている椿つば姫きも起き始めた。

　まだ寝ぼけ眼でとろんとしているが、そのうちしゃきっとするだろう。

　外からは他の人を起こさないように気を遣った微かすかな足音と、部屋で何かしらの行動をしている生活音が届いてくる。

　他のクラスメイトたちも起床し、それぞれの朝のルーチン通りに動いていた。顔を洗ったり、朝風呂に入ったり、あるいは運動をしている者もいる。

　戦闘前日の休養日はいつもこんな感じだ。

　第一部を終えた帝輝たちにはしばらく戦闘がなく、その間、今滞在している城の中で休むことになる。昨日は第一部を終えた後ということで一日休養を取っていた。

　だが、今日からはまたやるべきことがある。

「ほら、椿姫。しゃきっとしろ。朝七時には会議室で、説明をしなきゃいけないからな」

「あーい……」

「顔洗ったら、凰おう楽らたちを誘って朝飯に行こう。それでいいか？」

「うん。わかったー」

　椿姫がもそもそと起き始めて、服を脱ぎ始める。着替えを見ても咎とがめられることはないが、何となく照れくさくなって帝輝は目を逸そらした。

　背中を向けて帝輝も着替える。

　戦闘マップで着るようなものではなく、チュニックに腰こし紐ひもを巻いてブレーと呼ばれる長ズボンという日常用の簡かん素そな服だ。戦闘用の服装は動きにくいわけでもないし、重いわけでもないが、気疲れするということでエリスが入手してくれたのである。

　男子は帝輝と同じで、女子の方はブレーの代わりに長めのスカートだ。

「行こ、帝輝」

「ああ」

　椿姫に引っ張られるように部屋を出て、凰楽や真ま桜おたちを誘い、食堂で用意された朝御飯を平らげる。

　物珍しく恐る恐る食べていたクラスメイトたちも、すでにこの世界の料理を食べ続けて慣れが出ていた。大おお雑ざつ把ぱな味付けを嫌う者の中には、自分で料理をしている猛も者さもいる。

「醤しよう油ゆがないのが不満」「火加減ムズい」「香辛料がいっぱいあるのはいいね」「きっと戦争も香辛料の奪い合いなんじゃね？」「食べ物の恨みは恐ろしいからねえ……」

　と、感想を言い合っていた。

　それから七時になって、皆がブリーフィングルームに集まる。

「よし。じゃあ、ここからの話を始めよう」

　クラスメイトたちは八個の長机に着き、四人から五人で固まって帝たい輝きの話を待った。

「昨日、軽く伝えておいたが、ここから四十日ほどは、こうして休むことになる。俺たちが第一部を攻略して、第二部第三部と続いていくのだけど、これは俺たちが攻略するんじゃなくて、他のクラスが攻略している」

　四十日と言えば、ほぼ夏休みと同じ期間だ。

　とはいえ、クラスメイトたちはそんな美う味まい話があるわけがないと表情を緩めない。

「察しの通り、戦闘はしないけど、やるべきことがある。『ＬｏＲ３』で特徴的なシステム……それは武器、魔法、ギフトの開発だ」

「開発？　鉄の剣を強化とか、新魔法を生み出すとかってイメージでいいのか？」

「そう。オリジナルの装備品や魔法、ギフトを創り出して、今後の高難易度を補うんだ。もちろん、これも絶対じゃないから……保険だな」

　滝たき脇わきからの質問に帝輝が答えると、滝脇が興味津々に答える。

「この世界が許す範囲内で新しいオリジナルのものを作る。ここで成功するか失敗するかで、第四部と第五部の難易度も大きく変わる。まあ、どれだけいいものが開発できても、難易度が易しくなることはないけどな」

　すると、今度は品しな川がわが手を挙げた。

「難易度が高いとは言うけど、今の鷹たか司つかさと細ほそ川かわのコンビでいけるんじゃないの？」

「無理だな。確かに俺はレベルマックスだし、凰おう楽らのケルビムのユニットも強い。でも、ラスト付近は本当に厳しいんだよ。即死魔法はあるし、エリア内のユニットをＨＰヒツトポイント１にする魔法とか、命中率を70パーセント下げるギフトとか、熾し烈れつなものが出てくるからな。全員が強くならなきゃ、クリアはできない」

「即死魔法って……」「命中を70パー下げるって……」「ろくでもない難易度だな」

　クラスメイトたちの表情が見る見る曇っていき、疲れたように大きな息を漏らした。

　帝輝は間を置かずに説明を続ける。

「ただ、後半の経験値はかなり多く得られる。最大十五人しか出られないユニットが四十人出られるってのは、レベルさえ上がってれば優位に働くケースが多い」

「なんにせよ、今まで通りに丁寧にやるのが一番攻略に近いのよ」

　御み影かげがそうまとめると、帝輝は頷うなずいた。

「さて。ユニットごとにできることは限られてるし、複数人で作業することになる。やり方に関してはエリスに教わってほしい。どういうものを開発したいかは俺の頭の中にあるから、紙に書いて渡しておく。開発したいものがあったら相談してくれ」

　帝輝が羊よう皮ひ紙しをクラスメイトたちに配っていく。反応は様々だ。

「どんなのが便利かな？」「やっぱ複数ユニットを全滅させるようなヤツだよねー」「飛鳥井あすかいさんみたいな魔法とか」「防御力無視できる武器とか作れねーの？」

　こうできたらいいよね、と相談しあう。

　ゲームであれば、これで説明は終了だ。

　しかし、帝たい輝きたちにとって話はまだ終わりではない。

「それじゃ、ゲームの方の攻略については以上だ。ここから、俺たちの本題に入ろう。魔法やギフトを新しく作るということには、ひとつ大きな意味がある。現実に戻った時の、飛行機脱出手段としてな」

　クラスメイトたちが雑談を止やめて、会議室が静かになる。

　当然だろう。ゲームを攻略することは目的ではなく手段でしかない。現実に戻り、無事に生き延びることが最終目的なのだから。

　皆、真面目まじめに帝輝の言葉に耳を傾けている。

「開発期間は攻略要素も大事だが、俺たちがどんな魔法やギフトを持って現実に戻るかという問題も同時に攻略しなきゃならない」

　すると、滝たき脇わきが小さく唸うなった。

「改めて考えてみると、本当にどうすりゃいいんだろうな」

　クラスメイトたちがざわつき、幾つもの意見が出る。

「ワープはどうだ？」「人を乗せてワープはできるけど」「俺たち以外はどうなる？」

　そう簡単には思いつかないようだった。

　そこで委員長が手を挙げる。

「どういう形で墜落するのかを僕らは知るべきで、対策もそこから立てるべきだ」

　クラスメイトから、「なんで？」という声が上がる。

　すると、委員長が立ち上がって説明を続けた。

「翼に損傷を受けていたらどうしようもないが、単に燃料──飛行機だとケロシンと呼ばれる灯油だが、これが何らかの状態で漏れただけなら、巨大な風を操ることで軟着陸させることは可能かもしれない」

　今度は滝脇が手を挙げて語り始める。

「アメリカ国家運輸安全委員会の調査では、飛行機での死亡事故の確率は０・０００９パーセントだ。自分らが乗った航空会社は墜落事故を起こしたことがないし、整備もきっちりとしていることは、ニュースやドキュメンタリーでもやっていた。もちろん、どれだけやっていても人が運用している以上、事故は起こる」

「滝脇、よく知っているな。そんなこと」

「近代兵器を調べているうちに、色々とな」

　そこで副委員長の清せい閑かん寺じが口を挟む。

「幾つか原因を挙げてみましょう。例えば領りよう空くう侵しん犯ぱんによる撃げき墜つい。これは考えられる？」

「ないな。あの時、自分たちはミュンヘンを目的地にロシア上空を飛んでいたが、旅客機を撃墜など今のロシア国内情勢を考えればあり得ない。世界を敵に回すような愚は犯さないはずだ。ミサイルの発射音も聞こえなかったしな」

　副委員長の提案に、またも滝たき脇わきが口を出した。

　さらに続々とクラスメイトたちが意見を挙げる。

「積せき乱らん雲うんの中に入ったと思うんだけど、あれが原因で機械が壊れたとか？」「積乱雲には雷や雹ひようがあるが、機体に傷がついても極軽けい微びの損傷しか出ない」「対流が激しいぐらいだよな」「どっか翼が折れたりとか？」「そういや、バードストライクってあるよね」

　高校生と言えど、幼い時から様々な教育を受けてきた由緒ある家の出だ。幾つもの知識を持っている。たとえ、関係のない知識でも必ず助けになるのだ。

「考えられる状況をリスト化するのはどうだろう？　状況ごとに、助かるためにどんな手段があればいいのか。考えてみればいいんじゃないかな」

　凰おう楽らが言うと、委員長と副委員長が揃そろって頷うなずく。

「帝たい輝き。それでいい？」

　凰楽に水を向けられた帝輝にも、特に異論はない。

「じゃあ、委員長に副委員長。頼んでいいか？」

「了解だ、リーダー」「ええ、副委員長として、こういう時は力になれるわ」

　ひとまず、この日は状況をまとめるだけに終始することとなった。

　わかったのは、たとえファンタジーの力があっても、飛行機から全員を脱出させるのは、困難を極めるということだ。





　　　　◇　◇　◇






　ゲーム攻略の開発と、飛行機脱出の開発と、二グループに分かれて２－Ｂの生徒たちは開発体制に入ったが、一週間ほど経たつと見えてくるものもあった。

　ただ、飛行機脱出の開発組の方は、考えることが多すぎて手詰まりとなっている。

　そちらに振り分けられているクラスメイトたちは、挙こぞって項うな垂だれていることが多かった。相当、集中して頭を使っているが、厳しいという連絡を受けている。

　帝輝たちよりも前に、開発に入っていた君きみ尋ひろたちからもゲーム攻略の方は順調だ。だが、飛行機脱出については目め処どが立っていないという報告が来ている。

「帝輝の優先してほしい要望は、こなせていますが……ゲーム攻略側だけですね」

　とは、君尋の言葉だ。

　このままでは効率も上がらないということで、週に一度、休養日を作ろうということになり、今日はその休養日だった。ゲーム攻略の開発側は、現状問題なく進んでいるが、不公平感をなくすためにも、同じく休養に入っている。

「戦闘してる方が気楽よ。運動エネルギーとか物理って、あたし苦手なのよねぇ」「梨り夢む、何か得意な教科あったっけ？」「た、体育はすごかったですよ」「うっさい」

　梨夢たちは他愛ない話をしながら城から街へ出て行く。どうやら遊びに行くらしい。

　彼女たちを遠目に見ながら、帝たい輝きと椿つば姫きも城を出た。

「計算では楓かえでがいるから助かってるけど……風力とかエネルギーとか、俺らには荷が重すぎるよなぁ……。委員長とかが、計算式を知ってるのは助かるけど」

「今日ぐらいは忘れたら？　せっかくの休養日なんだから」

　帝輝が疲れたように愚ぐ痴ちを漏らすと、椿姫は仕方なさそうに口を尖とがらせる。

「悪かったよ。ま、今日ぐらいはな」

「ほら行こっ」

　椿姫が帝輝の腕を引っ張って、軽く走り出した。

　とにかく早く行きたいようで、まるで散歩の待てない子犬のようだ。

「引っ張るなって。これといった目的があるわけでもないんだから、ゆっくり行こうぜ」

「だって、この街って広いもん。急がないと全部回れないよ」

「全部回る気だったのかよ……」

　ゲームでは、武器屋やアイテム屋など必要な店しか存在していないが、ここでは街としての機能を持っている。

　また、宿屋や居酒屋、大衆食堂などもあった。

　娯楽では、サーカスや闘技場、ギャンブル、幾つもの陸上競技や現実にはない球技等々、恐ろしいほどゲームの世界が緻ち密みつに構成されている。

　攻略本やインタビューにもなかった設定だ。

　歴史に詳しい滝たき脇わきによれば、「中世の娯楽が幾つか集まってるな。ここは、経済の要所だろう。人口も比較的多いし」とのことだ。

　事実、ここは帝国の経済都市として栄えており、その分、防御も厚い。

「だって皆、楽しそうだし、色んなところ行きたいし！」

「ま、とことん付き合うさ」

「えへへ」

　椿姫は自分の腕を帝輝の腕に絡め、肩に自分の頭を乗せた。

　あの夜以来、椿姫は人目を憚はばかることもなく、帝輝に甘えるようになっている。冷やかされるたびに、照れたり怒ったりするのは変わっていないが。

「サーカス行きたい！」

「闘技場じゃなくていいのか？」

「何よ、それ！　競技だったらともかく、殺し合いなんて見たくないもん」

「お前なら優勝できそうだけどな」

「もー。バカばっかり言って」

　椿姫が頬ほおを膨らませて帝輝を睨にらむ。

「はは、冗談だよ。俺も殺し合いの中で椿姫に戦ってほしくないしな」

「痛みはないけど、好きで戦ってるわけじゃないからね……。まがりなりにも戦争をやってると忘れちゃいそうだけど、あたしはやっぱりルールの中で正々堂々と戦いたい」

　少し辛つらそうな顔で椿つば姫きは囁ささやいた。

「ごめんな。毎回毎回、辛い思いをさせて。思えば、『ＬｏＲ』で先陣を切ってくれたのもお前だったよな。辛かっただろ？」

「別にそれぐらいどうってことない。帝たい輝きと離れる方がいやだよ……」

「俺もお前が傍そばにいなくて、ずっと寂しかったよ。毎日毎日、お前の顔が浮かんでさ」

　すると、椿姫はふにゃっと笑みを零こぼす。

「そっか。あたし、帝輝を寂しくしてたんだ」

「そうだぞ」

　椿姫は申し訳なさそうな顔をしつつ、ちょっと嬉うれしそうだ。

　そして、帝輝と椿姫はサーカスをやっているという巨大な天幕へと入った。




「あー、すごかったねー！　こんな時代から空中ブランコとかあったんだ！」

「過去ってわけではないから実際は知らないけど。でも、最高だったな。命綱とかネットがあるわけじゃないから、見ててハラハラした」

「あたしも！」

　一時間ほどサーカスを観賞したふたりは、次に露ろ天てん商しようを冷やかしに向かう。

　木と布を組み合わせた簡かん素そな屋台で、巨大な鉄板の上に所狭しと栗くりが並べられ、ローストされていた。鉄板の下には焼石が置かれているのだろう。

　切り込みの入れられた栗の皮が、熱されたことで少しだけ中の実を覗のぞかせていた。

　帝輝はひとつ注文し、栗を包んだ布を受け取る。

「ほれ」

「ありがと、帝輝。確か十分蒸らすんだっけ？」

「滝たき脇わきと副委員長はそう言ってたな。それぞれ、歴史と料理の観点って言ってたけど」

「皆、そーゆーこと、よく知ってるよねぇ。あたしも紗さ蘭らんちゃんに、中世の歌について講義受けたし」

　この場にいないクラスメイトたちに感心しつつ、帝輝と椿姫は近くにあった芝生の広場に腰を下ろした。

　さっそく焼き栗をひとつずつ摘つまむ。

「あー。焼き栗おいしー」

「確かにいけるな。もう一個くれ」

「はい、あーん」

「サンキュ。お、あっちには果物も売ってるな」

「これ食べ終わったら、そっちにも行こうよ」

「太るぞ。ここではどうだか知らんが」

「だとしても、その分、動けばいいもん」

　それからも帝輝と椿姫は城下町を練り歩き、果物やらパン、小麦粉を固めて焼きあげジャムを塗った菓子など、様々な食べ物に舌鼓を打った。

　腹を満たしたふたりは城へと戻り、花壇のベンチで休む。

　ここの花は、現代と似たようなものがある一方で、詳しいクラスメイトによるとまったくの別物らしく、一株持って帰りたいと語っていた。

「あー。楽しかった。なんだか修学旅行みたいだね」

「そういや、修学旅行中だったんだよな。ふとした瞬間に忘れそうになるよ」

「ダメだよ、忘れちゃ」

　椿つば姫きが少し怒るような顔で帝たい輝きに言う。

「あたしたちは高校生で、元に戻る世界があるんだから」

「わかってるよ」

「でも、帝輝は偉いよ。あたし、お父さんとお母さんに会いたいもん」

「俺だって同じだよ。ただ、俺も含めて皆が現実に戻るために努力してくれてる。なんだかんだで、そういった気持ちを押し殺してるはずだ。全員がさ……」

　もう『ＬｏＲ１』から数えて、二百日以上が経過していた。そんなに日数が経たっているのに、皆が気持ちを保っていられるのは、クラスメイトたちが全員いるからだろう。

「誰ひとり欠けずに来られたのは、帝輝のおかげだよ」

「何度も言うけど、皆で頑張ったおかげだって」

　敵に立ち向かうのも。

　武器を振るうのも。

　そもそも生きていることですら。

　困難なのだ、この世界は。

「痛みがなくたって、剣を振られるのは怖い。血が飛び出なくたって武器を振るうのは怖い。普通の人間ならなおさらだ」

「うん……」

「皆、きっと限界は近いと思う。だから……早く戻らないといけない。一刻も早く『ＬｏＲ３』をクリアするんだ」

　誓うように言う帝輝の手に、そっと椿姫が手を重ねる。

「あたしも、今度は最後まで力になるよ。帝輝のために」

「ああ。頼りにしてるぜ」

　帝輝は椿姫の肩を抱き、頭を撫なでる。

「やだ、恥ずかしいよ、もう」

　ふたりはいつまでも、お互いの温ぬくもりを求めるように身を寄せあった。




　夜の帳とばりが下りる頃、帝輝と椿姫が城に戻ると、委員長や副委員長、滝たき脇わきらが少し困惑したような顔で話し合っていた。

「どうしたんだ？」

「リーダー、いいところに。飛鳥井あすかいと伊い勢せが時間になったが戻ってきていない」

「真ま桜おと御み影かげが？」

　滝たき脇わきが言うには、一時間前には戻ると言っていたのだという。

「危険なことはないだろうが……」「ふたりとも、今は約束を破るような人じゃないから」

　委員長と副委員長は揃そろって不安そうな表情だ。

　確かに副委員長の言う通り、今の彼女たちはスタンドプレーをしない。

　だが──。

『やれやれ、君の存在はルール違反なんだけどね』『……君は邪魔だな』

　イレブンと名乗った虚きよ数すうユニットの言葉が頭を過よぎる。

　何か、トラブルがあったのかもしれない。

「確かに心配だな。ちょっと捜索に──」

「どうかした？」「……ただいま」

　そこにふたりの声が届く。

　ホッとしたのも束つかの間ま、彼女たちの姿を見て、全員が絶句した。

「お、おい。服、ボロボロじゃないか。何をやってたんだよ！」

　帝たい輝きが心配そうに駆け寄る。

「見た目ほど酷ひどくないわよ。この世界じゃ怪け我がをするわけじゃないし」

「……心配いらない」

　御影も真桜もあっけらかんと言うが、遭難者が命からがら帰還したような様相である。顔こそ健康に見えるが、皆を不安にさせるには充分だ。

「帝たいちゃん、心配してくれた？」

「当たり前だろ。ふたりに何かあったらと思うと、いても立ってもいられない」

「うふふ。スタンドプレーをしてるとか考えないの？　私たち最初は非協力的だったし」

「馬鹿言うなよ。最初とは違うし、ふたりとも絶対に必要な人材だ。変なことはしないって信じてるさ。今更だろ、そんなの」

「……ありがと、帝ちゃん」

　御影は珍しく照れたように笑う。

「で、何があったんだよ」

「まあ、なんというか世界のルールを明らかにする……的な？」

　御影は何とも答えづらそうにしている。上う手まく言えなさそうだ。

「……まだまだよくわからないことが多い。だから、白日の下に晒さらす」

　真桜も曖あい昧まいな説明をして、具体的に語ろうとしなかった。

「真桜も……。本当に大丈夫なのか？」

「……大丈夫」

　御影も真桜も気落ちしているわけでもなければ、不安がっているわけでもない。

　ただ、彼女たちの瞳には覇気があった。

　捨て鉢だったり悪ふざけをする目には見えない。

「何をやってたかは言ってくれないのか？」

「まだ、ね。話ができる段階じゃないわ」

「……希望かもしれないし、絶望かもしれない」

　何とも言えないふたりの物言いに、帝たい輝きは諦あきらめたように肩を落とす。

「ふたりを信じて任せるけど、無理は禁物な。あと、時間通りには戻ってくること」

「うん。ごめんなさい。ちょっと夢中になって、時間を忘れちゃったから」

「……次から気をつける」

　話は終わり──かと思いきや。

「……そーいえばマスター。椿つば姫きとデートしてた」

「ああ、してたわね。丘の上から見かけたわ」

　ふたりの目が一変した。睨にらむような目で帝輝を見る。

　帝輝は戸惑うように一歩引いた。

「い、いや、まあ、してたけど……」

「……マスター。真ま桜おとも、デート」

　懇願するような顔をして真桜は帝輝の右腕にくっつく。

「私ともしてくれるわよね。今から行きましょ？　夜はこれからだし」

　御み影かげは帝輝の左腕を絡め取った。

「お、おい!?　ま、待てって！　引ひき摺ずるなー！」

　帝輝は真桜と御影に引き摺られるようにして、城から出て行く。

　椿姫は諦めたように盛大な溜ため息いきを吐つき、滝たき脇わきらに同情的な視線を向けられた。
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　武器の開発中、少し疲労を感じた帝輝は小休憩を取るべく城の外に出た。

　上を見上げると、快晴の青空が広がっている。

　しかし、この世界の外では、戦争が起こっているのだ。

　連絡を取れていない怜れ王おが戦っている期間だ。

「頼むぞ、怜王……」

　今は見ぬ親友を信じ、怜王のいるであろう方へ顔を向けた。

　そこでふと奇妙なものが目に入る。

　ここの城下町には粉挽ひき用の風車が幾つも設置されているのだが、ふたつほど明らかにおかしな速さで回っていた。

「なんだ、ありゃ。扇風機か？」

　と帝輝が思ってしまうぐらいに回転している。

　街の住人らＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターたちはまったく気にしていないが、異様な光景だった。

　興味を引かれた帝たい輝きはすぐにそちらに足を向ける。

　すると、風車の近くには真ま桜おと御み影かげ、そして、副委員長の清せい閑かん寺じがいた。

　風車の正面から数十メートル離れたところに杖つえを持った戦闘用の服を着込んだ真桜。風車の横に清閑寺が立ち、彼女から五メートルほど離れたところに御影がいる。

　帝輝は御影に歩み寄った。

「何やってんだ？」

「あら、帝たいちゃん。私は見学よ。やってるのは風の魔法の制御だって」

「風の魔法で風車を動かしてるのか。道理で扇風機よろしく回ってるわけだ」

　見れば風車内の石いし臼うすは凄すさまじい回転数で回っている。

　若干、火花まで散らしていて怖いぐらいだ。羽根を支える軸が壊れないのが不思議である。

「なんで風の魔法を使ってるんだ？　別に急いで小麦を挽ひいてるわけでもないだろ？」

「小麦は関係ないわ。風がどれだけのエネルギーを持っているのかを知りたいみたいね。風車の大きさや羽根の形状と、毎分何回で風車が回るのか計算しているわ。もういないけど、さっき写真部の彼が風車の測量をしてたし」

「それはまた……凄まじい計算が求められそうだな」

「そうね。楓かえでがいるから、計算は楽みたいだけど、計算を作るのが厳しそうよ」

　こうして風の魔法の計算をしている理由はひとつだ。

「飛行機を、風で制御するためか」

「ええ、そう説明を受けたわ」

「御影の発案じゃないのか。今もなんか真桜と謎なぞの行動してるけど」

「これは違うわよ。副委員長の発案ね」

「結局、御影と真桜は何やってるんだよ。そろそろ言ってくれてもいいんじゃないか？　手伝うことだってできるぞ」

「まだ確証が取れてないからダメよ。皆の時間をもらうわけにもいかないしね。これはいけると思ったら、ちゃんと言うから」

　帝輝がしばらく見守っていると、真桜が杖を下ろした。

　強かった風が少しずつ収まっていく。

「飛鳥井あすかいさん、次は最上級の風魔法をお願い！」

「……わかったー」

　副委員長の呼びかけに、真桜が再び杖を掲げた。

「……轟とどろけ、空よ。蒼そう穹きゆうの下に、かの裁きの刃やいばを以もつて、斬きり刻め。〈アイオロスガスト〉」

　その瞬間、真桜の杖から凄まじい風圧が迸ほとばしる。

　風車が唸うなりを上げて、凄まじい回転を起こしていた。本当に壊れないのが不思議なほどだ。木が鉄並みの硬度を持っているのではないかと思えるほどである。

「えっ……」「あっ？」「ん？」

　風下にいた帝たい輝きと御み影かげ、清せい閑かん寺じが踏ん張らないと飛ばされるほどの風圧。

　同時に、妙に纏まとわりつく肌寒さ。

　帝輝が視線を横に向けると──御影と清閑寺の着ている服がズタズタに引き裂かれ、肌が露出していた。服を破かれ、上半身をさらけ出しているのは帝輝もだったが。

「きゃあああああああああああああああああああああっ！」

「た、帝たいちゃん！　私は見てもいいけど、副委員長を見ちゃダメ！」

「どっちも見ねぇよ！　てか、こっちもズボン切れてんだけど！　誰か、何か覆うもの持ってきてくれ！」

　彼らの惨状を見て、真ま桜おが少し冷や汗をかいていた。

「……攻撃判定消すの忘れてた。こういう時、てへぺろって言えばいいのかな……」

　そんなこともありつつ、風の魔法については色々とわかったらしい。

　副委員長、清閑寺は手応えを感じつつ、

「速やかに脳内メモリーから排除しなさいね。できないなら物理的に手伝ってあげる」

　と、怖い笑顔で帝輝を睨にらみ、半ば強制的に頷うなずかせた。




「自分らが乗ってたのは、ボーイング７８７の基本モデルの８というやつだ。通称──」

　滝たき脇わきが、帝輝たちの乗ってきた飛行機について解説を始めた。

　あまりにもマニアックな領域にまで突入し、誰もついていけずぽかーんとしている。












「名称はどうでもいいが……で、どれだけの推力を持っているんだね、それは」

　委員長が戸惑った顔をして問う。

「トレント１０００だから……３３０キロニュートンだな」

「では、データをパスカルに変換してくれ。あと誰か。あの当日のロシアの天気を覚えてる者は？　天気というか、風向きだな」

「あ、それなら僕が。飛行ルート上の天候とか、風向きは覚えておいたんだよね」

　凰おう楽らが風向きを委員長に伝え、副委員長が羊よう皮ひ紙しに何かを書き込む。

「飛鳥井あすかい君が風の魔法を全力で使った時のエネルギーはいくつだった？」

「……真ま桜お、わかんないけど」

「ああ、私が風車で計測しておいたわよ。風速は──」

「でかした、清せい閑かん寺じ君。で、飛鳥井君。風の流れはどれだけ操作できる？　指し向こう性せいと時間についても答えてほしい」

「……直線的にまっすぐならどうにか。ある程度長く発生させることもできる。でも、あの魔法は一分が限界」

「他に風の魔法が使える者は？」

「わたしが使えるわ。たぶん、あと少しで最上級の風の魔法も使えるようになると思う」

「君の他に誰かいるのか？」

「あと、うちのクラスならマジシャンは他にふたりいるよ。あのふたりの得意な魔法は火と水だけど、今から方針変えれば風を使えるようになるんじゃないかなぁ」

「検討しておこう。よし、藤ふじ枝えだ君。悪いのだが、ちょっとこの羊皮紙に書いた計算式の答えを書いてくれたまえ」

「は、はいっ」

　楓かえでが答えを一瞬で導き出し、書いた羊皮紙の答えを見て委員長は頷うなずいた。

「理屈の上では問題ないな。飛行魔法を使いながら上と下に配置して翼に揚力を発生させ続ければ、数分は稼げるだろう」

　慌ただしくクラスメイトたちの情報が飛び交う。

「悪いな、委員長。こういった計算は慣れてなくてな」

　様子を見に来た帝たい輝きが委員長を労ねぎらうように言葉をかけた。

「何。これまでクラスのリーダーシップを君に頼りきりだったからな。こういう分野であれば、委員長である僕の出番だ。任せておきたまえ」

　飛行機の脱出用の開発については委員長である伊丹いたみに任せ、帝輝はゲーム攻略側の開発を行っている。

「ちなみに脱出についてはどうなってるんだ、委員長？」

「正直に言おう。現状では、墜落は免れん。助けられる人数も半分行けば御おんの字じだ」

「無理か……」

「今のところ二分は時間を稼ぐことができる。機き首しゆを風で無む理り矢や理り持ち上げ、そこから風の魔法で揚力を発生させることでな」

「ふむ」

　すると、委員長は滝たき脇わきに顔を向ける。

「滝脇！　飛行機の乗客数は何人だったか？」

「座席数はシートマップ的には二百二十二人だ。ただ、空席が幾つかあった」

「パイロットはメインとサブでふたりとして、客室乗務員は？」

「十六人だ」

「僕らも含めて二百人と見ておけばいいか。百八十人であれば、丁度いい数字だが……」

　質問が終わると、委員長は帝たい輝きに視線を戻した。

「ここからは単純な算数になる。最終的にうちのクラスで〈ワープ〉を使えるようになるのは、確か……」

「十五人だな。怜れ王おや君きみ尋ひろのクラスも併せれば四十人になる」

「風の魔法で飛鳥井あすかい君ら魔法使い数人が抜けて三十六人とすると、二百人弱なら五・五往復になる。同行させることができるのはひとりだけだったな？」

「ああ。ふたり以上は無理のはずだ」

「様々な事態も想定して、地上にワープして飛行機に戻ってくるのに三十秒かかるとしよう。すると五・五往復で百六十五秒、まあ約三分だな。できれば予想外の事態にも備えて五分欲しいところだ……。その時間を捻ねん出しゆつする必要がある。あるいはワープの時間を短縮するか。置いてくるだけでいいなら、五秒で戻ってこられそうなんだが」

「どうにかなりそうか？」

「どうにかするさ。まだまだ試すべきことはたくさんある。休養日も半分を過ぎたが……。ここをどうにかしなければ、僕らは生き残れないのだからな」

「すまないが……頼む」

「ああ、任せてくれたまえ。こういう場面でぐらい、頼りにしてくれていい」

　そう言って自信ありげな笑みを浮かべる委員長は、いつも以上にとても輝いていた。




　夕方になると、城の訓練所で模擬戦が行われようとしていた。

「それじゃ、八や代しろたちと保ほ科しなたちで模擬戦ね。私は八代たちの指揮を執とるわ」

「自分は保科たちの指揮だな」

　品しな川がわと滝脇の軍師コンビがそれぞれチームを分けて話し合いをしている。

「何やってるんだ？」

　トイレから戻ってきた帝輝は、たまたま彼らを見かけて足を止めた。

　同じように訓練場を眺めている楓かえでに歩み寄る。

「あ、帝輝さん。戦場での勘が鈍にぶりそうだから、模擬戦がしたいと梨り夢むさんたちが言い始めまして。それでタクティシャンのおふたりに来てもらってるんですよ」

「四対四か。楓は入らないのか？」

「あはは。わたしが入ると、バランス的にダメだって言われちゃいました」

「まあ、楓かえではレベルが抜きんでてるからな。仕方のないことなんだけど」

　楓はホプリテスとして前衛に出ずっぱりで、その分、レベルも高くなっている。

　今回の『ＬｏＲ３』においては初期メンバーでもあり、難易度が高すぎるこのゲームの序盤に於おいては、彼女なくしてクリアはあり得ないほどだ。彼女がいなくなった場合、彼女に代わる壁役が加入するまで地獄という表現すら生なま温ぬるい。90パーセントの攻撃を10回連続で避よけるぐらいのリアルラックが必要だった。

「女子はナイトとアーチャーふたりずつか」

「男子はアーチャー、トレビュシェット、バードナイトに、ファイターと多彩ですね」

「バードナイトの筑つく波ばは、〈ピアス〉のギフト持ってるから、飛行系でもアーチャーの弓が弱点にならない。どっちもバランスはいいな。レベルも似たり寄ったりだし」

　いい勝負が見られそうだ、と帝たい輝きが展開を予想していると、早速模擬戦が始まった。

「よし！　筑波は後衛のアーチャーふたりを！　保ほ科しなはとにかく後ろから打ちまくれ！　北きた島じまはさっき言った通りに動いて、大おお久く保ぼはその援護！」

　滝たき脇わきの指示が飛ぶ。

　ナイトひとりを集中的に狙ねらい、後衛のアーチャーに仕事をさせない腹づもりだ。

　対して品しな川がわは、

「細かいことは必要ないわ！　全員、あの女の敵を屠ほふりなさい！」

　と、まさかの突撃命令だ。

「お前、本当に軍師か!?」

「軍師ってのは本来、戦術じゃなく戦略で味方を勝たせるものだからいいのよ！　ほーら！　トレビュシェットを単騎で放置してたらどうなるかしら!?」

　滝脇が品川に呆あきれた目を向ける。

　品川麾き下かである梨り夢むたちは容赦がなかった。

「喰くらえ、この女の敵！」

「亞あ弓ゆみ、やめるんだ！　ってか、やめて！」

「黙れ、バカ！　名前で呼ぶな！　水み無な瀬せと仲良くやってればいいでしょ！」

　アーチャーの鳥とり居い亞弓が、執しつ拗ようにトレビュシェットの保科を狙う。

　凄すさまじい命中精度でバンバン矢を当てていた。曲芸のような多た段だん撃うちであっという間に瀕ひん死しである。そこに梨夢たちの仲間が殺さつ到とうし、保科は「ぎゃああああ！」と断末魔を上げて倒れた。模擬戦エリアの外へと転送される。

「……根が深いな」

「あはは……。あれもコミュニケーションですよ……たぶん」

　帝輝と楓は、苦笑いを浮かべるしかない。

「突っ込んできたアーチャーを叩たたけ！」

　滝脇の指示で、残った男子チーム三人が鳥居を一斉攻撃。接近されて反撃もできず、鳥居は倒れ、やはり模擬戦エリアの外へ出た。

　滝たき脇わきは最初こそ意表を衝つかれたが、持ち直して的確な指示を出している。

「ふん、こっからよ！　私の指揮が冴さえるのは！　街ひとつまで削られて、外交勝利した私を舐なめるなぁ！」

「何言ってんだかわかんねーよ。お前みたいなやつがインパールの悲劇を起こすんだ！」

「そっちも何言ってるかわからんないしー！」

　熾し烈れつな戦いは続いた。

　最後は、アーチェリー部の大おお久く保ぼと、弓道部の梨り夢むがガンマンのように対たい峙じする。

「せいっ！」「てやっ！」

　両者同時に攻撃を受け、ダブルノックダウン。

　ゲームにはない結果となってお開きになった。
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　皆が目的に向かって邁まい進しんし、思い思いに過ごしていたある日。

　すでに城には西日が差しており、空は鮮やかな夕焼けを見せている。

　その日、またも真ま桜おが時間通りに戻ってこなかった。

　突然のことに、一部のクラスメイトたちが不安そうな顔をしている。

「あいつはあれからちゃんと時間を守って戻ってきてたはず。御み影かげ、何か知らないか？」

「ううん。今日は私、彼女と会ってないし……」

　最近よく真桜と一緒に何かをしている御影に話を聞いてみたが、彼女も知らないらしい。

　腕を組んで唸うなり、帝たい輝きはすぐに決断をする。

「今回はトラブルが起こったと考えよう。クラスメイトを集めて、捜索に当たる。筑つく波ばと鹿か野ののバードナイトふたりは完全に夜になる前に飛ばしておきたい」

「わかったわ。任せて、帝たいちゃん」

「任せていいのか？」

「小学生じゃないんだし、それぐらいなら私もできるわよ。真桜をいち早く捜したいんでしょ？　先に行って」

「すまん。任せた！」

　クラスメイトたちへの対応を御影に任せ、帝輝は城下町へと出る。

　すでにＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターたちの人通りも少なくなっていたが、真桜は見つからない。

　少しして、城の空中庭園から二体のバードナイトが飛び立った。筑波と鹿野だろう。クラスメイトたちにも指令が出始めているはずだ。

「どこに行ったんだ……」

　そこにひとりの少女が帝輝に駆け寄る。

　クラスメイトではない。ナビゲーター、エリスであるのは遠目からでも銀髪のおかげでわかる。

　走ってきたというのに、彼女の表情はまったくいつもと同じ。汗ひとつない。

「帝たい輝き様。真ま桜お様の所在ですね」

「そうだけど……お前が能動的に接触してくるなんて珍しいな」

　エリスはゲームに関すること以外、基本的に口を開かないし、協力的でもない。

　だから、真桜の所在についても聞かずに出てきたが、こうして彼女に問われることになるとは思いもしなかった。

「少々、事情があります。捨て置けない事態が起こっておりますので」

「なんだ、それは？」

「説明はできません。早く行かなくてはなりません。私が先導致します」

　エリスが帝輝の返答も聞かずに速度を上げて走り出し、帝輝はやむなく追いかける。

　城下町を出て街道を走り、しばらくすると周囲に木々が多くなってきた。周辺は森のようで、夕焼けの日があまり差さないほど暗い。

　闇やみの濃い森の中をエリスは迷わず駆け抜ける。帝輝はついていくのに必死だった。

「お、おい！　どこまで行くんだ！」

「真桜様の下です」

「真桜がこっちまで来てるってのか？」

「戦闘中です」

「戦闘……!?」

　意外な答えに帝輝の言葉が一瞬止まる。

「誰と!?」

「帝輝様は以前お会いになったかと。イレブンです」

「……お前」

「説明している余裕はありません。一刻も早く真桜様の下へ」

　それ以上、エリスは何も喋しやべらない。

　そして、戦闘の音が帝輝の耳に入った。

　砲撃のような音と凄すさまじい衝撃。

　土煙やエフェクトが立たち籠こめ、容易に中には入れない。

『何を迷う必要がある』

　イレブンの声が帝輝の耳に届く。

　次いで真桜の声も漏れ聞こえた。

「……嘘うそ。復活なんて、できやしない」

　真桜の声が微かすかに震えている。

　迷いのある声だ。

　──何を話しているんだ？

　近づこうにも見えない壁があり、中へと入ることができなかった。

「なんだ、これは……！」

　殴ろうと剣で斬きろうとびくともしない。衝撃が吸収されてしまい、手応えもなかった。

　マップ外で起こっている戦闘のようで、帝たい輝きは手出しができない。ままならなさに、苦渋の表情を浮かべた。

「マップを再構築します。少々お時間を」

　エリスが壁に手を当てて、何事か呟つぶやく。

　そうしている間にも、ふたりの会話は続いていた。

『彼らは死んだわけではない。あの世界に囚とらわれているだけで、生きていると言ったら？』

　彼ら。あの世界。

　帝輝に確証はない。

　だが、もし。

　イレブンが真ま桜おの事情をすべて知っているのだとすれば。

　彼らとは、真桜の中学時代のクラスメイトたちで。

　あの世界とは、『ラスト・ブレイブ』の世界のこと以外にあり得ない。

　粉ふん塵じんが立たち籠こめ、視界が開けない状態のまま、イレブンの声は帝輝にまで届く。




『昔の仲間たちを復活させてあげようと言っているんだ。君が今の仲間を全滅させれば』




　帝輝の心臓がドクンと跳ねた。

　真桜が取引を持ちかけられている。

　昔のクラスメイトと、今のクラスメイトを、天てん秤びんにかけられて。

『これほどいい取引はないだろう。今の君の力は、彼らを滅ぼすためにあるのだとすれば、君がこの世界に入った理由になる』

　真桜が昔のクラスメイトを大事に思っていたのは言葉の端はし々ばしから、帝輝も察している。

　これほど、真桜の心を揺さぶる選択はない。

　ましてや、真桜は元クラスメイトたちが死んでいると考えていたのだ。

　世界を構築できるような常識外の存在から、希望を告げられれば馬鹿げたことでも「できるかもしれない」と過よぎってしまう。

　真桜のクラスメイトたちがいなくなってしまったのだって、イレブンが元凶であれば発言を無視できるわけがない。

『憎くないのか？　のうのうと生きている彼らが。君の力なくして今の仲間は生きていまい。だが、君の守りたかった仲間たちはいなくなった。その代わりに彼らは生きている』

　さらにイレブンは真桜の心を揺さぶっていく。

　白煙に紛まぎれて彼らの状況は窺うかがえない。

　きっと真桜の表情は苦痛に溢あふれている。そんな気がした。

『裏切れ、飛鳥井あすかい真桜。その時、君はかつての仲間を取り戻す』

　今すぐに助けに行くことができれば。

　帝たい輝きはそう思わずにはいられない。

　だというのに、目の前の壁は未いまだに帝輝の前に立ち塞ふさがっている。

「エリス、まだか!?」

　エリスは目を瞑つぶったまま、未だに早口で何かを呟つぶやいているだけだ。

　彼女なりに必死にやっているようで、帝輝は気ばかり焦る。

『さあ、決断せよ、飛鳥井あすかい真ま桜お！　今の仲間か、昔の仲間か！』

　イレブンの言葉に真桜は──。




「……両方」




　普段と同じように、しかし力の籠こもった強い言葉でそう語った。

　はっきりと帝輝の耳に聞こえてきた。

「……昔のクラスメイトは大事。かけがえのない人たち。──でも。今のクラスメイトたちも、今の戦いを一緒に生きてきた仲間だから。だから死なせない。裏切らない」

『ほう……』

「……昔のクラスメイトが生きていて無事だとしても、あなたが言葉通り現実に帰すとも思えない。それに今の仲間を放り出して、皆を生き返らせたら、きっと皆、真桜を怒る。皆、誇り高かった。皆、強かった。だから、真桜は真桜の戦いをするだけ。昔のクラスメイトが生きているなら、真桜は……皆を助け出す！」

　白煙が風に流され、徐々に晴れていく。

　その隙すき間まから一瞬だけ真桜の表情が見えた。

　決して屈しない意思を、覚悟を、戦意を瞳に携え、イレブンを睨にらんでいる。

「……真桜」

　彼女の言葉に、強さに、帝輝は胸が熱くなった。

　彼女は今と昔を決して天てん秤びんにかけてなどいなかった。

　両方を大事に抱えて、進むことに決めたのだ。

　むしろ、苦痛に溢あふれているなどと考えていた自分が恥ずかしくなる。

「お待たせしました。帝輝様」

『Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ｏｆｆ』と、エリスの口から聞こえ、空気の流れが変わった。

「よしっ！」

　エリスによって見えない壁が消え去る。うっすらと内部を蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがませていた透明な何かが消え去った。

「真桜────────────────────────っ！」

「……マスター？」

　いきなりやってきた帝輝に、真桜は驚きの表情を浮かべる。

　だが、すぐに安心したように笑みを浮かべた。

「大丈夫か。怪け我がはないか、真ま桜お」

「……ん、平気」

　真桜の身体からだを見ると、激しい戦いだったのか、服はボロボロで大きく破れていた。

　必死に戦ってきたのだろう。

　戦いの爪つめ痕あとがとても痛々しい。

「おい……。よくも真桜にちょっかいかけてくれたじゃねぇか。凰おう楽らの次は真桜か」

　帝たい輝きが怒りも露あらわに、イレブンを睨にらみつける。

　普段はほとんど見せない鋭い目つき。並の者ならそれだけで怯おびえて下がりかねない。

『まさかこの領域内に入ってくるとはね……。やれやれ。君の手引きか』

「………」

　イレブンに視線を向けられたエリスは、黙ったまま目を伏せている。

　自分の役割はここにはないというように。

『さて。説得には失敗してしまったし、僕は次の手を打ちに行くとしよう』

「逃げるのか？」

『まあ、ここで君を倒すだけではさして意味がない。僕は、演出をしなければならないんだよ。君らの言葉で言うなら、ドラマチックにね』

「………」

『では、僕はここで失礼させてもらうよ。また次に会う時を楽しみにしてるがいい』

　イレブンが空に浮き、少しずつ身体は薄くなっていく。

「逃げるのは勝手だが……」

　帝輝が横よこ薙なぎに剣を振る。剣からオーラが射出され、イレブンの横を撫なで斬きる。

　イレブンの傍そばにあった太い幹が数本ほど薙ぎ倒されていく。

　ギフトのひとつ、〈ソニックウェーブ〉だ。

「今回のことは、絶対に落とし前をつけさせてもらう。覚悟しておけ」

　僅わずかに斬られた鉄仮面の頬ほおを撫でながら、

『やはり君は楽しい。細ほそ川かわ凰楽が君を巻き込んだのは、実に有意義だった』

　音もなくイレブンは消えていった。

　消え去ったイレブンを見据えながら、帝輝は小さく鼻を鳴らし、舌打ちをする。

「結局、なんなんだあいつは。エリス」

「大変申し訳ありません。答える権限がありません」

「またそれか……」

「ただ、ルール違反に関しては私も動きます。今後、皆様の位置情報を彼が参照できないよう調整します」

「ルール違反？　調整？」

「………」

「そこ一番聞きたいところなんだけど、だんまりか。まあ、いいさ」

　エリスからの聞き取りを諦あきらめ、帝たい輝きは優しげな表情を浮かべて真ま桜おに向き直る。

「よく頑張ったな、真桜」

「……ん。ありがと、マスター。いきなりあんな場所に転送されて」

「ごめんな。正直、俺は迷ってるんじゃないかって疑ってた」

「……真桜はマスターを裏切らないよ。中学の時の皆は大事だけど、今の皆も同じぐらい大事だから」

　帝輝は笑みを浮かべて真桜の頭に手を載せ、慈しむように少し強めに撫なでる。

「俺、絶対真桜の力になるよ。真桜が昔のクラスメイトたちを助けたいって言うのなら、俺も力を貸す」

「……マスター」

　真桜は帝輝の身体からだに寄り添い、胸に顔を埋める。

「……ありがと、マスター。ずっと、一緒」

　帝輝の温ぬくもりを求めるように、真桜は強く抱きついた。
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　あの日以来、イレブンは現れることなく、平和に日々が過ぎている。

　それ自体はいいことなのだが、未いまだに飛行機脱出への目め処どが立っていないのが、クラスメイトたちの不安を掻かき立たてていた。

「〈ワープ〉使いが完全に戦力として考えられなくなるな」「それは仕方ない」「いや、でも魔法使いタイプがいないって問題じゃ」「回復役までいなくなるぞ。不ま味ずいだろ」

　どうしても飛行機墜落までの時間を延ばせない。

　何かがないかと皆が頭を悩ませ、必死に考えているが、ポンと閃ひらめきは浮かばない。

　倦けん厭えんした雰囲気が漂い始め、クラスの空気も少しずつ重くなっていった。

「希望が見えないのがキツいな……」

「こういう時、もうちょっと色んな知識があればよかったんだけど」

　帝輝の言葉に、凰おう楽らが悔しそうに返す。

「俺もだ。もっと勉強しておけばよかった。つっても、俺たちも攻略用の武器や魔法をしっかりと開発しないとダメだけど……」

　攻略開発グループは順調なだけに、飛行機脱出グループに望みが生まれれば、沈みがちな雰囲気も打破できるはず。

　帝輝は思いついたことを委員長に伝えてはいたが、現状ではままならず、もはや彼らを応援することしかできなかった。




　ある日の夜、皆が晩飯を食べ終えて各々が部屋に戻って過ごしている中、帝輝は真桜が城から出て行くのを見かけた。

「……真ま桜おのやつ、どうしたんだ？」

　帝たい輝きは気になって追いかける。

　真桜はイレブンと対たい峙じしてからも変わらず、精力的に動いていた。何をしているのかは、未いまだに帝輝にも教えてくれなかったが。

　すたすたと真桜が向かった先は、城下町の中心にある噴水の広場だ。

　噴水は夜になってすでに止まっており、水はため池のような場所に溜たまっている。

　帝輝は少し近づいて声をかけようとするが、その前に真桜が動いた。

　噴水に近づいて、真桜は手を広げる。

「……何してるんだ？」

　帝輝が訝いぶかしげに見つめていると、真桜の身体からだがふわりと浮いた。

　浮いた高さは、二十センチあるかないかといったところだ。

「ギフトの〈フライング〉？　なんで、あんなことを」

　こんなところで何で使ってるんだ？　という疑問はさておき。

　ところが、ギフトの〈フライング〉にしては、様子がおかしい。

　もっと自由に飛び回れるギフトで、力一杯、気合いを入れる必要もなかった。

　だというのに、真桜の顔には止とめ処どなく汗が流れ、服へと染み込んでいく。

　だが、その理由もすぐにわかった。

　噴水の下に溜まっていた水が少しずつ浮かび始めたのだ。

　水は真桜の頭よりも高い位置まで上がっていく。とても危うく不均等に、まるでクリームを幾つものヘラで掬すくい上げているかのように安定しなかった。

　水が零こぼれたり、水滴が離れたり、水泡が膨らんだりと、水自体の動きが忙せわしない。

　ただ、浮いていることは確かだった。

「水が、浮いてる？」

「……マスター？」

　真桜が帝輝の存在に気付き、そちらに顔を向ける。

　水は力を失ったように水みず溜たまりへと、ばしゃんとけたたましい音を立てて戻った。

　落ちて跳ねた水が大量に真桜に降りかかる。

「……ひゃう」

「お、おい!?」

　慌てて傍そばに駆け寄った。

　真桜はびっしょりと服を濡ぬらしてしまっている。

　月明かりが濡れた身体を照らしていた。

「あーあ、びしょ濡れじゃないか」

「……冷たい」

「日本の四季で言うと、秋ぐらいの気温だからな。冬ほどではないにしろ、水を被かぶっていい時期じゃない。ほら、布持ってきてるから。ハンカチ程度の大きさしかないけど」

「……ありがと、マスター」

　布を受け取った真ま桜おは、上から身体からだを拭ふいていく。

「拭きながらでいいけど、何してたんだ？」

「……新しい魔法の開発」

「新しい魔法？」

　帝たい輝きがオウム返しをすると、真桜はこくりと頷うなずいた。

「……マスターは、〈フライング〉のギフトって、どういうものだと思う？」

「どう思うって……飛行ユニットになるってぐらいしか、気にしたことないな」

「……問題は飛行するためのエネルギーに、何が使われているか」

「空気の流れ、要は風じゃないのか？」

　真桜はふるふると首を振る。

「……重力。ギフトが魔力を自動で変換して、自分の思った通りに制御して飛ぶの」

「重力制御？」

「……ん。少し不思議に思ってた。バードナイトの鳥が、人を乗せて飛行できることに。現実でだって、あんな大きかったら飛ぶのは無理。まして人を乗せることは不可能」

「まあ、確かにな」

「……だから、鳥も重力を制御して飛んでる。翼は高さや方向の調整用みたい」












　ゲームだからとスルーしていたが、実際に鳥が飛べるのは極力体重を軽くしているからだ。翼をはためかせるだけで人が飛べるなら、ライト兄弟以前に人は飛んでいるだろう。

「もしかして、御み影かげと一緒にやってたのは……」

「……そう。この世界は現実と同じで物理の法則に従って動いてて、魔法にも法則がある。飛行ギフトが重力制御の手順を踏んでいるのであれば、自発的に使う魔法でも使えるんじゃないかって思ったの。それで、ちょっと空いた時間に内緒で重力を操る魔法をエリスに色々と聞きながら、御影と一緒に開発中」

「委員長に言えば、その分のスケジュールは取ってくれるんじゃないか？」

「……確証がなかったから。でも、これであとは制御法と重力の強さ、範囲を効果的にするだけだから、ちょっと提案してみる」

　帝たい輝きは心の底から感心した。

　元々、魔法やギフトの開発は、ゲームだとあまりにも簡かん素そでシステマチックなものだ。

　こうして世界観の設定を元に、魔法を作り出すのは真ま桜おならではだろう。

　ゲームとしての側面しか見ていなかった、頭の凝こり固まった帝輝には絶対に無理だ。

「……すごいな、真桜は」

「ううん。きっと皆を助けるのが、同じことを経験した真桜の役目だと思うから。この重力魔法が皆の希望になってくれれば、いいな」

　彼女の心も、とても強くなっている。

　意思ある者に辛つらい選択を突きつけられてもなお、彼女は鋼鉄の意志を携えていた。

「ああ。重力が制御できるなら、飛行機を風で操るよりはずっと安全だと思うぞ。真桜のおかげで本当に希望が見えたんだ。頑張ってくれ」

「……ん。頑張る。だから、ご褒美もらう」

　そう言って真桜は正面から帝輝に抱きついた。

「うおっ」

「……マスター、温かい」

「水被かぶったせいで真桜の身体からだは冷たいままだぞ。まだ濡ぬれてるし。……仕方ないな」

　真桜から布を回収し、抱きつかれたまま彼女の背中や髪を拭ふいていく。

「……気持ちいい」

「悪いな。本当に」

　真桜の身体を拭きながら、帝輝は彼女に謝った。

　真桜は不思議そうな顔をする。

「ずっと無理させて。思えば、最初からずっと一緒だからな」

「……大丈夫。マスターやクラスメイトのために戦うことは苦じゃない」

「真桜にそう言ってもらえると救われるよ。これからも頼りにさせてくれ」

「……ん。じゃあ」

　真桜が少しだけ背伸びをした。勢いのまま帝輝の頬ほおに口づける。

「うお!?」

　帝たい輝きは思わず布を落とし、離れようとするが、抱きしめられているせいで動けない。

「……おまじない？」

「なぜ疑問系なんだ……。というか、こういう真ま似ねをほいほいするなよ」

「……マスター以外にはしないから。椿つば姫きさんは強敵だけど諦あきらめない」

「真ま桜お……」

　満足したように淡い笑みを浮かべて、真桜は帝輝から離れる。

　月明かりに照らされた頬ほおは僅わずかに火ほ照てったように赤くなっていた。

「……おやすみ、マスター」

　そして、たたたっ、と軽やかに去って行く。

「女の子って強いよなぁ」

　帝輝は困ったような顔でそう呟つぶやいた。
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　次の日の朝。

　真桜と帝輝の話を聞いた委員長の伊丹いたみが「重力か」と呟き、顎あごに手を当てて考え込み、羊よう皮ひ紙しに書いたスケジュール表とにらめっこしていた。

「正直に言えば、期間的に厳しい……」

「そこをなんとかできないか。委員長」

　帝輝の言葉に思案顔で委員長はうんうんと唸うなっている。どうにかスケジュールを組み立てられないか、必死に考えているのだろう。

「できなくはないでしょう？」

　そこに副委員長の清せい閑かん寺じが、微笑ほほえみながら水を向ける。

「無理はしなきゃならないけど、これはやる価値が断然あるわ。風での機体制御が一気に解決できる」

「休養日がなくなるかもしれないぞ？」

「休養日がなによ。飛鳥井あすかいさんは自分の時間を削って頑張ってくれたのよ。今度は私たちが頑張る番。違う？」

「まったく。皆に休養日を削って愚ぐ痴ちを言われるのは僕なんだが。まあいい。確かに、ここにリソースを割く理由は十二分にある」

　委員長の言葉を受けて、真桜の表情が少し明るくなる。

「……じゃあ」

「ただし、君が主導することだ」

「私もサポートに入るから、安心してね」

「……副委員長がいるなら、大丈夫だね。うん、わかった」

　帝たい輝きが真ま桜おの頭をぽんぽんと撫なでる。

「さすがだな、真桜」

「……ん。マスターのおかげ。自信ついた」

「そっか」

　真桜が顎あごまで差し出してきたのを見て、帝輝は自然と真桜の顎を撫でた。

　帝輝の行為を見た委員長と副委員長が呆あきれた目を向ける。

「リーダー。いつか女に刺されるわよ」

「えっ……」

　副委員長の言葉が最近とてもキツい。

「……大丈夫。マスターは真桜が守るから」

「はは、ありがとうな」

　複雑な表情を浮かべる帝輝だが、真桜が嬉うれしそうにして釣られるように笑顔となる。

　その後、クラスメイトたちにも重力魔法のことが伝わり、希望となったらしい。

　真桜と御み影かげは救世主のように持て囃はやされていた。

　もはや、ぼっちだった時のような光景は、見ることはないだろう。

　お互いの絆きずなが、希望なのだから──。














外伝　意思ある者





「君きみ尋ひろ君、最後のボスを倒したよ！」「第三部だっけ？　これで終了だな」

「お疲れ様です。あとは城に戻るだけですね。これで僕たちは第五部までお休みです。開発は続行しますが、ひとまず今日はゆっくり休みましょう」

　モノクルの位置を調整しつつ、君尋はクラスメイトたちを労いたわる。

「予想通り厳しい戦いだったけど、皆のおかげで第三部をクリアできました。皆に感謝を」

「何言ってんのー。君尋君がいなかったら私たち全滅してるってー」

「今回は誰かひとりでも欠ければきっと終わっていたでしょう。皆も帰りたいでしょうに、モチベーションも落ちていない。今なら言えますよ。このクラスは最高だと」

「あははっ、君尋君、恥ずかしいこと言ってるー」「リーダーらしくねえな！」

「そ、そうですか？」

　帝たい輝きの天然が移ったんですかね、と囁ささやきながら、彼らは城に戻るのを待つ。

　だが、いつもであればすぐに起こるはずの転送が起こらない。

「クリス？　どういうことですか」

　君尋がナビゲーター役である彼女に目を向ける。

「いえ……不明です」

　しかし、クリスは訝いぶかしげな表情をするだけだ。戸惑っているようにも見えた。

　今まで粛々と君尋たちをシステム的に手助けしてきた彼女の、今までとは違う雰囲気に君尋は警戒した様子を見せる。クラスメイトたちが、少しずつざわつき始めた。

「……皆さん、戦闘準備を。嫌な予感がします」

　君尋のクラスメイトたちが不思議そうな顔をして、戦闘準備を進める。

　各自、武器を持ち、君尋を中心に陣形を整えた。

　どの方向から何が来ても対応できる円形の陣だ。

　君尋は鋭く周囲を睨ねめつける。表情に油断などまったくなかった。

『さすが、柳生やぎゆう君尋。なかなか隙すきを見せない』

　脳内に響いてくるような声に、君尋たちが周囲を見渡すと、視線の先に不気味に黒く輝く甲かつ冑ちゆうを身につけた騎士が、フェードするように現れた。

「虚きよ数すうユニット……？　いや、帝輝の言っていたイレブンか」

『連絡は行っているか。危機管理を考えれば当然ではある』

「何の用かな」

『提案だ。まだこの世界への答えを決めていない君への』

「……ろくな提案ではなさそうだけど。まあ、言ってみるといい」

『権限を引き継ぐつもりはないか？』

　イレブンは君尋を誘うように、手を差し出す。

　黒い甲冑に覆われ、まったく表情など見えないが、薄ら笑いを浮かべているのが見えた。

「権限を、引き継ぐ？」

『細ほそ川かわ凰おう楽らが、マスターを降りてしまったのでね。代わりを探している』

「何のために。こちらとしては、君の正体を教えてもらいたいところなんだけどね」

『……僕はこの世界を構築しているシステムを管理する者──その一端だよ』

「どうやって作り上げている？　目的は？　この世界を構築した理由は？」

　すると、イレブンが黒い鉄仮面にガントレットを当て、悩むような仕草を見せた。

『どうやってに関しては答えられない。答えても無駄になる。構築した理由は、元々細ほそ川かわ凰おう楽らが望んだからに過ぎない』

　抑揚のない声で、イレブンは訥とつ々とつと語る。

『目的は君らの絆きずなを試すため……と言えば、納得できるかな？』

「まったくできない。そうするのは何のためだ。僕らを試して何になる」

『君ら人間に僕らの目的を話してもあまり意味がない。理解できないだろうからね』

「話し合いの放棄は、愚ぐの骨こつ頂ちようだぞ」

『君らは無機物が何かを話したとして、話し合いをする気になるのか？　悪いが、僕らは君ら人間が培つちかってきた倫理観で動いていない。こうして意思の疎通ができるのも、僕らが人間というものを学んだからなのだから』

　イレブンは腕を下ろし、腰に手を当てる。実に人間らしい仕草だった。

『僕としては君らが危機に陥おちいれば陥るほど都合がいい。極限まで追い込まれ、そこで見せる絆……それを視みるのが今回の僕の目的だ』

「であれば、このままいけばいい。このゲームの難易度は異常なのだから、自然と追い込まれる。僕も、帝たい輝きも、怜れ王おも」

『それでは足りない』

「……つまり、僕に帝輝や怜王を裏切って追い込めと？」

『その通りだ。話が早い』

「そんなことができるわけ──」

『君らの安全は保証する。さっきも言ったとおり、一部の権限を君に与えよう。そして、鷹たか司つかさ帝輝、若わか槻つき怜王らを苦しませることができれば……いや、全滅させても構わない。そうすれば、脱出を約束しよう』

　君きみ尋ひろの表情が変わる。

『さすがに気になるようだな。顔付きが僕好みになった』

「……脱出が絶対という保証は？　飛行機墜落の問題だってある」

『地上に降ろすことを約束しよう』

　イレブンは鎧よろいのまま器用に指を鳴らした。

　彼らの前に、うっすらと球体のようなものが浮かび上がる。

　そこには飛行機の中にいる彼らが映っていた。

　ただし、まったく動いていない。何かの絵のように。

　君尋のクラスメイトたちが、それを見て複雑な表情となった。

『この程度でどこまで信じてくれるかはわからないが。君らが生き残ることは保証しよう。その後の救出まで手配してもいい』

「そこまでして、僕と帝たい輝きと怜れ王おを戦わせたいのか……？」

『もちろんだ。君らが魅みせる絆きずなの色を、僕は視みたいのだ。絆を強固にするための手段、あるいは壊さないための手段。結ばれる絆も壊れる絆も、等しく僕らにとっては有益だ』

　愉悦混じりの言葉に君きみ尋ひろは──首を振る。

「残念だが、裏切りなど酔すい狂きような真ま似ねはできない。確かに僕は少しこの世界もいいと思ってはいるが、ふたりと好き好んで戦うつもりはない」

『残念だ。しかし、改めて、もう一度聞いておこう』

「くどい──」

　イレブンが指を鳴らすと同時に──虚きよ数すうユニットが現れる。

　君尋たちを囲うように、何の前触れもなく、次々と。

　その数、１００。

　いつもの虚数ユニットと違たがわず、レベルもマックスであり、ステータスも高い。

　少なくとも現段階で渡り合えるのは君尋だけだ。

　多数の虚数ユニットが君尋たちに向き、一斉に武器を構えた。

「な……」

　君尋が絶句する。

　クラスメイトたちも怯おびえた表情を貼はりつかせた。

『さて。虚数ユニットに殺されたら、今回、君らは復活することはできない』

「……く」

『もう一度、聞いておこう。君は、仲間たちの命を天てん秤びんにかけた上で……どうしたい？』

　君尋の表情が苦痛に歪ゆがむ。

　いつもは見ない彼の表情にクラスメイトたちも息を呑のんだ。

　そして──。





















第三章　裏切りの王子





　約四十日間の長かったようで短い、帝たい輝きたちの休養が終わる。

　引き続き武器や魔法、ギフトの開発は可能なのだが、ここからは再び攻略も一緒にやっていく必要があった。

　帝輝と怜れ王おが力を合わせて進むことになる第四部。

　再び帝輝たちの戦いが始まるのだ。

「三十一章から三十五章は俺たちと、怜王の率いるクラスが戦争を進めていくことになる。ここに神たちの使役する兵や魔物たちの本拠があるってことでな」

　転送先のマップで、改めて帝輝たちはクラスメイトたちに説明した。

「でも怜王、いないけど……」

　怜王の妹である紗さ蘭らんが、少し周囲を見回して確認する。

　怜王や、彼のクラスメイトたちはこの場にいなかった。

「ストーリー展開では、連携を取って挟み撃ちにするマップなんだよ。だから、ゲーム通りなら山を挟んで反対側に布ふ陣じんしてるはずだ」

「今は見えないだけなんだ」

　紗蘭は目の前に聳そびえ立たつ、クラスを分かつ壁のような山を見据える。

　口では怜王を悪あし様ざまに言いつつも、心配そうにしていた。

「では、改めて作戦と流れを伝えるぞ」

　帝輝はできる限り不安な顔をせずに、クラスメイトたちにこの戦いでの作戦を伝えていくが、内心では不安だらけだ。

　結局、未いまだに怜王との連絡が取れていない。

　紗蘭の話は聞くかとも思い連絡を取らせたが、彼女のアプローチでもダメだった。

　つまり、相談なしの連携を余よ儀ぎなくされるのだ。

　お互い、やり方はわかっているとはいえ、心配は尽きない。

　説明を終えた帝輝が自分のつくべき位置に立つと、横に椿つば姫きが並んだ。

「大丈夫だよ、帝輝」

　背中を叩たたいて帝輝を励ます。

「怜王君だって、何か考えがあるんだってば。ただ、気まずいだけかもしれないし。もう少し気楽に考えようよ」

「お前は楽観的に考えすぎだろ」

　帝輝が小さく息を吐いた。

　悩んでも仕方ないということはわかっていても、このままではクラスメイトたちの不安も拭ぬぐえない。

　紗蘭にとっても大きなストレスになってしまう。

「帝輝様、敵が来ております」

　エリスが囁ささやくように言う。

　帝輝は小さく歯ぎしりをして、敵を見据えた。

「……今はここを突破することを考えよう。合流したあとのことは、その時に考える！」

　まずは合流しなければ話にならないのだ。

「行くぞ、２－Ｂ！　シミュレーション・エントランス！」

　前方には気が遠くなるぐらい多数の敵兵がいる。

　重装歩兵に、馬まで鎧よろいを装着した騎士、歩兵に弓兵、魔法使いらを交えた多種多様なユニットが部隊となって帝たい輝きたちに迫った。

　敵ユニットの中には空を飛ぶ竜──スカイドラゴンまでいる。

「やっぱりドラゴンはこうして目で見てみると圧迫感あるよな」「現代で恐竜がいたりすると、こんな感覚なのかなぁ……」「ビルとか迂う闊かつに建てられねぇよな」

　クラスメイトたちは何度も見て慣れてはいるが、不安そうに囁ささやき合あう。

　虚きよ構こうの物語に於おいて常に強き種として存在するドラゴンだが、例に洩もれず、ここでも強者として君臨していた。ゲーム上ではマス目を四マス、あるいは九マス占有するのだから、大きさも推して知るべし、だ。

　その上、雑ざ魚こ敵もギフト持ちが多くなり、一筋縄ではいかなくなる。敵のギフトには計算を狂わせるものも多いのだ。帝輝たちは誰かひとりが一度でも死ねばアウトのため、計算違いがもっとも恐ろしい。

　いかに味方側にギフトの引き継ぎという有利なシステムがあるとはいえ、『ＬｏＲ３』はそれを前提とした難易度なのではないかと疑ってしまうほど高いのだ。

「二匹のドラゴンは、真ま桜おと、鹿か野のと筑つく波ばの飛行ユニットが対応！　倒さなくていいから、とにかく注意を引きつけてくれ！」

「……ん」

　そう言って、真桜たちは空へと上がっていく。

　ゲームでは二次元的に対応すればいい空戦も、現実になると三次元的な対応が求められる。

　逆に言えば、空中に引きつけておけば、地上への攻撃ができないということでもあった。

　帝輝はゲームとこの世界の違いを、的確に衝ついていく。

　そして、陸の方では本格的に戦闘が始まっていた。

「両脇から挟み込んで敵を殲せん滅めつ！　馬に乗ってるやつが率先的に突撃してくれ！　ただし、無理はせずに一撃離脱！　椿つば姫きたちは援護をできる限り早く！」

「わ、私は……こういう平原での戦いだと、戦線に着くのが遅れるん、ですよね……」

　疲れたように楓かえでが溜ため息いきを吐つく。

　帝輝もいざという時のために椿姫たちの後ろをついていっているが、そこに楓もいた。

「まあ、ホプリテスは防御力高いけど、移動力がなぁ……」

「何か今回って、広いマップが多くありません？」

「否定はしないよ。実際、ホプリテスは『ＬｏＲ３』では不ふ遇ぐうと言われてる。特に急がないと厳しい場面も結構あるから、移動力の少ないユニットはどうしてもな……」

　同じようにトレビュシェットの保ほ科しなも、移動力が低く戦線に辿たどり着つくのに時間がかかる。ただ、彼の場合はアーチャーとは比べものにならない射程距離があるため、そこまで遅さが目立たないのだが。

「そんなぁ～……」

「今回は敵の進行ルートの終しゆう端たんにある狭い峡きよう谷こくで抑えないと敵が平原の広範囲に散って事故が増えるからな。そこにナイトを急行させて、敵を止めないとならなかったし」

「いえ、指揮に文句があるわけじゃ……。それはわかってますし」

「……戦線に着けば役に立つのは確かだから。頑張ってくれ、楓かえで」

「はいぃ～！」

　楓は帝たい輝きを追い抜いて、鎧よろいをガッシャンガッシャン鳴らして前線へ走った。

　中心となる壁役不在でしばらく代わる代わる壁役を変更するなど、苦戦していた前線部隊だったが、

「お待たせしました～！」

　戦場の中に入ってしまえば、楓の防御力はクラスメイトたちにとっての安心となる。

「ようやく来た！　楓、早くここに！」

「はい！」

　梨り夢むの前に立って、他の仲間と共に壁を再構築。

　楓を中心とした陣列の構築も手慣れたものだ。軍師の指揮がなくとも、数秒で完成する。

　楓が前列で敵の攻撃を引きつける中、背後で遠距離ユニットの矢や魔法が炸さく裂れつして、敵のＨＰヒツトポイントを０にしていく。

「前線を押し上げるんだ！　敵兵を狭い場所へ押し込めてくれ！」

　前線が前へ進み、敵は前にしか攻撃できなくなる。しかし、帝輝たちは壁の後ろから攻撃し放題だ。敵遠距離ユニットも攻撃方向が限られ、まったく用をなしていない。

　次々に敵が消え、抵抗していた最後の一体も倒れる。

「地上の部隊は全滅させたぞ。次は空だ！　こちらが陣形を整えたら降りてくれ、真ま桜お！」

　地上の敵兵を屠ほふれば、次はスカイドラゴンへの攻撃だ。

　飛行ユニットたちを地上へ降ろし、スカイドラゴンを地上で出迎える。

「アーチャーとマジシャンたちは、攻撃用意！」

「行くわよ、亞あ弓ゆみ！」「任せなさい、梨夢！」「……斬きり刻め、〈バーストゲイル〉」

　彼女たちが飛行ユニット共通の弱点である弓矢と、弱い風の魔法で攻撃を開始。

　いかに強ユニットと言えど、弱点を衝つかれれば強さも激減する。

　弱点による特攻で凄すさまじいダメージを繰り出し、スカイドラゴンを屠っていった。

　最後の一匹も梨夢の矢に貫かれて消える。

「第二陣に備えてくれ！　メディックは全員の回復を頼む！　次はもっと多いぞ！」

　帝輝たちは消耗した武器も交換し、敵の出てくる方角に向かって陣形を整えた。

　すぐさま視線の先に人影が続々と現れる。

「第二陣、来たッ！」

　警戒のために空を飛んでいる鹿か野のから叫び声が届いた。

　人型だけではなく、獣や体毛の異なった魔物が多数。

　当然のようにスカイドラゴンのユニットも、上空を飛んでいる。

　さらに、

「虚きよ数すうユニットもいるよっ！」

　敵の中には黒騎士──虚数ユニットが五体、交ざり込んでいた。

　レベルマックスの高難易度を上げる危険因子。

「マズいな……」

　虚数ユニットは、完全に第二陣の中に紛まぎれ込こんでいた。

　いかに育ちつつあるとはいえ、まだ他のクラスメイトたちは単独で虚数ユニットと渡り合うことはできない。このまま第二陣を迎え撃てば、虚数ユニットは楓かえでの守備力すらものともせずに倒してしまうだろう。

　互角に戦えるユニットは、帝たい輝きと凰おう楽らぐらいだ。経験値がもったない等と言っている場合ではない。第二陣をふたりで対応するしか、切り抜ける方法はないのだ。

「……俺と凰楽で、第二陣に突撃する。飛行部隊はさっきと同じ。地上の皆は第二陣を包囲しながら、機を窺うかがってくれ！　滝たき脇わき、指揮を頼む！」

「おい、リーダー。どうするつもりだ？」

「第二陣の中心に、虚数ユニットを押し込む。俺と凰楽が敵に包囲されるが、その分、虚数ユニットも一緒に移動範囲を埋められて外まで出られなくなるから、俺たちと戦うしかない。外周部分には雑ざ魚こ敵が溢あふれることになるはずだから、そこを外から削っていってくれ。包囲が薄れた時、くれぐれも虚数ユニットの攻撃範囲に入るなよ！」

「ちょっと、帝たいちゃん。危険だわ！　いくらふたりでも……！」

　御み影かげが不安そうに帝輝を引き留めた。

　だが、帝輝は首を振る。

「今はこれが一番安全だ！」

　帝輝がそう言うと、御影は唇を噛かんで黙った。

「……これしかないとはいえ、ここまで危険を冒さないといけないなんて……！」

　危険な虚数ユニットの矢面に立たせることが不安で仕方ないようで、悔しそうに歯を食いしばる。

「大丈夫だよ。ちょっと行ってくる。行こう、凰楽」

「ああ、任せてくれ。君の背中は、必ず僕が守ってみせる」

　ふたりは共に遠くにいる敵陣を見据えた。

　隣り合ったふたりがお互い拳こぶしを差し出し、コツンと当てる。

　呼吸を合わせながら、大量の敵がいる第二陣へと斬きり込んだ。

「おらああああああああああああああああっ！」

「はああああああああああああああああああっ！」

　幼おさな馴な染じみの剣士ふたりが、第二陣の敵を蹴け散ちらし道を切り開きながら、最短距離で虚きよ数すうユニットの下へと向かう。

　勢いのまま、虚数ユニットに攻撃を仕掛け、危険なユニットたちを一時的に停滞させた。

　その隙すきに、他の敵ユニットが帝たい輝きたちを取り囲む。

　状況は、帝輝の思い描いた形になりつつあった。

「いいか、凰おう楽ら。虚数ユニットの攻撃をできる限り、実際に避よけろ。命中判定には期待するなよ」

「わかってる。他の敵ユニットの攻撃は？」

「できれば避けた方がいいが、虚数ユニットの攻撃が避けられなくなるようなら無理はするな。こいつら以外の攻撃はある程度無視していい。俺らのギフトは計算が狂う事故を避けるように構成してるしな」

　それに遠距離による回復魔法ができるメディックもいる。

　御み影かげや滝たき脇わきならば最適のタイミングで、こちらの回復を行ってくれるだろう。

　時間はかかるが、少しでも安全に攻略するための作戦だ。

「行くぜっ！　〈ライトストリーム〉！」

「迸ほとばしれっ！　〈神剣オリジン〉！」

　凰楽の持つ不ふ壊え武器、神の創りし武器である〈神剣オリジン〉がここにあることは、はっきり言えばイレギュラーだ。

　元々、『ＬｏＲ』の正史におけるケルビムは、２で死亡することとなっている。仲間にできるのはあくまでｉｆであり、この世界には名前が出てきても登場はしない。〈神剣オリジン〉は、椿つば姫きのキャラクター──神の眷けん属ぞくであるワルキューレがラスト前に受け取る武器となっているのだ。

　だが、こうして帝輝と同等の力を持つ凰楽がいることで、格段に帝輝は戦いやすくなっていた。

　戦いやすいのは凰楽が強いからだけではない。

　凰楽がしっかりと帝輝の息に合わせて動いてくれているからだ。

　敵に囲まれて足場の悪い中、お互いが最適の動きで虚数ユニットの攻撃を避け、的確に攻撃している。

　避けきれない攻撃はどうしても喰くらってしまうが、ギフト構成上クリティカルといった事故は起こりえない。五体から同時に攻撃を喰らわない限り死ぬことはなかった。

「凰楽、こっちはひとり倒したぞ！　お前は遅いな!?」

「大丈夫だよ、帝輝！　こっちも今終わった！」

　競い合うように、彼らは虚数ユニットにダメージを与えて打倒する。

　まだ三体残っているが、少しずつルーチンはできはじめていた。

　ある程度、危険域に入れば回復魔法が飛んでくるため、あとは帝輝と凰楽が油断さえしなければ問題はない。

「虚きよ数すうユニットの攻撃範囲には入らないように！　あれは一番弱いユニットを狙ねらってくるわよ！」

「南西の包囲が厚い！　そこを削れ！　騎馬に乗ってるやつは、そこを衝ついてヒットアンドアウェイを！　少数で車くるま懸がかりだ！」

「魔法ユニットたちは、遠距離から包囲してる敵ユニットをちくちく削って！　ああ、もう。航空ユニットの爆撃があれば楽なのに！」

　御み影かげら軍師の指揮もあって、地上の敵部隊は少しずつ数を減らしてきている。

　そして、空中でも熾し烈れつな戦いが起こっていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」「ひあああああああああああああああっ！」

　バードナイトのふたりがスカイドラゴンとドラゴンの吐くブレスから逃げ回っている。

「……我が道を切り拓ひらけ、〈シューティングセイバー〉」

　スカイドラゴンよりもさらに上でいつでも動けるように待機していた真ま桜おが、彼らの危機に魔法を発動させる。彼らを追っているスカイドラゴンに、幾つもの光の剣が突き刺さっていった。

　ドラゴンは死んだように力を失い、大きく下降していく。

　飛行ユニットふたりが助かったことにホッと一息吐ついたが、まだ仕事は終わっていない。残っているドラゴンを引きつけなければならなかった。

「二匹残ってるっ！　油断しないで」「わかってんよ！　そっちもミスんなよ！」

　休む暇もない。彼らは再び鳥を使役し、ブレスに当たらないよう空中をがむしゃらに蛇行するように飛び回る。

　そんな空中戦の過程が、地上の方に影響をもたらした。

「ちょっと、あのドラゴン、死んでないわよ？　地上に狙いを定めてない!?」

　空中にも気を配っていた御影がいち早く気付く。

　真桜が魔法を当てたスカイドラゴンは死んでいなかった。ドラゴンは魔法を受けた反動で下降し、視線を空中の相手から地上の相手へと移している。

「マズい！　アーチャーと魔法部隊は一いつ旦たん、空へ攻撃を──」

「無理！　間に合わない！」

　スカイドラゴンは敵ユニットたちの中心──帝たい輝きと凰おう楽らのいる場所へと飛来している。

　ドラゴンに乱入されたら、どう考えても帝輝たちに勝ち目はない。虚数ユニットと戦っているところに、防御力無視の龍りゆうのブレスに巻き込まれて終了だ。いかに命中率が悪かろうと当たる時は当たる。

　帝輝と凰楽も空から迫るドラゴンに気付いた。

　だが、対応方法がない。今は虚数ユニットと戦うので精一杯だ。そちらに意識を割く余裕はなかった。ドラゴンに対処すれば、瞬く間に虚数ユニットにやられてしまうだろう。

　せめて、虚数ユニットを一体まで減らせていれば……。

「帝たいちゃん──」「……マスター！」

　御み影かげと真ま桜おの悲鳴を嘲あざ笑わらうかのように、ドラゴンはさらに速度を上げて急降下。

　ブレスを吐くべく下に向けて口を開いた。

　誰もが危険をわかっているのに、対応できないことに歯がゆさを覚えている。

　真桜も自分の行動によって起こった不始末に、地上へ降りたかったが、飛行部隊の援護で動けない。今、下に降りればバードナイトのふたりが死ぬ。

　誰も、間に合うはずもなかった。

　彼以外は──。

　ドラゴンに向かって、流星のような青いエフェクトが飛んでいく。

　まったく予期していなかった方向からの攻撃を、スカイドラゴンは防ぐことが叶かなわず、矢は首に突き刺さった。

　命中判定で正。ドラゴンにダメージが入る。

　この時期では規格外とも言える強烈なダメージで、ドラゴンのＨＰヒツトポイントは一気にゼロとなった。

　巨大なスカイドラゴンの体が消え、空中からの危機が去る。

「今の矢は……〈飛剣ダークアロウズ〉？」

　怜れ王おの専用武器。

　矢の飛んできた方向を見れば、そこにはマントをはためかせた怜王がいた。

　彼のクラスメイトたちもまた一緒だ。戦士やアーチャー、バードナイトなど、多種多様な混成軍。各々が手に武器を持ち、帝たい輝きたちの敵を見据えていた。

「遠距離ユニットたちで、包囲の敵ユニットを突き崩せ！　虚きよ数すうユニットに手は出すなよ！」

　彼らが帝輝たちの援護を開始する。

「２－Ａも同じように敵兵に囲まれているのに、もう倒してきたのか？」

　虚数ユニットがいなかったとはいえ、早すぎる。

「さすが怜王。頼りになるね」

　凰おう楽らが小さく呟つぶやく。

「ああ、そうだな」

　さらに、虚数ユニットに青き矢が次々と突き刺さった。

　強力な援護に、完全に形勢が帝輝たちに傾く。

「よし、いける！　〈ライトストリーム〉！」

　帝輝の剣から光の奔流が迸ほとばしり、最後の虚数ユニットのＨＰをゼロにした。




　戦いが終わり、帝輝はすぐに怜王の下へと向かう。

「怜王！」

　帝輝が安あん堵どした表情で怜王の名前を呼ぶが、彼は帝輝を一いち瞥べつしただけで背中を向けた。

「……お、おい。怜れ王お！　なあ！」

「………」

　まったくなしの礫つぶてだった。

「協力……してくれたんだろ？　ありがとうな」

　帝たい輝きが仕方なく独り言のように怜王へ伝えるが、彼は後ろを向いたままで、表情はわからない。

「ちょ、ちょっと、怜王！　呼んでるでしょ！　返事ぐらいしなさいよ！」

　いつの間にか追いついていたのか、紗さ蘭らんが怜王に向かって叫ぶ。

　すると、ようやく怜王が帝輝たちの方を向いた。

　だが、完全に向いたわけではなく、身体からだは横を向いたままだ。

　腰を据えて話し合おうとはしていないのが雰囲気でわかる。

「……お互い、馴なれ合あう必要もないだろう。必要があれば協力すればいいだけだ」

　興味がなさそうに言って、怜王は立ち去っていった。

「ふぅ……」

　追いかけることが逆効果と思ったのか、帝輝は溜ため息いきを吐つくだけだ。

「もう、怜王ったら……。話ぐらいしなさいよね！」

　紗蘭が頬ほおを膨らませてぷんすか怒る。

「はは。仕方ないさ。俺は、あいつの敵になっちまったからな……」

「そんなことないのに。怜王が馬鹿なだけだよ」

　そこに椿つば姫きと凰おう楽らが追いついてきた。

「どうだった、帝輝？」

　椿姫が帝輝の傍そばに寄りながら話しかける。

「いや、話もできなかった。道は遠いな」

「そっか。でも、大丈夫だよ」

「……椿姫は楽観的だな」

「そう？　でも、怜王君は助けてくれたんだし、敵対する気はないんだよ。それがわかっただけでもいいじゃない？」

　椿姫の言葉に帝輝は目を瞬しばたたかせる。

　椿姫に感化されたか、凰楽が柔にゆう和わな笑みを浮かべて帝輝に目を向けた。

「そうだね。少なくとも怜王に僕らを害する気はないよ。そこは信じてもいいんじゃないかな。僕を信じてくれたみたいにさ」

「そう、だな」

　凰楽の言葉に帝輝は少し、気持ちを持ち直したように表情を和やわらげた。

「そうそう。気楽に考えればいいんだよ」

　椿姫が元気づけるように、帝輝の背中をバンバン叩たたく。

「いてぇって！　馬鹿力で叩くな！」

「むぅ、馬鹿力じゃないもん！」

　椿つば姫きがやたらめったら帝たい輝きの背中を叩たたき、その夜、帝輝の背中は赤く腫はれ上がった。




　戦闘が終了し、この日の夜から明日までは休養だ。次の戦闘は明後日となる。

　砦とりでの中に移動し、帝輝たちは部屋を割り振り、各々休憩に入った。

　しかし、帝輝と怜れ王おたちは一言も話すことなく、時間が過ぎていっている。

「話をしてくれ、怜王」

「話すことは何もない」

　帝輝も多少、強引に怜王を引き留めようとしたが、

「やりすぎて拗こじれるかもしれないし……」

　という凰おう楽らの助言もあり、無む理り矢や理りに話をすることは避けていた。

　結局、何も話せないまま、ここまで来ている。

　最初のマップを無事に終わらせたとはいえ、帝輝としては安全のためにも相談しながら進めたかった。

　何もできないまま、帝輝は自分たちの部屋へと戻る。

「はぁ……」

「その顔だとダメだったみたいだね」

　部屋にいた凰楽に出迎えられた。椿姫と紗さ蘭らんも一緒にいる。

「話もしてくれないからな」

「きっと意固地になってるだけだよ、怜王は」

　紗蘭が頬ほおを膨らませた。

　一時間ほど前に紗蘭自身が怜王のクラスに乗り込むと言い出し始めて、帝輝は抑えたが、またも紗蘭が今にも同じことを言い出しそうな雰囲気になっている。

　不機嫌そうに言う紗蘭の言葉に、帝輝は首を振った。

「いや、意固地とかそんなんじゃないよ。怜王はああ見えて、責任感の強いヤツだからな」

「え」

　紗蘭が疑いの眼まな差ざしになる。

「紗蘭は怜王を厳しい目で見すぎじゃないかなぁ」

「お兄ちゃんの怜王を見る目が甘すぎるんだよ。ろくでなしだよ、ろくでなし！　昔、干されてたわたしのショーツ見て、『似合わないからやめろ』とか言ってくるし」

「ははは……」

　帝輝が何とも言えない顔で苦笑する。

「紗蘭は知らないだけなんだよ。まあ、あいつもそういう姿、ほとんど見せずにおちゃらけるからな」

「むう……」

　未いまだ納得できないといった様子だったが、紗蘭は口を不満そうに尖とがらせて黙り込んだ。

「どっちにしろ、このままじゃダメだ。向こうもわかってると思うんだけど」

　ゲームであればふたつの部隊をまとめてプレイヤーが扱う形になるが、こうしてこの世界では別々の指揮系統となっている。だからこそ、連携していかなければ、いずれどこかで齟そ齬ごが出る。

「第四部のマップ１は、最初別々だったからいいけど、次からは連携も必要だしな……。部隊も分けなきゃいけないし」

　経験値や武器についても考えていく必要がある。

　すると、椿つば姫きがすすっと帝たい輝きに顔を寄せてきた。

「ちなみに、帝輝。もしもだよ？　このゲームの中で生きるとしたら、前回の『ＬｏＲ２』がよかったの？」

「え、そうだなぁ……」

　少し考えてから帝輝が口を開く。

「『ＬｏＲ２』のような大陸マップ型は、『ＬｏＲ４』と『ＬｏＲ５』があるな。ただ、両方ともターン制限あって、制限を過ぎるとゲームオーバーになるから無理だ。そこまでシビアなターン制限じゃないけど」

「じゃあ、６とか７とか８は？」

「『ＬｏＲ８』はスマートフォンのゲームで、今までとはまったく違うから何とも言えないな。基本的に対戦ばっかりするゲームだし。『ＬｏＲ６』と『ＬｏＲ７』は今回と同じマップ型だから強制的に進んでいくな」

「うーん、じゃあ『ＬｏＲ２』が最後のチャンスだったってことかな？」

「『ＬｏＲ５』なら裏技使えばできるけど、ゲームオーバーになるターン制限のない『ＬｏＲ２』が一番よかったのは確かだな」

　椿姫や凰おう楽らのユニットを仲間にできないという不都合はあるが、少なくともゲームオーバーという事態にはならないのだ。

　すると椿姫が腕を組んで呟つぶやく。

「怜れ王お君からすると、進んで死のうとしてるように見えてるのかもね」

「死のうと？」

　いずれは脱出できるだろうと信じて、いざ現実に戻った時のことにしか目を向けていなかった帝輝にとって、その視点はなかった。

「ってことは、怜王的には自殺しようとしている僕らを止めようとして、拒否をされて戸惑ってるのかもね」

「そうかなぁ？　単に適当なだけだと思う」

　凰楽と紗さ蘭らんも、それぞれ自分の意見を出す。

「どの世界も危険であることには変わりないけどな」

　攻略は今のところは上う手まくいっているが、虚きよ数すうユニットのような敵が多数出てきてしまえば、こちらに打つ手はなくなる。

　この世界は、積極的に帝たい輝きたちを殺そうとしているわけではない。

　どちらかと言えば、弄もてあそばれているイメージの方が帝輝には強かった。

「……結局、腹を割って話し合わなきゃどうしようもないな」

　帝輝は物憂げに、そう呟つぶやいた。




　しかし、その後も怜れ王おと話し合いはできず、戦闘マップへと飛ばされる。

　お互いやるべきことをわかっているため、マップ２、マップ３とかろうじてクリアできたが、

「ヒヤッとする場面が何度かあったな」

　帝輝が疲れたように漏らす。

「命中判定で助かったのが何個かあった。命中率90パーセントを二回も避よけた正親町おおぎまちのリアルラックには足を向けて寝られない。あれのおかげで随分と他の皆が楽になった」

　滝たき脇わきが茶ちや化かすように笑った。

　当の正親町本人は「死ぬかと思いましたわ！」と、震えていたようだが。

「悪いな。色々と負担をかけて」

「はは、大丈夫だよ。『ＬｏＲ２』の時ほどじゃない。今回は皆が最初からいる分、自分は気楽だよ」

「そうか。俺は滝脇に足が向けて寝られないよ」

「いや、自分もそうだけど、一番足を向けて寝られないのはリーダーだよ。こうして、皆生きている状況で、生きる希望が維持できているのは間違いなく、な」

「ゲームしかしてなかった俺に、それは過剰評価すぎる」

「十全に生かしきれてるんだから大したもんだって言ってるんだ。自分だってゲームぐらいやるけど、プレイしたゲームの中に閉じ込められた時に同じことができるとは思えん。何となくこんな魔法があった、こんなストーリーだったってその程度さ」

　滝脇は帝輝の胸を軽く、押すように拳こぶしで小突く。

「現実のクラスでのお前は、さほど目立たなかったかもしれないけど、今のお前の方がらしい気がするよ。案外、戦国時代とかに飛ばされてたら、一ひと角かどの武将になってたんじゃないのか？　って思うぐらいにはな」

「戦国時代ねぇ。喩たとえるなら、誰に似てる？」

「武たけ田だ信しん玄げんじゃね」

「さすがに俺でも知ってるな。でも、評価高すぎじゃないか？」

「『人は城、人は石垣、人は堀、情けは味方、あだは敵』ってな。お前は人材の生かし方を知ってる。クラスメイトたちに役割をしっかりと与えてな。そして、こうして強固な軍勢を作り上げたんだ。もっと誇ってもいいぞ」

「はは、じゃあ、滝脇が言うならそう思うことにするよ」

　ふたりが今回の作戦における反省点を話し終えると、真ま桜おが近寄ってくる。

「……マスター。話、終わった？」

「うん？　終わったけど。どうした、真ま桜お」

「……ちょっと見てほしいものがある」

　そう言って、帝たい輝きたちは真桜に連れられて、広場へと向かった。





　　　　◇　◇　◇






　マップ４へと進む帝輝たち。

　未いまだに怜れ王おとの話し合いは行うことができず、ほとんど行き当たりばったりの攻略だ。

　ただ、今のところ驚くぐらい上う手まくいっていた。

　敵はすべて同じ場所にまとまっているわけではない。数は多いが、幾つかの部隊に分かれてマップ上に展開している。

　お互いの軍勢のユニット構成から与くみしやすい部隊を知り尽くしているため、どちらがどの敵を倒すかといった相談もする必要がなかった。

　敵の数は多いものの、お互い順調に進んでいると言っていい。

「ゲッソリするほどドラゴンが多いな……」

　地上と空を埋め尽くすようなドラゴンを見ながら、滝たき脇わきは溜ため息いきを吐つく。

「宮きゆう龍りゆう山さん脈みやくだからな。ドラゴンが生息してるんだよ、ここは」

「ああ、『ＬｏＲ２』で言ってた死人前提ルートか。あのタイミングで来てたら死ぬな、確かに」

　戦闘が始まって、自然と帝輝と怜王は南と北へ分かれていく。

　北はスカイドラゴンという飛行ユニット。

　南は火竜や風竜などの地上ユニットのドラゴンがひしめいている。

　弓矢に弱いスカイドラゴンを、自然とアーチャーや弓を使えるユニットの多い怜王たちが担当していた。

「なんだかんだで、連携は取れてるんじゃないの？　ちゃんと役割分担できてるし」

　品しな川がわは戸惑った顔で言う。もっと面倒なことになるのではと思っていたのだろう。

「だけど、もっと部隊を上手く割り振ることはできるはずだ。こんなの連携じゃない」

「そうかしらねぇ。部隊を割り振るにしても、気心の知れた相手と戦ってる方がいいでしょ」

「気心って……要は仲の良い相手ってことか？」

　ゲームではいくら部隊を分け合っても、数値的に大した補正はない。増えることも減ることもないのだ。魂の絆ＴｏｔＳＳシステムで多少増加することがあるぐらいだ。魂の絆もゲームで起こすイベント次第で相関図は変わるが。

「現実に即して考えてみれば、信頼できる相手が近くにいた方がいいことも多いな。軍隊みたいなものならまだしも、自分たちは仕事でやってるわけじゃないし」

　滝たき脇わきも品しな川がわに同意見のようだった。

「クラスメイトたちの動きはある程度、私たちはわかるからね。いかに弱点を衝つけるユニットでも、動き方の癖を把握していないと指揮にも差し障りが出るわよ」

「そうそう。第二次大戦で最後まで生き残った雪ゆき風かぜって艦は、幸運で生き残ったっていうけど、ずっと同じ仲間で戦ってきたことで練度が上がったっていうしな。幸運を引き寄せるのも、そういう連帯感とか絆きずなとか、そういうことなんじゃないか？」

　帝たい輝きもふたりが言わんとしていることは理解できる。

　この世界はシステム的にはゲームだが、ユニットたちは人間なのだ。

「……まあ、トレビュシェットの保ほ科しなは、最後尾にいさせてくれ。いざという時に怜れ王おを手助けできるように」

「そうそう。その程度の支援でいいのよ。お互い気を張らなくてもいいしね。他のクラスの知らないやつに命令するのも気が引けるし」

　帝輝の答えに、品川が満足そうに頷うなずく。

　しばらくすると、前線が少しずつ変化しつつあった。

　帝輝は前線へと視線を戻す。

「はああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　椿つば姫きが獅し子し奮ふん迅じんの活躍をして、ドラゴンたちを打ち崩していた。

　ドラゴンのブレスに耐性のある盾を装備させているとはいえ、回避能力も相あい俟まって凄すさまじい暴れっぷりである。まったくブレスが当たっていない。

「椿姫さん！　十メートル、後退！」

「わかったよ、御み影かげさん！」

「真ま桜おさんとマジシャンたちは、ドラゴンＣに一斉攻撃！　ナイトの人たちは、Ａをしばらく抑えて！　裏うら松まつたちはＥのドラゴンを攪かく乱らんして、攻撃を引きつけて！」

　前線では御影の指示が忙せわしなく飛んでいる。

　今回のように防御力を無視するブレスを吐いてくるようなドラゴン相手には、回避率や命中率が向上する御影が最も適している。

「椿姫さん、もう一度Ｃに当たって！」

「はいっ！」

　椿姫はほとんどブレスに当たることなく、炎や氷を軽やかに躱かわしながら、剣でドラゴンを斬きり刻んでいた。

　もはや小さな台風だ。クリティカルを連発し、次々とドラゴンを打ち倒していく。〈アドバンテージ〉というＨＰヒツトポイント１を残すギフトの都合上、トドメを刺すことなく、他の面々へ経験値を上う手まく分配している。

「最後のドラゴンを倒したみたいだな」

　しばらくして、南側のドラゴン退治も終わりだ。

　あとは怜王たちの戦いが終わるのを待てばいい。

　しかし──。

「……何かあったらことだし、北の方へ急ごう」

　帝たい輝きの指揮の下、すぐに隊列を整えて、２－Ｂの面々は急ぎ北へ向かった。




　森を迂う回かいし、帝輝たちは怜れ王おたちの戦う北へ少しずつ近づいていく。

　未いまだ剣けん戟げきの音や魔法の音が響いていた。戦闘は継続しているらしい。

　しかも、激しさは少しずつ増している。

「リーダー、北はそこまで敵が多いのか？」

「いや、同数程度だ。南の方が多いぐらいだろう」

　滝たき脇わきの言葉に、帝輝は不安を顔に張りつかせた。

　本来であれば、すでに帝輝と同じく終わっていてもおかしくない。彼らのレベルも帝輝たちと遜そん色しよくはないのだから。

　未だに戦闘が続いている理由はただひとつ。

「ってことは……」

「予想外のことがあったとしか思えない。虚きよ数すうユニットか、あるいはイレブンか……！」

　帝輝たちはようやく丘を登りきり、そこから眼下を見下ろす。

　そこでは帝輝たちの順調さとは反比例するかのように、凄すさまじいほど野や戦せん病びよう院いんのような様相を呈していた。

　敗残兵さながらな光景に、帝輝たちの緊張感が膨れあがる。

「アーチャー、竜を早く撃ち落としてくれ！」「無理よー！」「マズい、回復が間に合わない」「早く怜王の援護をしてくれ！」「誰がよ！　無理よ！」「虚数ユニットめ……！」

　虚数ユニットの乱入で、怜王がスカイドラゴン退治のサポートに回ることができず、ドラゴンのブレスによって陣列が荒らされていた。

「怜王たちの援護を！　真ま桜おとバードユニットのふたりは急行してくれ！」

　帝輝は彼らを助けるべく、陣形を組む。

「……わかった」

「あと、真桜。あれ、使えるタイミングがあれば使ってくれ。たぶん、スカイドラゴン相手なら、結構効果的だと思う」

「……ん。マスター、行ってきます」

　帝輝の指示を受け、三人は飛び立った。

「保ほ科しなは──」

「大丈夫！　もう投とう石せきしてる！」

「ならいい！　俺と凰おう楽らは虚数ユニットの方へ突っ込む。滝脇は俺たちと一緒に」

「自分も？」

「そうだ。御み影かげと品しな川がわ、残りのメンツの指揮を頼んだ！　２－Ａの回復を優先で！」

「わかったわ、帝たいちゃん」「オッケー、任されたわ！」

　ふたりの軍師たちが頷うなずいたのを見て、帝たい輝きと凰おう楽らは大地を蹴けって敵陣へと駆ける。滝たき脇わきも少し不思議な顔をしてついていく。

「随分とスカイドラゴンが残ってると思ったら、こういうことか」

「予想して然しかるべきだったね」

「虚きよ数すうユニットは、こっちの計算を崩してくる天才だな」

　怜れ王おがいる場所はまだ遠い。

　まずは怜王たちのクラスメイトを襲っている虚数ユニットたちを突き崩した。

「あ、あれ？　２－Ｂの……」「え、援軍？」「助かったの!?」「ＨＰヒツトポイントが回復してる！」

　戸惑う別クラスの彼らを前に、帝輝は凰楽と滝脇に向き直る。

「俺と凰楽は虚数ユニットを抑える。滝脇、こっちの陣容で指揮を助けてやってくれ。彼らの態勢の立て直しと、援護を頼む」

「そういうことか。そういうことなら、やってやるさ！　悪いんだが２－Ａの皆、少しの間、自分の指揮下に入ってくれ！」

　滝脇はすぐに現在の指揮系統を把握し、その場の軍師と共に陣列を形成し直していく。

　ここに来る前にしっかりと敵の陣容を把握していたのか、組み立て方は見事と言うほかなく、手しゆ腕わんも際立っていた。衣装や装備している武器からユニットを把握し、しっかりと適材適所に割り振っている。

　滝脇の人のよさそうな雰囲気は、彼らから一時的な指揮を任せられるのに、何の違和感も抱かせない。

「御み影かげや品しな川がわとかじゃ、こうはいかなかったな」

「はは、あのふたりだとちょっと喧けん嘩か腰ごしになっちゃうかもしれないしね」

「それもそうなんだけど、滝脇は味方や敵がどんな状況下なのかを一瞬で把握する天才だよ。だからこそ、防衛戦で輝くんだ。あいつの周囲にいるだけで防御力も上がるしな」

　帝輝と凰楽は小さく笑い合う。

　そのまま安心した表情で虚数ユニットのいる方へ剣をかざした。

「消えろ、虚数ユニット！　〈ライトストリーム〉！」

　帝輝が光の奔流と共に虚数ユニットたちを突き崩し、後ろに凰楽が続く。

　ようやく怜王たちのクラスが安心し、落ち着き始めた時──。

「怜王───ッ！　上だ──────────────────ッ！」

　２－Ａの誰かが叫ぶ。

　はぐれたスカイドラゴンが一匹、怜王の上空から急降下して襲いかかろうとしていた。

「くっ……！」

　怜王は気付いているものの、目の前の虚数ユニットへの対応で手一杯になっている。目を離せば、そこでやられてしまうだろう。

　だが、ドラゴンのブレスが放たれれば同じことだ。

　どっちの死に方を選ぶのか。最悪の選択を迫られているに過ぎない。

　ドラゴンの顎あぎとが開くのを妨げる者はいなかった。

　顎の奥から小さな炎の種が生まれ──強烈な炎のブレスが、怜れ王おを無慈悲に襲う。

「……神の粒子よ。空気を捩ねじらせ、大地の天てん秤びんを歪ゆがめよ」

　空──スカイドラゴンのさらに上。

　彼女の小さな手の平には何もない。ただよく見れば空気を歪めたかのように、巨大な斧おのができあがっているのがわかる。

「……〈グラビティアクス〉！」

　魔法で作られた不可視の斧がスカイドラゴンへ振り下ろされた。

　魔法による斧はドラゴンの胴を斬きり裂くようにのしかかる。吐いたブレスすら地面へと叩たたき落おとし、攻撃すら途中で無効化させた。

　ドラゴンは轟ごう音おんと土煙を上げて目標から離れた場所に墜落。

　土煙が風に攫さらわれると、這ばいつくばっていたスカイドラゴンは再び立ち上がろうと手脚を踏ん張る。

　しかし、斧が刺さっているせいか、動きは明らかに鈍にぶい。重石おもしを載せられたかのようだ。

　そこに南の方角から投とう石せきが降ってくる。トレビュシェットの投石だ。

　投石は寸分違たがわずドラゴンに命中し、ＨＰヒツトポイントをゼロにする。

「よしっ！」

　帝たい輝きは小さくガッツポーズした。

　次いで怜王も微かすかに笑う。

　まだ危機は続くが、絶体絶命のピンチを脱したのだ。

「こっちは心配するな！　お前らはお前らの役割を果たせ！」

　怜王の激励が飛び、２－Ａの生徒たちも瞳に活力を取り戻す。

「おおっしゃあ！」「行くわよ、皆！　立て直そう！」「作ってくれた好機を逃すな！」

　滝たき脇わきも協力し、陣形を組んでいるところに、

「お待たせ、帝たいちゃん！」「滝脇！　前線、引き継ぐから後ろに下がって回復を！」

　御み影かげと品しな川がわら、帝輝たちのクラスメイトも陣列を整えた状態で到着。

「よし、これで後こう顧この憂いもない。行くぞ、凰おう楽ら」

「ああ、怜王を助けないとね！」

　いくらか残っている虚きよ数すうユニットたちは、帝輝と凰楽が協力することで、少しずつ数を減らしていった。

　スカイドラゴンも共同で事に当たることで、リスクは少しずつ減っていく。

　マップ４をクリアするのに、時間はかからなかった。




「助かった」

　戦闘も終わり、この日休息する砦とりでの前で怜王はそう短く呟つぶやく。

　ばつが悪そうに、彼は小さく俯うつむいていた。

「いや、俺もマップ１で助けてもらったしな。借りを返したと思ってくれればいい」

「……あの魔法は？　スカイドラゴンを攻撃ごと叩たたき落おとした」

「うちのソーサリスのオリジナル魔法だ。飛行ギフトが重力を操って飛んでるってことに気付いたらしくてな。で、飛行機からの脱出で重力を操ることを考えてたんだけど、ああして攻撃魔法にも応用したんだ」

「そう、か」

「現時点じゃダメージ効率が悪いけど、飛行ユニットに対しては見ての通りだ。特攻みたいなものがあるらしい」

「すげぇな、あんなものを生み出すなんて」

「うちの自慢のソーサリスだ」

　傍そばにいた真ま桜おが、少し誇らしげに胸を張る。

　しかし、そう言っても怜れ王おの表情は晴れない。

　わだかまりはあるようで、いつものような明るい表情を見せなかった。

　それでも歩み寄ってくれたことに、帝たい輝きはホッとしている。

「なあ、怜王」

「……言いたいことはわかってる。だが」

　怜王は一いつ旦たんそこで言葉を句切り、真一文字に口を引き結んだ。

　しばらく言うべきかどうか悩むように黙り込み、

「だ───────────────っ！　グダグダ考えても埒らちがあかねぇ！」

　抑えつけていたものを発憤するように天に向けて叫ぶ。

　ほどなくして、視線を帝輝に戻した。

「提案だ。決闘をしよう」




　今日の夕方から、明日まで滞在することになる砦とりでの外には大きな訓練用の用地がある。そこで帝輝と怜王が、手の届く距離で対たい峙じしていた。

　他のクラスメイトらも用地の外周で心配そうだったり、興味津々だったりと、様々な表情を浮かべてふたりを見つめている。

「オレは自分で言うのもなんだが、馬鹿だからな。単純な方法でないと、割り切れねぇんだ」

「で、決闘はいいが……一対一でいいんだな？」

「ああ。他の連中に迷惑はかけられねぇだろう」

「わかった」

　お互いにルールを確認し合って、ふたりは距離を離した。

　怜王は己の武器、蒼あおき神器〈ダークアロウズ〉──ふたつの短剣を繋つなぎ合あわせ、弓へと変形させる。

　帝輝もまた自身の武器を構えた。専用武器〈ルインブリンガー〉は手に入っていないが、現状で帝たい輝きに装備できる最大の攻撃力を持つ剣だ。

「さあ、決着をつけようぜ。帝輝」

「ああ、そうだな」

　審判もなしの、ただクラスメイトたちが見守るだけの戦い。

　合図があるわけでもない。

　帝輝と怜れ王おはまだ動かない。

　相手を見据えながら、隙すきを窺うかがう。

　誰もが固唾かたずを呑のんで見守る、静かな始まり。

　風の音に混じり、クラスメイトたちの吐息すら聞こえてきそうなほどだ。

「行くぜッ！」

　先に動いたのは怜王だった。

　手早く矢を番つがえ、弦を引き絞って帝輝を狙ねらう。

「行けっ！　〈飛剣ダークアロウズ〉！」

　放たれた矢が蒼あおい尾を引いて、一直線に帝輝へと飛来した。

〈飛剣ダークアロウズ〉を持つことで使える秘奥義、アーケインギフト。

　防御無視という特性を持つ矢を、帝輝は紙一重で避よけながら、怜王へと接近した。

「〈ライトストリーム〉！」

　帝輝もいきなりのアーケインギフト。剣から光の奔流が迸ほとばしる。

　怜王は〈ダークアロウズ〉をふたつの短剣に戻し、光を斬きり裂いた。

「ちっ、さすがギフト殺しの〈ダークアロウズ〉だ……」

「悪いな。この神器だけは使わせてもらうぜ！　オレのトレードマークみたいなもんだからな！」

　怜王が、ふたつの短剣を手に取って踊るように剣を振る。

　帝輝は一方を避けながら、一方を剣で防ぎ、防戦した。

　超接近戦を嫌い、後ろへと距離を取る。

　だが、そこに矢が飛来し、帝輝の肩へと突き刺さった。

「この武器相手に距離を取るのは愚策だぜ」

「くっ！」

　いつの間にか、短剣だった〈ダークアロウズ〉は弓に戻っている。

　帝輝は距離を離したまま、次々と飛来する矢を、外周ギリギリを走りながら避け続ける。

　矢は尽きることなく生成され、帝輝を襲った。一方的に怜王が矢を浴びせ続ける。

　距離を詰められない帝輝は、為なす術すべがないように逃げ惑うばかりだ。

「そらそら、どうし──」

　逃げているだけというのに、帝輝の瞳には焦りも何もない。

　彼の目を見た怜王は、すぐさま身体からだを横に逸そらす。

「〈ストレイト・ストライド〉！」

　瞬間、帝たい輝きが一気に距離を詰める。

　居合いのような鋭さ。

　帝輝は怜れ王おの身体からだを斬きり裂いて、怜王の背後に移動していた。回避行動を取ったにもかかわらず、怜王は避よけることができていない。

「こっちも、遠距離で手立てがないわけじゃないんだぜ！」

「ちっ、忘れてたよ！」

「はああああああああああああああああああああああああああっ！」

　距離を詰めた帝輝は、自ら得意とする中間距離で差し合う。

　帝輝の剣けん閃せんが唸うなり、怜王のＨＰヒツトポイントを少しずつ削っていった。

　怜王は反撃しようにも、短剣では攻撃が届かない。肉薄させるような隙すきを帝輝は与えなかった。

　怜王は後ろに跳んで距離を取り、弓を構える。

　帝輝に向けて、ではなく空に向かって、だ。

「〈ラグナメティオ〉！」

　空に向かって矢が放たれると、矢は突とつ如じよ分裂。曲線を描きながら、広範囲に降り注ぐ。

　アーチャーの使用できるアーケインギフトで、広範囲に攻撃を与える『ＬｏＲ３』から追加されたものだ。

　帝輝は避けることも弾はじくこともできない。幾つかの矢が命中。命中判定でも正となって、ダメージを負ってしまう。

「くっ！」

「まだまだ行くぜ！」

　さらに矢が猛雨のように降ふり頻しきる。

　帝輝は幾つかの矢を弾きながら、ダメージを抑えつつ攻撃が止やむのを待った。

　帝輝のクラスメイトたちは「矢は止むのか？」と、不安そうに見守った。

「ちっ……」

　怜王が舌打ちし、矢の雨が止む。

　矢が尽きたのだ。

　このギフトの弱点は、矢を大量に消費すること。

　ゲームを極めた者ならば、誰だって知っていることだ。

　怜王自身も当然、弱点を承しよう知ちで勝負をかけていた。

「止まない雨はないってことだ！　行くぜ、〈ソニックウェーブ〉！」

　帝輝は反撃に出る。

　その場で剣を横に薙なぐと、刃やいばから波動が生まれた。

　質量を伴った波動が怜王を襲う。

　矢のような速度で飛んできた波動を、怜王はかろうじて避けるが体勢は崩された。

　帝輝が畳みかけるべく、怜王との距離を詰める。

「このっ！」

　怜れ王おが苦し紛まぎれのように、〈ダークアロウズ〉の片方を投げつけた。

　怜王の投とう擲てき攻撃を帝たい輝きは顔を逸そらすだけで避よける。

　隙すきだらけの怜王に、帝輝は剣を振りかぶり──剣を止めて横へ跳んだ。

　帝輝のいた場所に先程怜王の投げた短剣が、ブーメランのように通過する。

　戻ってきた短剣を受け止めて、怜王が構え直した。矢は尽きても、〈ダークアロウズ〉はまだ死んでいない。

「はっ、さすがにこれも覚えてたか」

「０・５秒戻るのが遅ければ、お前を斬きれたんだがな」

「そんなヘマ、するものかよ」

　ふたりが適度な距離で、再び対たい峙じし合う。

　一呼吸置いて、一進一退の見応えある攻防に、クラスメイトたちから歓声が上がる。

「どっちも譲らねぇな」「怜王君、頑張ってー！」「リーダー、負けるなよー！」「帝輝、絶対に負けちゃダメだからねー！」「怜王ー！　ここで気張れやあ！」「行け行けー！」

　帝輝と怜王を置いてきぼりにするような盛り上がりっぷりだ。

　歓声に呼応するように、ふたりの剣けん戟げきも激しくなっていった。

「怜王……！　楽しいな！」

「ああ、いつまでもこうしていたい」

　帝輝と怜王は斬り結びながら語らう。

　そして、怜王は切なそうに眉まゆを顰ひそめ、詰きつ問もんをするように睨にらみつけた。

「楽しい世界だ……。なのに、お前はなぜ、ここを否定するんだ？」

　彼だってきっと死にたくない。

　だが、前の世界──『ＬｏＲ２』であれば、生きることができたかもしれないのだ。

　自分たちの共有する理想の世界で。

　怜王の気持ちは、帝輝にも手に取るようによくわかる。

　ここの楽しさは帝輝にもしっかりと根付いていた。

　人を否いや応おうなく虜とりこにする、甘美で、危険で、身を滅ぼす麻薬のように。

「楽しさは永遠じゃない。無限じゃない。いつか、俺たちはここに飽きる時が来る。精神的に限界の時だって来る。だから、俺たちは必ず元の世界に戻らなきゃいけない。自分たちの、未来を取り戻すためにも！　新しい楽しさを見るためにも！」

「それで、飛行機を落とさないために重力か！」

「そうだ。脱出するための方法は、かなり高い精度で計画したつもりだ。絶対に誰も死なせない。俺たちは元の世界に戻って、また『ＬｏＲ』をやるんだよ！」

「ホンッとに『ＬｏＲ』馬鹿だな、お前は！」

「この世界を受け入れたお前だってそうだろう！　ただ、アプローチの仕方が違ってただけだ！」

　訓練場に響き渡る剣けん戟げきは鳴り止やむことなく、苛か烈れつな音を奏で続けた。

　賑にぎやかな音楽でも演奏しているかのような彼らの演舞を、クラスメイトたちは見守る。

　歓声は大声で上げられて、静かになることはない。

　いつの間にか日は完全に落ち、夜の帳とばりがそこを暗くしている。

　しかし、彼らの雰囲気はとても穏やかで。

　普段と同じように明るくなっていた。




　決着がつかないまま夕食の時間となり、結局、模擬戦は引き分けとなった。

「ちっ、あと五分ありゃ、オレが沈められたのによ」

「こっちの台詞せりふだっての。俺は三分あれば、お前の首を斬きり落としてたぞ」

「お前を戦闘不能にするだけなら、あと一分ありゃ充分だった」

「本気出せば、三十秒でいけたはず」

　訓練場の真ん中でお互い立てずに胡座あぐらをかいて、不満たらたらに言い合っていると、

「帝たい輝き、恥ずかしいからやめなさい」「怜れ王おも終わったんだからグチグチ言わないの」

「「はい……」」

　椿つば姫きと紗さ蘭らんに厳しい顔で言われ、男ふたりは黙り込む。

「ほら、夕飯もう並んでるから。行くよ、帝輝」

「お兄ちゃんも怜王も、早く来てね」

　少しずつ訓練場からクラスメイトたちが去って行く。

　あとにはふたりだけが残された。

「よっ、と」

　帝輝が立ち上がる。

　そして、無言で怜王に手を差し出した。

「……わりぃな」

　帝輝の手を掴つかんで怜王も立ち上がる。

　軽い謝罪。

　だが、それ以上、言葉も何もいらない。

　今の戦闘で、ふたりはすべてを語り合ったのだ。

「行こうぜ」

「ああ」

「決着は持ち越しな」

「ああ、またそのうちな」

　月夜の光がふたりの顔を照らす。

　ふたりは憑つき物ものが落ちたかのように、晴れ晴れとした顔をしていた。





　　　　◇　◇　◇

















　休日を挟んで、マップ５の戦場へと転送される。

　すでに帝たい輝きと怜れ王おはここのマップでの戦い方をしっかりと練り上げていた。

「問題はここで、ストーリー上、君きみ尋ひろと戦うことだな」

　帝輝が口を真一文字に結んで唸うなる。

「あいつなら上う手まくやってくれるとは思うけどな。連絡は取れなくなってるけど」

　進行の都合か、君尋とはすでに相談ができなくなっていた。

「君尋たちを倒しても経験値にしても、問題はないはずだけど……。どう思う、怜王」

「ま、できる限りやめておこうぜ、帝輝。何が起こるかはわからないしな」

「そうだな。たぶん、あいつも上手くやってくれるさ」

　ふたりは先の話をやめ、目の前にいる敵へと意識をシフトさせる。

　第四部のマップ５は、最初は広い平原が舞台となっていた。

　今いる砦とりでに西と東から殺さつ到とうする大軍をどうにかする必要がある。

　君尋との戦いは、ここにいる大量の敵を片付けてからだ。

「よし。行くぞ、２－Ｂ出陣！　シミュレーション・エントランス！」

「よっしゃ！　２－Ａも行くぜ！　シミュレーション・エントランス！」

　帝輝と怜王は、お互いに拳こぶしを当てて別れた。

「それじゃ、また合流場所でな！」

　帝たい輝きと怜れ王おはそこまで深い相談はしていない。

　対君きみ尋ひろの、最低限の作戦を立てただけだ。

　自分たちふたりが、馴なれ合あう必要はない。

　各々が最善の役目を果たせば、結果はついてくる。それが前回のマップ４でようやくわかったのだ。

「敵が見えてきたぞ。第一陣だ」

　先頭の部隊を指揮する滝たき脇わきが、自分の率いる部隊に準備をさせる。

　視線の先には、人間ユニットと魔物ユニットの混成部隊百体弱と、相変わらずのドラゴンが交ざっていた。

　ただ、ゲームよりも敵が多い分、経験値も多くなっており、順調にレベルアップも済んでいる。このまま行けば、最後のマップ50までに全員がレベル最大に届く。

　だが、油断は何ひとつできない。

「飛行部隊はスカイドラゴンへの対処よ。引きつけなさい。私の回避補正を確実につけておくこと！」

「さあ、前衛を援護していくわよ！　大地を焦土にするつもりでガンガンいきなさい！　地形改善がないからね！」

　御み影かげと品しな川がわも、部隊を率いて援護する。

　帝輝はひとり、クラスメイトの危機に備えていつでも前線に出られる準備をしていた。

　しかし、クラスメイトたちは心配もなさそうで、次々に敵を打ち倒している。

　虚きよ数すうユニットが出ない限りは心配もないように見えるほどだ。一体だけであれば、クラスメイトだけでも討ち果たすことができるだろう。それほどまでに成長を遂げていた。

「よし！　第一陣、倒したぞ！　品川！　交代だ！」

「オッケー！」

　指揮官と数人のユニットを交代して、第二陣を待ち受ける。

「跪ひざまずきなさい！　ドラゴンも一緒にね！」

　交代した品川も瞬く間に第二陣を撃退。

　次いで空を飛ぶスカイドラゴンも含めて、すべてを撃滅した。

「よし、これであとは君尋を待つだけだ」

　帝輝たちが意気揚々と合流ポイントへ向かうと、丁度同じタイミングで怜王たちもやってくる。

「ちっ、オレの方が早いと思ったんだけどな」

「そう簡単にはいくかよ。戦力的には同じだしな」

　怜王もまた順調に敵を倒してきたらしい。

　ふたりは次の敵に備えて、陣列を整える。

　先程の戦場は平原だったが、こちらは森と森に挟まれた街道だ。基本的に森の中には入ることができず、見えない壁もある。森の中には、ある一部の場所からしか入ることができないのだ。

「ところで、どっちが本丸に行く？」

　準備を整えながら、怜れ王おが帝たい輝きに問う。

　マップ５は君きみ尋ひろを倒して終わりではない。

　君尋が出てくるのと同時に、どこからともなく森の中に城が出現する。

　城門を守る敵ユニットを倒すことでクリアとなる。

「君尋を両方で抑え込んでから、ある程度撤退させたところで、余裕のある方が行けばいい」

「まあ、それでいいな」

　怜王が頷うなずき、帝輝たちは君尋を待った。

　数分ほど経たっただろうか。

　森の奥で不気味な光が輝き、地鳴りのような音が響いてくる。

「城が、出てきたな」

　帝輝が小さく呟つぶやく。

　城が出たということは当然、君尋もすでにいるはずだ。

　そして、予想通り、幾何いくばくもしないうちに君尋たちの軍勢が遠方から近づいてくる。

　久しぶりに見た彼らは変わらないように見えた。

「やあ、帝輝に怜王。久しぶりだね」

「ああ、連絡も取らずに悪かったな。君尋」

「いや、君らが仲を修復したのなら僥ぎよう倖こうだ」

　君尋は楽しそうに微笑ほほえむ。

　三人が久しぶりに顔を合わせ、嬉うれしそうに。

　無事に誰ひとり欠けることなくここまで来て、充実感もあった。

　だが──。




「これで、全力の君たちと戦うことができる」




　君尋は信じられないことを言い放った。

　君尋のクラスメイトたちが、武器を構え始める。

　帝輝と怜王は一瞬、言っている意味を咀そ嚼しやくすることができず、頭の中で何度も繰り返した。

「さあ、準備をしてくれ。僕は今から全力で、君たちを倒しに行く」

　底冷えするような冷たい言葉に、帝輝と怜王はすぐに気持ちを切り替える。

　君尋は戦闘をなあなあで済ませる気などない。

　本気で帝輝と怜王を倒しに来るつもりなのだ。

　君尋の鋭い目つきはそう思わせるのに充分だった。あの目をした君尋は、止めることなどできはしない。帝たい輝きと怜れ王おは、彼の性格を身に染みて知っている。

「戦闘準備！　作戦修正だ！　全力で迎え撃つぞ！」

「怜王。計画変更だ。お前が本丸に行け」

「はぁ？」

「君きみ尋ひろと戦って城に向かうんじゃ、確実に被害が出る。いかに早く敵本陣を制圧できるかにかかってるんだ。俺は守備に、怜王は攻撃に特化してる。だから、行け。適材適所だ」

　帝輝がそう怜王を促うながすと、怜王は渋々ながらも頷うなずいた。

「くそ……っ！　信じるぞ、帝輝」

「ああ、任せてくれ。ただ、一秒でも早く頼む！」

　怜王はすぐさまクラスメイトたちに命じて隊列を立て直し、城がある森の中へと侵入できる場所へ向かう。

「読んでいるさ。させると思っているのかい。〈レートオーバー〉」

　君尋の持つ杖つえから魔力の波が出現した。

　空間を歪ゆがめる波が、怜王たちのクラスメイトたちを覆うように攫さらう。

「……純白の盾よ、広がりて、絆きずな在りし者を守護する壁を。《ブロードスヴァリン》！」

　歪んだ波を、遮断するように透明で透き通った氷の盾が出現。

　波の勢いをどうにか軽減した。

「シールダー！　収束して防げ！」

　怜王のクラスメイトが盾となって、魔力の波を一手に引き受ける。

　真ま桜おの盾によって軽減された威力は、怜王たちを貫くに至らず、どうにか最小限の被害に収まった。

「頼んだぞ、帝輝！」

　怜王は帝輝に後を託して森の奥へと消えていく。

　無事に君尋の攻撃圏内から逃れた。

「なるほど。彼女には護まもりの魔法もあるのか。外の魔法らしいけど……そう簡単にはいかないか」

「君尋。どうしたんだってんだ……!?　お前は……」

『ＬｏＲ２』で、彼は言っていた。

『僕は現実に戻るのもいい。でも、この世界で生きることを選択するのもいい。両方とも選ぶに選べないんですよ。優柔不断でね』

　と。

「選んだのか？」

「さて。まあ、少々思うところがあってね」

「……お前の杖。〈ヴェルクウェイブ〉の魔法……。今のお前がなぜ使える」

　君尋の専用魔法である、神器〈ヴェルクウェイブ〉はこの段階で使えない。

　第五部で手に入れるものだ。

「取引をしたんですよ」

「取引だと……？」

「凰おう楽らも会ったでしょう？　いや、君たちももう会っているはずだ。イレブンと」

　帝たい輝きの表情が強こわ張ばる。

「ってことは、お前……」

「ええ。凰楽の役目を引き継ぎました。幾つかの権限も持っている。だから、ここでは僕は紛まがう事なく、君らの敵です」

　君きみ尋ひろが杖つえを構えて、第二波を放とうとしている。

「さあ、行きますよ！　竜の波動よ、〈覇は竜りゆうヴェルクウェイブ〉！」

　怜れ王おを先程襲った魔力の波が、今度は帝輝たちへと津波のように押し寄せた。

「……純白の盾よ、広がりて、絆きずな在りし者を守護する壁を。《ブロードスヴァリン》！」

　再び、真ま桜おが魔力を軽減する。

　帝輝もまた怜王と同じようにシールダーのユニットを前に出し、魔力の攻撃を最小限に抑えた。

「今の攻撃、真桜が防いでいなかったら……」

　死亡者が出ていたかもしれない。ギリギリでＨＰヒツトポイントが残っていただろうが、圧倒的な不利な状況に陥おちいっていた。

　先程の怜王の方も同様だ。

「君尋。戦うしか、ないのか？」

「ええ。僕らの間で遠慮はいりません。僕らはこうして雌し雄ゆうを決けつするしかない。何を犠牲にしようともね」

　帝輝が静かに剣を構える。

「たとえ……お前がそういう気でいたとしても、俺は絶対にお前らを殺さない。全員で生きる道を選ぶ」

「それでこそ帝輝です。ですが、そんな甘い気持ちで僕と戦えると思ってるのかな？　〈神域戦陣〉！」

　君尋が言葉を放った瞬間、彼の周囲に光の輪が広がっていく。

　光は彼のクラスメイトたちを照らし、輝かせた。

「〈神域戦陣〉……！」

　ディーンというタクティシャンの特性を持つ君尋の最強の計けい略りやく。

　味方のユニットのステータスを大幅に上昇させ、回避や命中すら上がる、このゲームにおける良心とも言える屈指のチート技だ。

「凰楽！　前に出るぞ！」

「わかった！」

　慌ただしく御み影かげたち軍師も動く。

　相手の部隊を見極めるべく、彼らのユニットを一いち眸ぼうした。

「数が合わない……？」

　御み影かげが訝いぶかしげな顔をする。

　一クラスは四十人。Ａ組Ｂ組Ｃ組、どのクラスも変わらない。

　しかし、いくら数えても君きみ尋ひろのクラスには三十九人しかいなかった。

「まさか死亡者が……？」

「伊い勢せ！　早く！」

　滝たき脇わきの呼ぶ声に引き戻され、御影はすぐに今するべきことに意識を切り替える。

　自分たちの部隊を直接援護部隊、支援部隊と分けていった。

「〈要よう塞さい方陣〉！」「〈脱だつ兎と反陣〉」

　滝脇と御影も自身の計けい略りやくを使用する。防御と回避を上げて、完全に防御モードだ。

　生存優先──帝たい輝きの望んだ通りに動いてくれている。

「前にも言いましたが、君の軍師は優秀だ！」

「ああ、俺にとって最高の軍師たちだ！　行くぞっ！」

　帝輝と凰おう楽らが揃そろって君尋へと肉薄──だが、そこにホプリテスの三人が立ち塞ふさがった。

　ここから先は行かせないと、無言で訴えている。

　ただ、彼らは震えており、表情には不安が滲にじんでいた。

　彼らだけではない。よく見れば、君尋以外はほとんど何か納得のいっていないような顔だ。

「はははは、帝輝。まるで『ＬｏＲ４』のマップ12のようだと思わないか？」

　戦いの最中、君尋は楽しそうにそう語る。

「『ＬｏＲ４』のマップ12……？」

　帝輝はそのマップにもちろん覚えがあった。

　確かにこうして味方と思っていたキャラたちに攻められ──敗走するマップだ。プレイヤーはいかに犠牲者を出さずに撤退させるかという戦術を求められる。

　似ているが、ひとつ決定的な違いがあった。

　君尋が気付いていないわけがない。そのことが帝輝の中で強い違和感となる。

「さあ、突撃です！」

　君尋が命令をすると、彼のクラスメイトらは不安を振り払うように、歯を食いしばって帝輝たちに武器を向けた。

「くそ、どいてくれ！」

　帝輝が蹴け散ちらすように敵陣へと斬きり進むが、君尋までは遠い。

　しっかりと、〈ライトストリーム〉の圏外距離を保っている。

「くっ！」

「荒れよ炎よ、灼しやく熱ねつなる血の紅くれないよ！　〈ブラストブレイズ〉！」

「……神の粒子よ。空気を捩ねじらせ、大地の天てん秤びんを歪ゆがめよ。〈グラビティアクス〉！」

　君尋の炎と真ま桜おの重力魔法がぶつかり合い、炎がそこに留とどまる。

「轟とどろけ、空よ！　蒼そう穹きゆうの下に、かの裁きの刃やいばを以もつて、斬きり刻め！　〈アイオロスガスト〉」

　真ま桜おが風に押され、吹き飛ばされた。

　真桜は空中ですぐに体勢を立て直し、杖つえを構える。

「……黒き雨よ、降り注げ。《ダインスレイヴ》」

　杖の周りに出現した黒き闇やみの刃の群れが天から地上へと降り注いだ。

　土を抉えぐり、爆発させ、蹂じゆう躙りんする真桜が異世界《ラスト・ブレイブ》で身につけた最強の魔法だ。

　しかし、《ダインスレイヴ》ですら、敵を誰ひとり倒せていない。

〈神域戦陣〉による強化が、それを留とどめているのだ。

「はっ、さすがですね。とはいえ、こちらの魔法とて」

「……残念だけど、もう終わり」

　真桜は簡かん素そな杖を掲げた。

　今回も取ってある〈マギディスの杖〉だ。

「……穏やかなる戦場よ、今開く時。〈マギディス〉」

　真桜の周囲から完全に魔力が消えていく。

　周囲の敵味方、関係なく５ターンほど魔法の使用を不可にする杖だ。

「いいのですか？　回復魔法も使えなくなりますよ？」

「構わないさ……！」

　今までと変わらずに、帝たい輝きたちは戦闘を続けた。

　先程とは打って変わって、魔法のない剣けん戟げきだけが鳴り響く戦場。

　お互いに少しずつＨＰヒツトポイントが減っていく。帝輝や君きみ尋ひろたちはＨＰを回復する暇もない。回復アイテムが使えても、回復量は少なかった。

「はああああああああああああああああああああああああっ！　〈ライトストリーム〉！」

　君尋のクラスメイトたちを、打ち払うように攻撃する。

　倒してはいないのだが、やはり仲間を攻撃するのは精神的にたがが外れていく感じがあった。

　帝輝のＨＰは剣や矢の攻撃を受けて、少しずつ減っていく。

　残り一ひと桁けた。

　そこに矢が降り注いだ。

　もはや避よけるような隙すき間まもない。制圧射撃のような矢の雨。

「………」

　君尋は鋭い視線を帝輝に向けたまま、口を引き結び黙り込んだ。

「帝輝ッ！」「帝輝────────────────────ッ！」

　凰おう楽らと椿つば姫きの悲鳴が響く。

　悲鳴も虚むなしく──矢は次々と帝輝の身体からだへ刺さった。

「そ、そんな……」

　椿つば姫きの膝ひざが、信じられないようにがくがくと震える。表情もどんどん青ざめていった。

　ところが──。

「やられねぇって」

　帝たい輝きは何事もなかったかのように立っている。

　矢は突き刺さっておらず、ＨＰヒツトポイントも減っていない。

　死んでいないことに安あん堵どしたのか、凰おう楽らと椿姫が腰を抜かしたように倒れ込む。

「な……!?」

　君きみ尋ひろが驚いたように目を見開くと、帝輝は得意そうな顔を向けた。

「お前がこのことを覚えていないとは、ツメが甘いな。俺がお前を倒すことが勝利条件じゃないからな。どうやら間に合ってくれたらしい。矢が当たる前に、怜れ王おが攻略を終わらせてくれたんだ。命中判定すらないよ」

　よくよく見み遣やれば矢は通り抜け、帝輝の後ろに刺さっている。

　攻撃判定を失った攻撃が、帝輝という当たり判定を突き抜けたのだ。

　杖つえを掲げていた君尋は、自じ嘲ちようするように鼻を鳴らした。

「そうか。はは、熱くなって対戦だと思ってしまったよ」

「君尋……」

　本当にそう思っているのかどうか、見分けづらい表情をする君尋。

　昔から本心の見えづらい友人は、ここでも同じだった。

　君尋は場を仕切り直すように、一歩後退する。

「今回は余興ですからね。ゲームでも僕らの本番は次の部……。そこで再びまみえよう」

　２－Ｃのクラスメイトは全員、背中を向けて去って行く。

　君尋もまた背中を向けた。

「帝輝。次までしばしの間、さらばだ」

　君尋の身体からだが消えていく。戦場から転送されたのだ。

　声をかけるような間もなく、彼らの姿は見えなくなった。

「君尋……」

　クリアしたことで帝輝たちの姿も戦場から転送されようとしている。

　俯うつむいた帝輝の表情は、不可解さに染まっていた。




「そうか。君尋が本気で襲ってきた理由はわからなかった、か」

　第四部の最終マップであるマップ５を終え、帝輝たちは休養する街へと入った。

　宿屋で怜王とテーブルを囲んで、今後のことを話し合っていた。

「まあ、あいつがそう言うってことは覚悟を決めたってことなんだろうな。帝輝だって、わかるだろう？」

「そう、だな。正直、一番まずい展開だ」

「どっちにしろ、今日は休んだ方がいい。今のままじゃろくな考えは浮かばない」

　怜れ王おは立ち上がって、帝たい輝きの肩を叩たたいた。

「あいつと次に会うのは、まだ少し先だ。それまでに、少し考えりゃいい。対策をな」

「怜王……」

「……オレだって、お前たちを殺したかったわけじゃない。わかり合えさえすれば、また一緒に戦えるはずだ。オレたちみたいにな」

　そう言って笑う怜王。

「世話をかけたな。面倒もかけた」

　そう言って怜王が手を差し出すと、帝輝は小さく笑って手を握った。

「いや、わだかまりがなくなって何よりだ。これからもよろしく頼む」

　力強く握った手に、お互いの確かな絆きずなと、頼もしさをふたりで感じる。

　──大丈夫。君きみ尋ひろにだって、きっと事情があるんだ。

　帝輝は怜王から伝わってくる温ぬくもりに安らぎを抱きながら、今はいない君尋を案じた。














第四章　神弑し





『ＬｏＲ３』。

　シリーズ屈指の高難易度を誇る同タイトルだが、第五部はその中でも極めつけだ。

　敵の数や強さといった基本的な部分は当然のこと、知っていないと避けられない罠わなやあまりにも嫌らしい敵の配置等々、枚まい挙きよに暇いとまがない。

　少しでも運に頼らないよう緻ち密みつに戦略を練り上げ、将来を含めた育成計画すら必要になってくる。上う手まく育成計画通りに進んだとしても、ステータスにギフト構成を合わせることができなければ楽になることはない。力か守備か、あるいは器用さか、そういった伸びるステータスによっても、展開は変わってくるのだ。

「第一部から第四部にかけて、俺たちは理想的なレベルアップができているはずだ」

「ステータスの方も順調に成長しているな」

　しかし、ここまで帝たい輝きたちは幾つかのトラブルはあったにせよ、問題ない形で進んでいた。帝輝と怜れ王おはお互いにクラスメイトらのリストを見て、確認をしている。

　今は森にある城の中で、第五部に入る前の準備をしている。次のマップの説明と、今後の方針を決めていた。会議室には帝輝と怜王のクラス、合わせて十人ほどがいる。

「ただ、順調ではあるが、かといって楽観できる状況でもないんだよな。第五部をクリアする前提条件がどうにか整っているだけだから」

「ゲームをやっている時はクリアできないと気付いたら、最初からロードするんだ」

　怜王と帝輝の物言いに、品しな川がわや滝たき脇わきは少し訝いぶかしげだ。

「確かに今までに比べれば難易度は高かったように思うけどさぁ」

「言うほどか？　いざという時にはリーダーがいるし、揃そろっているギフトや武器、魔法については話を聞く限りじゃゲームよりもいい案配になってるみたいだが」

　帝輝と怜王は、揃って微妙な表情を浮かべる。

「相手がこれまでと一緒の敵ならな。第五部から敵は神の軍勢になる」

「神の軍勢って『ＬｏＲ２』の最後で戦ったような？」

　滝脇が思い出したように眉まゆを顰ひそめた。

「そうだ。こいつらが『ＬｏＲ３』になって、腹立たしいパワーアップを遂げている」

「前回の『ＬｏＲ２』の〈サクリファイス〉的な？」

「一言じゃ説明できないから、ひとつずつ説明するが、持ってるギフトが多くてアホかと叫ぶぐらい有用なんだよ」

　帝輝はゲームでの攻略を思い出したのか、苦い表情を浮かべる。

「まずＨＰヒツトポイント吸収ギフト〈ヴァンパイア〉、攻撃を回避した際に反撃が必ずクリティカルになる〈カウンター〉、毎ターンＨＰを20％回復させる〈リカバー〉、ＨＰ１で必ず耐える〈スタンド〉、器用値の確率でダメージを無効化する〈フォートレス〉。これを全部持ったやつが、通常の敵として出てくる」

　滝脇や品川の顔が引ひき攣つった。「それが雑ざ魚こ敵……？」と、滝脇は呟つぶやく。

「生半可な攻撃は手痛い反撃を喰くらうことになるし、真っ当にダメージも入りにくい」

「特に毎ターンＨＰヒツトポイントを20％回復させる〈リカバー〉、ＨＰ１で必ず耐える〈スタンド〉のシナジーが厄介だな。こいつらはＨＰ１にしてからでないと倒せない」

　帝たい輝きと怜れ王おの説明に、この場に集まった者たちが少しずつ沈んでいく。

　勝てるわけがないと、顔に書かれていた。

「安心してくれ。俺たちはこれを打ち破るために、ここまで皆にやってきてもらったつもりだ」

　帝輝の言葉に軍師の面々が顔を上げる。

「〈ピアス〉。敵のギフトを完全無効化するパッシブギフトだ。うちでは椿つば姫きに、楓かえで、八や代しろに鳥とり居い、税ぜい所しよ、九く鬼きのエースに各自に持たせてるし、他にも何人か持ってる。毎ターンＨＰを20％回復させる〈リカバー〉だけは無効化できないけど」

「そういうことか。単に難易度がリーダーたちの戦略でどうにかなってる感じなんだな」

　滝たき脇わきが納得したように頷うなずいた。

「滝脇の計けい略りやく、〈虚無神域〉にも活躍してもらうぜ。それは、一時的な全ユニットのギフト無効化だからな。俺も〈ライトストリーム〉とか使えなくなるし、各種補正もなくなるけど、相手のギフト祭りに付き合うよりかはいいだろう」

「わかった。使うタイミングはリーダーが指示してくれるのか？」

「ああ、ある程度はな。ただ、必要だと思ったら、お前の判断で使ってくれていい。マップごとに一回しか使えないから慎重にな」

「おう」

　作戦会議が終了し、第五部が始まる。

　マップ15までのステージ──『ＬｏＲ３』屈指の死のロードと呼ばれるマップが……。





　　　　◇　◇　◇






　帝輝たちはマップ１から５までを順調に攻略していく。

　敵のギフトにはかなり苦しめられ、常にギリギリの戦いを強いられていたが、どうにか攻略は進んでいた。

　そして、次はマップ６──ここは、再び君きみ尋ひろと戦うマップだ。

　本来であれば、ここで君尋は仲間になる。

　前回の戦いはゲームだと、時間経過かある程度のダメージを負わせることで君尋たちは撤退するはずだった。

　それがなかった以上、ここで簡単に仲間になってくれるとは思えない。

「帝たいちゃん、いい？」

　作戦決行前、御み影かげが不安そうに帝輝へと近づく。

「どうかしたか？　そろそろ戦場に転送されるぞ」

「帝ちゃんを混乱させたくなかったから……言おうかどうか迷ったんだけど」

「いや、気付いたことは何でも言ってくれ。その方がありがたい」

「２－Ｃの人たちのことで……」

　君きみ尋ひろたちのクラスのことだとわかり、帝たい輝きの表情がさらに引き締まった。

「何か気付いたのか？」

「あの場にいなかったって可能性もあるし、私の見間違い数え間違いという可能性の方が高いことは先に言っておくわ。……彼ら三十九人しかいなかったの」

「三十九？　ひとり足りなかったって言うのか？」

「ええ……。でも、ゲームを進めていく中で亡くなったと見る方が自然かも……」

　確かに彼らクラスメイトたちのやりきれない表情を思い出すと、その可能性もあり得ない話ではない。

「いや……そうか。そういうこと、か」

「帝たいちゃん？」

　もちろん御み影かげの言う通り、死亡者が出たという方が自然だ。

　死亡者が出て、それを生き返らせるという条件を突きつけられたのかもしれない。

　だが、ひとつ、うっすらと別の可能性が見えてくる。

　あの時、君尋の言った言葉は、やはりヒントだったのだ。

「ありがとう、御影。油断はできないが、やっぱり、俺たちの絆きずなは消えていない」

「どういうこと、帝ちゃん？」

　御影は首を傾かしげて尋ねるが、

「帝輝様、そろそろ戦場への転送となります」

「わかった。御影、悪い。戦場に行った後で説明するよ」

「う、うん」

　御影が去って行くのを見計らい、エリスが帝輝の傍そばに寄って耳打ちする。

「帝輝様。戦場に向かう前にひとつ、お耳に入れておきたい情報が」

　エリスは普段、積極的に動くことはないが、今回は些いささか事情が変わっているらしい。

　彼女が動いていなければ、開発の期間中に真ま桜おは人知れずイレブンに殺されていたはずだ。

「実は……」

　もたらされた情報を聞き、帝輝は納得したように相あい槌づちを打つ。

「本当だな、それは？」

　帝輝が念を押すように確認すると、エリスは普段よりも深く頷うなずいた。




　エリスによって戦場に転送されると、そこは霧の深い峡きよう谷こくだった。

　切り立った崖がけが左右にクラスメイトたちを圧迫するようにそそり立っている。前も後ろも霧が原因でよく見えなかった。

「すごい霧。ほとんど見えない」

　椿つば姫きが周囲を見渡す。目印になるようなものすら見えず、不安気な顔を見せていた。

　他のクラスメイトたちも難しい顔をして、霧に辟へき易えきしている様子だ。

「……マスター、風で吹き飛ばしてみる？」

「いや、マップを変化させることはできないし、魔法がもったいないから控えておこう。敵の配置なら全部、覚えているしな」

　ゲームでは霧を晴らすことができない。

　自然な霧ではなく、魔力によって作られた霧という設定があるからだろう。

　霧は周囲の視界を奪い、敵がどこにいるかわからないというマップとなる。少なくとも初見でここをクリアできるプレイヤーはほぼ皆無だ。敵の配置をすべて覚えて、初めてここは攻略が可能となる。

「深い霧の中を、まず神の先遣隊が襲ってくるマップだ。倒したところで霧が晴れ、神の軍勢と君きみ尋ひろの軍勢に挟まれていることに気付く」

　帝たい輝きがクラスメイトに向かって説明を始めた。

　だが、クラスメイトの不安そうな表情が晴れない。

「２－Ｃのクラスはどうするの？」

　２－Ｃ、君尋のクラスのことを言われ、帝輝の表情が一瞬曇りそうになる。

　どうにか誤ご魔ま化かして、クラスメイトを鼓舞するように拳こぶしを握った。

「あいつらは必ず仲間にしてみせる」

　帝輝とて不安だらけだ。ぶっつけ本番だし、君尋の真意も確認が取れたわけではない。

　数少ない情報から事情を想像しているに過ぎなかった。

「作戦通りやっていこう。怜れ王お、凰おう楽ら、頼んだぜ」

「ああ、わかってる」

「皆にももう一度説明するが、霧が晴れて敵に挟まれていても落ち着いてくれ。ゲームの通りであれば、神の軍勢は争い合う人間たちを見下したまま、高みの見物をしてくるだけだ」

　すると、滝たき脇わきが手を挙げる。

「２－Ｃの軍勢だけが襲いかかってくる……でいいんだな？」

「ああ。もう一方の神の軍勢は、今の皆には太刀打ちできないほど強い。その間に君尋の問題をどうにかしてみせる」

　帝輝の言葉に、クラスメイトたちは神妙に頷うなずく。

「行こう！　シミュレーション・エントランス！」





　　　　◆






「はあああああああああああああっ！」

　椿姫の剣けん閃せんが燦きらめき、残っていたドラゴンがＨＰヒツトポイントをゼロにして倒れる。

　倒れたドラゴンは瞬く間に巨大な身体からだを消した。

「これで全部かな？」

　ドラゴンのユニットと共に出てきた神の先遣隊をどうにか攻略。

　彼らは敵の第一陣を片付けた。

「今のうちに回復と、強化をしておいて」

　御み影かげたちがクラスメイトたちに指示を出し、陣列を組み直しながら、周囲のユニットを回復させ強化していた。

「手早くね。そろそろ霧が晴れるわよ」

　そう彼女が語った通り、太陽の光すら差さなかった峡きよう谷こくに、少しずつ光が差してくる。

　霧を蒸発させるような陽ひ射ざしが、強く峡谷に降り注いだ。

　霧は少しずつフェードアウトするように消え、峡谷の全容が露あらわになっていく。

「出てきたわね……」

　御影が油断なく、北東側と南西側を交互に睨にらむ。

　視線の先に、敵が見える。

　北東側には銀の鎧よろいを着込んだ神の軍勢。

　南西側には様々なユニットの混成部隊──２－Ｃの、君きみ尋ひろの率いる軍勢だ。

「滝たき脇わき、品しな川がわ。２－Ａの人たちも行きましょう」

「ああ、任せてくれ」「任せなさいっての！」

　軍師たちの計けい略りやくが発動し、周囲のユニットのステータスが強化される。

　その間に、少しずつ君尋の軍勢は前進してきた。

「やあ、２－Ａと２－Ｂの人たち。覚悟はいいかな？」

　君尋は普段と同じ、穏やかな笑みを浮かべている。

　ところが、目の前にいる彼らを見み遣やると、すぐに訝いぶかしげな表情に変わった。

「おや……？　帝たい輝きと、怜れ王おがいないようですが？」

「残念ね。ふたりは、ここにはいないわよ」

「ほう……。だ、そうですよ、どうしますか？」

　君尋が何もない虚空に顔を向けると、そこに、ふっと音もなく何者かが現れる。

　イレブンだ。顔色もわからないような全身黒甲かつ冑ちゆう。見た目は虚きよ数すうユニットと変わらない。

　しかし、目の前に存在する虚数ユニットには確固たる意思がある。

『君尋。君はどう見る？』

「どこか別の場所に移動して、僕らを倒す隙すきを窺うかがっているというところでしょうか」

『君を──仲間を倒すのに全力ということか。それでこそ、我々がお膳ぜん立だてをした甲か斐いがあるというものだ』

　顔は見なくても、声で上機嫌だとわかる。

　機械のような音声だというのに、クラスメイトたち全員にわかったほどだ。

「上機嫌ね、あなた」

『伊い勢せ御み影かげだったか。当然だろう。我々は君たちの、極限における魂の輝きを見たいのだ。だからこそ、追い詰める。追い詰めて追い詰めて追い詰めて、極限状態で見せる人の想おもいを知りたい。役に立たない相手への罵ば倒とう、どうにもできずに死んでいく仲間への慟どう哭こく、そして、強すぎる力に叩たたき潰つぶされる指揮官への悪意』

　イレブンは腕を広げ、天を仰あおぎ、まるで酔っているように語る。

『味方と思っている者が敵になる。相手への悔恨無念未練落胆失望懺ざん悔げ。すべてが我々の力になる。絆きずなを繋つなげるのに不必要な感情を得んがために──』

「どーでもいいわ、そんなこと」

　御影が心底下らなそうに溜ため息いきを吐ついた。

「あなたの目的も事情もどうでもいいのよ。ただ、あなたのような人の感情もわからない輩やからが、人間を見下していることが私には我慢ならないの」

　クラスメイトたちの心情を代弁するかのように御影は語る。

　たとえ相手が人知の及ばない相手でも、クラスメイトたちの瞳は決して曇ることはない。

　神が敵だったとしても、打ち倒してやると言わんばかりだ。

「時間の無駄よ。さっさとかかってきなさい」

『いいだろう。ならば君きみ尋ひろよ──』

　イレブンは、御影たちを指さし、

『やれ』

　御影たちを破滅に追い込む、短い号令が響き渡った。
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「〈ライトストリーム〉！」

　帝たい輝きは敵に向かって斬きり込んだ。

「いくよっ！」

　凰おう楽らもまた帝輝に続いて、敵の陣を割るように突き進む。

　彼らのいる場所は、御影と君尋が対たい峙じしている場所ではない。

　反対側──神の軍勢の陣だ。

「奇襲しても意味はないらしいよ、帝輝……！」

「当然だろうな。ゲームで奇襲判定なんてないし！」

　神の軍勢に意思はない。

　だから突然襲われたところで、彼らはすぐに態勢を立て直す。

　神の軍勢たちが帝輝たちに反撃を始めた。彼らの持つ武器が次々とふたりを襲う。

「甘あめぇよ！　〈ラグナメティオ〉！」

　そこへ次々と流星のように矢の雨が降り注いだ。

　神の軍勢の外でふたりを、怜れ王おが矢でサポートしていた。

　帝たい輝き、怜れ王お、凰おう楽ら。その三人──否、五人が今、神の軍勢に立ち向かっている。

「エリス。わかるか？」

「大変申し訳ありません。まだ所在がはっきりとは……。マリスからも見つけたという報告はありません。位置情報の参照を切ったので、我々にも影響があります」

　ここにいるのはレベルマックスの三人とエリス、そして、マリスだ。

　マリスは怜王につき、エリスは帝輝の傍そばにいる。

「しかし、今回は本当に協力的だな？」

「今回のケースは、過剰なルール違反に当たりますので」

　彼女の答えに帝輝は眉まゆを顰ひそめる他ない。

「本当にお前らはなんなんだ？」

「問いに答えることはできません。私には帝輝様に教える権限がありません」

「まったく……。何が何だか。信用していいんだな？」

「はい。最初に述べた通り、私は貴方あなたがたの敵ではありません」

　帝輝はエリスの言葉を信じて突き進む。

「いくら斬きっても切りがないな！　こういう時だけ、チートにならないのか？」

「私に、そこまでの権限はありません」

　神の軍勢、百数体。

　虚きよ数すうユニットに近い強さ──いや、ギフト構成を考えれば、それ以上の強さと言える。

「〈ライトストリーム〉！」

　チートのような敵を相手に、帝輝たちは奮闘していた。

　何の当てもなく戦っているわけではない。目的があるからこそ、本来、戦わずともいい部隊に斬り込み、戦っている。

　だというのに、目的は未いまだに見つからない。

　度重なる武器の応酬で当然、帝輝たちのＨＰヒツトポイントは死へと近づいていた。

「まだ見つからないのか！」

「すいません……！」

　珍しくエリスが申し訳なさそうに目を微かすかに伏せている。

　だが、彼女はすぐに顔を上げた。

「マリスが発見したようです。ここから三時の方向」

「わかった！　凰楽、行くぞ！」

「オーケー！　斬り結べ、〈神剣オリジン〉！」

〈神剣オリジン〉の軌跡が神の軍勢を引き裂き、道を作っていく。

　凰楽の持つ〈ピアス〉のギフトは敵のギフトを無効化し、〈スタンド〉や〈フォートレス〉を発動させない。あっさりとＨＰを０にしていった。

「〈ストレイト・ストライド〉！」

　帝輝の身体からだが光り輝き、攻撃しながら敵陣内を駆けていく。

　神の軍勢を斬きり裂くように、西の方角へ全力で突き進んだ。

「あれか！」

　輝く神の軍勢の中にひとり、見慣れない別のユニットが存在している。

　光の中に紛まぎれ、わかりづらかったが、帝たい輝きは姿を捉とらえた。

　帝輝はさらに前へと邁まい進しんする。凰おう楽らも後をついていく。

　彼らに襲いかかろうと、神の軍勢が立ち塞ふさがるところを怜れ王おの矢が降り注いだ。

　見慣れないユニットは、神の兵に連れられ、遠ざかろうとしている。

「逃がすかあッ！　〈ソニックウェーブ〉！」

　帝輝の剣けん閃せんから衝撃波が生まれ、衝撃波は遠ざかる神の兵を斬り裂いた。

　そこを、凰楽の剣と怜王の矢が突き刺さる。

　神の兵のＨＰヒツトポイントは０となり、身体からだが消えていった。

「ふぅ。どうにかなったな」

　そこにはひとりの女子生徒がいた。

　彼女は今にも泣きそうで、不安そうな表情を浮かべている。

「あ……、２－Ｂの……？」

「助けに来た。やっぱり人質に取られてたか」

「ご、ごめんなさい、あたし……」

「いや、何も言わなくていい。大体、わかってる」

　帝輝は事情をそれとなく把握していた。

　君きみ尋ひろの言った、

『まるで「ＬｏＲ４」での、マップ12のようだと思わないか』

　という言葉。

　あれは、帝輝たちへの救難信号だったのだ。

『ＬｏＲ４』でのマップ12は、やむなく戦わされている軍勢を助けるために、人質になっているユニットを助けなければならないマップだ。

　君尋は帝輝たちだけにわかる形でヒントを流していた。

　ひとりいなかったという御み影かげからの情報。

「ご無事で何よりです」

　さらに、戦場に向かう前のエリスによる密告。

『ひとり、神の軍勢側に君尋様のユニットがおられます』

　すべての話を聞いて確信したのだ。

　君尋はクラスメイトを人質に取られていると。

　だからこのタイミングでは本来、敵かなわない神の軍勢に立ち向かえる三人で、救出作戦を強行した。

　もし、いるとすればこちらだろうと当たりをつけて。

「さあ、ここから脱出するぞ」

「援護するよ、帝たい輝き」

　帝輝と凰おう楽らたちは、怜れ王おのサポートを受けながら、神の軍勢の包囲から脱出。

　仲間たちの戦う場所へと向かった。
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『やれ』

　短い号令が響き渡った。

　しかし、君きみ尋ひろは動かない。

『どうしたんだね、動きたまえ』

　イレブンの言葉を無視し、君尋は自らのナビゲーター役、クリスと会話していた。

「無事に、終わったようです」

「そうか。ならば、茶番は終わりだ。〈レートオーバー〉」

　君尋が杖つえを構え、そこから魔力の波が放出される。

『!?』

　イレブンは、驚いたようにその場から飛とび退のき、君尋の攻撃を躱かわした。

「人質は無事に救出しました。もはやあなたに従う意味はない」

『ふん。システム側に余計なことをされたか。監視役とはいえ、御苦労なことだ』

「さあ、形勢逆転といきましょうか」

『僕に逆らう気か？』

「ええ。あの時は敵かないませんでしたが、レベルの上がった今なら、我々とて虚きよ数すうユニットでも、神の軍勢でも戦うことは可能です。それに……あなたの話は実に有意義でした」

『まさか、君は僕から情報を聞き出すために……？』

「ええ、せっかくのお誘いでしたから。人質を取られるとは思ってましたが、帝輝と怜王なら僕の言葉で必ず気付きます。そして、助けてくれる」

　君尋たちの敵シンボルを示す装備品の赤が、味方の青へと変化していった。

「〈神域戦陣〉。皆、反撃準備を」

「待ってたぜ！」「君尋君、言葉が少ないんだから」「やっぱ、戦う相手はこいつだよな」

　２－Ｃの生徒たちの表情も晴れ渡ったように明るくなった。

「さて、どうしますか？」

　イレブンが、疲れたように溜ため息いきを吐つく。

　人間ではないようだが、仕草は本当に人間らしい。

『……まあ、君に教えた情報はそこまで重要度の高いものじゃないからいいがね』

「見下してくれたままで結構。あまり障害を多くしたくはありませんから」

『そんなことを言わないでほしいものだ。僕はラストにとびっきりのものを見せてあげようと思っているのだから。希望と地獄をね……』

　イレブンは、肩の力を抜いたように身体からだをだらりとさせた。

『これはこれで有意義だったが、もう意義はない。……最後で待っているよ。足あ掻がくさまを、またそこで見せてもらうとしよう』

　ふっと幽霊のように消える。

　マップから、脅威がなくなったのだ。

「ふぅ。このマップはクリアも同然ですね」

　君きみ尋ひろがそう告げると、これ以上ないほどの歓喜の歓声が沸わき上あがった。
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　マップの攻略が終わり、帝たい輝きたちはこの日を過ごす城の中に入って、ゲーム上のイベントをこなす。

　早馬で来た初老の爺じいさんが、剣を恭うやうやしく帝輝に手渡した。怜れ王おと君尋も、別々に何かのアイテムを受け取っている。

「ようやく〈ルインブリンガー〉入手かよ」

〈ルインブリンガー〉を手渡される帝輝を見ながら、滝たき脇わきが複雑そうな表情で呟つぶやいた。

　イベントを終えた帝輝は、不機嫌そうにする滝脇に歩み寄る。

「お前、〈ルインブリンガー〉に恨みでもあるのか……？」

「いや、もっと前から持ってれば楽だったなって言いたいだけだ。ほら、リーダーの持ってる剣、いらんだろ。筑つく波ばに持たせるから早く渡してくれ」

「へいへい……容赦ないな」

　帝輝が中盤からメインで使っていた剣を滝脇に手渡した。

「世話をかけましたね」

　滝脇が去って行くと、君尋は開口一番、帝輝と怜王に頭を下げる。

「いや、随分と情報を取ってきてくれたようだしな」

「第三部終了時点で神の軍勢が立ち塞ふさがっちゃ仕方ねーって」

　帝輝と怜王が、それぞれわかってるといったように小さく頷うなずいた。

「残念ながら僕の権限は消されたようで、もう何もできませんけどね」

「そんなものはどうでもいい。またお前と一緒に戦えるだけでホッとする。お前が本当に敵にならなくてよかった」

　帝輝は心の底から笑みを浮かべる。

　その顔を見た君尋が意地の悪い顔を覗のぞかせた。怜王が隣で「またこいつ何かやる気かよ」とゲンナリした表情になる。

「ふふ。でも、流れのままに君と共に進むのも、盛り上がりに欠けますね」

「何を言ってるんだ、お前……」

　帝輝が訝いぶかしげな視線を君尋に向けた。

「僕は全力の君と戦いたいという欲求もあるんですよ。そういう意味では、敵のままでもよかった」

「何言ってんだ。だったら模擬戦でも──」

　帝たい輝きの提案に君きみ尋ひろは首を振る。

「それでは味気ない。だから」

　そう言って君尋が取り出したのは、一枚のコインだった。

「このコインに委ゆだねましょう。僕が君らの味方になるか、敵になるかを。これが、僕のキャラらしい言動でしょう。ぞくぞくしてきませんか？」

「それはお前自身のキャラか？　お前が扮ふんするヘルゼのキャラか？」

「さて……どちらでしょうね」

「君尋。本気か？」

　怜れ王おが問うと、君尋は不敵な笑みを浮かべて頷うなずく。

「……いいだろう」

　帝輝が承諾すると、コインの両面を帝輝に見せた。盾の紋章が描かれた側と、十字の周りに文字の彫られた側があるコイン。

　君尋は軽く、指で弾はじいた。

　回転しながら上へ、上へ。

　上昇するエネルギーを失ったコインは重力に従い、落ちてくる。












　君きみ尋ひろは手の甲で受け止め、すぐにもう片方の手で被かぶせた。

「表か、裏か。どっちだい？」

　彼が敵になるか、味方になるか、運命の選択肢。

　だというのに、帝たい輝きが仕方なさそうに笑った。

「裏」

「じゃあ、僕は表だね」

　君尋が、ゆっくりとコインに被せた手を退ける。

　コインが見せていた面は、十字が彫られている方だった。

「……裏だね」

　君尋が小さく呟つぶやいた。

「これで、晴れて僕は君の仲間だ。今後もよろしく頼むよ」

　差し出される右手を、帝輝は強い力で握る。

「ああ。頼りにしてる」

　帝輝は握手をしながら君尋を見た。

「なあ、君尋」

「なんだい？」

「そのコイン、初めて見るけど、そっちが裏でよかったのか？」

　すると、君尋は肩を竦すくめて笑う。

「言わぬが花、でしょう」

　君尋の言葉に、三人はお互いに肩を抱きながら笑い合った。

　それは、いつも部活で見せる彼らの姿だった。
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「さて、シチュエーションは相当考えたけど、明日の作戦はこんなところか」

　帝輝と怜れ王お、そして、君尋。

　他クラス内で指揮を執とる面々を前に、帝輝たちは城内での会議を切り上げる。

　明日は第五部のラストとなる戦場、マップ15。

　第一部からの通算だと、マップ50だ。ここまで百日という時間をかけてきたことになる。

「ここまで考えれば充分でしょう。最悪の事態も想定できています」

「はははは。まあ、あり得るかよ、ってのも結構あるけどな」

　君尋と怜王も疲ひ労ろう困こん憊ぱいながら何枚もの羊よう皮ひ紙しに書かれたシチュエーションを見ながら、達成感のある表情を浮かべていた。

『敵の数が倍の場合』『配置がまったく違う場合』『乱数に嫌われ、武器が尽きた場合』『〈フォートレス〉ギフトの連続発動をされた場合』『敵ステータスが倍以上だった場合』

　他にも腐るほど、考えられる限りのシチュエーションが羅列されている。

　現実に戻った時のことも書かれていた。

「飛行機の脱出手順も問題ないと思うわ。『ＬｏＲ３』をクリアできれば、現実に戻る。彼らはそう言ったのよね？」

　御み影かげが確認するように君きみ尋ひろに問う。

「ええ。ただ、彼らが嘘うそを吐ついている可能性もあります。希望を見せたところで、覆くつがえす……あり得ない話ではなさそうですけどね」

　君尋が眼鏡の位置を直しながら言うと、帝たい輝きの傍そばにいたエリスが首を振った。

「いえ。ここが最後です」

　会議の参加者たちが全員、エリスを見る。

「だから、エリス。俺たちはなぜそう言えるのかが聞きたいんだが。確かにストーリー的には『ＬｏＲ３』で一区切りつくけど……」

『ＬｏＲ』『ＬｏＲ２』『ＬｏＲ３』が、ユグド大陸編となる。

　他では『ＬｏＲ４』と『ＬｏＲ５』、そして『ＬｏＲ６』と『ＬｏＲ７』が、それぞれシリーズ物となっている。『ＬｏＲ８』は完全に独立タイトルだ。

「本当に何者なんだ、お前は」

「申し訳ありません。私にはお答えする権限がありません」

「またかよ……」

「まあまあ、帝輝。彼女が味方ってだけでもありがたいじゃない」

　椿つば姫きが帝輝を宥なだめる。

「エリスさん。脱出するってことになると、明日で最後になるけど、よろしくね」

「はい。椿姫様」

　エリスが今までにない穏やかな笑みを浮かべて、優しげな瞳を椿姫に向けた。

　帝輝はこんな顔できたのかと驚くばかりである。

「さて。じゃあ、解散するか」

　会議室を出て、各々がそれぞれ散らばっていく。

　帝輝は椿姫、真ま桜お、御影を伴って、気分転換がてら城内を歩き回った。

　城内ではＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターも多いが、さすがに三クラス百二十人近くになると、学園の生徒たちの姿もよく見られる。

　休憩所のようなスペースでは、城中ＮＰＣのメイドさんを横に女子の四人組が話をしていた。四つの椅い子すにテーブル、その上には飲み物やお菓子が並んでいる。しっかりと休憩を満喫していた。

「あ、帝輝さん」「なんだ、あんたかよ」「どもどもっす」「やっほ。会議終わったー？」

　楓かえでと梨り夢むのグループだ。税ぜい所しよと九く鬼きもいる。

「あれ？　鳥とり居いがいないな」

「うちら別にそんなべったりしてるつもりないんだけど。亞あ弓ゆみなら水み無な瀬せと一緒に、保ほ科しなを弄いじりに行ってる」

「そ、そうか。ほどほどにな」

　冷や汗を浮かべながら、帝たい輝きはふと気になったことを問う。

「何を話してたんだ？　飲み物とかお菓子っぽいものとか、たくさんあるけど」

「現実に戻ったらのことを話してただけだっての。大したことじゃないわよ」

　梨り夢むは面倒くさそうな表情を浮かべた。

「梨夢っちは、何か部活に力入れたいとか言ってたっすよ」

「あ、馬鹿！」

　梨夢が対面にいる九く鬼きの口を塞ふさごうとするが、九鬼が身体からだを引いてしまい、梨夢の腕は届かない。

　諦あきらめた梨夢が不機嫌そうに眉まゆを顰ひそめて、ふん！　と顔を逸そらす。

「弓の腕がまだまだ未熟だって気付いたからね。もっと精しよう進じんしないとダメって思ったのよ」

　そう言って恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「お前には随分助けられたけどな。俺の武器が弓だったらと考えたらぞっとするよ。当てるのが精一杯だったはずだ」

「あたしだって同じよ。剣だったらどうにもならなかったわ。あたしは剣道のことなんてほとんど知らないけど、あんたの剣はすごく頼もしく見えたし。それなりに、強いんじゃないの、あんた？」

　すると、椿つば姫きが嬉うれしそうに答える。

「うん。こう見えて、帝輝は強いんだから。なんで辞めちゃったのかわかんないし」

「騙だまされるなよ。こいつの方がもっと強いぞ。俺、こいつに勝てたことほとんどないし。面打ったら、もう目の前にいないからな」

　呆あきれたように言う帝輝に、少し梨夢が興味を示す。

「へぇ……。確かに剣道部の話はよく聞いてたけどね。結構、色んな大会でいい成績残してるって。まあ、うちらの学校、そんな部活ばっかりだけどさ」

「インターハイで優勝する予定の女だからな」

　帝輝が真面目まじめに言うと、九鬼と税ぜい所しよが「ひゅう」と口笛を吹いた。

「も、もお、帝輝！　プレッシャーかけないでってば」

「期待してる」

「だ、だからあ～！」

　帝輝と椿姫のやり取りを見て、梨夢が少し意地悪そうな顔をする。梨夢の表情に気付いた楓かえでが、何をする気だろうと心配そうな表情になった。

「ま、それはともかくとして、リーダー。約束は忘れてないわよね？」

「約束？」

「え～。忘れちゃったの～。あたしとの、大切なヤ・ク・ソ・ク」

　梨夢が立ち上がって、しな垂れかかるように帝輝に身を寄せる。

　楓が手を噛かみながらあわあわと慌てて、九鬼と税所はなぜか顔を伏せるようにして机に突っ伏した。

「え……」「なにそれ」「……む」

　椿つば姫きが顔色を失ったように青ざめる。

　御み影かげは梨り夢むに対して目つきを鋭くし、真ま桜おは真桜で不機嫌そうになった。

「え？　そ、そんな大切な約束したっけか？」

「ひどいなー。女の子との約束忘れるなんて、保ほ科しなみたいになっちゃうぞ」

　梨夢が本気で言っていないのは態度でわかるが、椿姫たちはそうは認識できない。

　そして、梨夢は本気ではないが、嘘うそは言っていなかった。

「ちょ、ちょっと帝たい輝き！　何を約束したの!?」

「い、いや」

「帝たいちゃん。どんだけ増やすつもりなの!?」

「何をだ!?」

「……マスター、すけこまし？」

「勘弁してくれ！」

　そこで良心の呵か責しやくに耐えきれなくなったのか、

「梨夢さん！　悪ふざけはダメですよぅ！　帝輝さん、学食の話です！」

　楓かえでが叱しかるように言う。

「あ、ああ！　奢おごりの話ね」












「ああ、もう楓かえで。バラすの早すぎ！　もっと面白いものが見られたかもしれないのに」

「うひゃははははははははははははははは！」「いひひひひひひひひひひひひひひひひ！」

　顔を伏せていた九く鬼きと税ぜい所しよが身体からだを起こし、腹を抱えて大声で笑った。どうやら必死で笑いを我慢していたようだ。

　からかわれたとわかった椿つば姫きは真っ赤になっている。御み影かげと真ま桜おは居心地が悪そうに、素知らぬ顔をした。

「ちゃんと覚えてるよ。学食の無料チケットもあるし、何でも頼んでいい」

「ま、それはそれで頼んだわよ。面白いものも見られたし、満足したわ」

　帝たい輝きたちは挨あい拶さつをして、その場を立ち去る。

「なんでもかんでも軽々しく女の子と約束しないの！」

　と、帝輝は椿姫に叱しかられたが。

　それから次に遭そう遇ぐうしたのは紗さ蘭らんたちだった。

「あ、お兄ちゃん。会議終わった？」

「ああ。終わったよ」

「椿姫ちゃんたちもお疲れ様」

　紗蘭は副委員長の清せい閑かん寺じ、谷たにに藤ふじ大おお路じと大人しめの女子たちとお茶を飲みながら話をしていたらしい。

「何を話してたんだ？」

「紗蘭の歌を聴かせてもらってたのよ。いやー、やっぱり紗蘭の歌っていいわよね」

　副委員長がうっとりしたように呟つぶやく。谷と藤大路も同じように頷うなずいた。

「あ、いいないいな。紗蘭ちゃん、あたしにも聴かせてよ」

「俺も聴きたいな」

　すると、紗蘭は頬ほおを染めて俯うつむいてしまう。

「そ、そう改まって言われると恥ずかしいし……ダメ！」

「えー、けちー」

　椿姫が唇を尖とがらせて、がっかりしたように言う。

　それを見て、紗蘭は慌ててフォローをした。

「む、向こうに戻ったら、ちゃんと歌うから」

「ホント？　約束だからね！」

　椿姫が紗蘭を抱きしめて笑みを浮かべた。

　紗蘭たちは用事も終わったのか、帝輝たちに別れを告げて風呂へと向かう。

　帝輝たちも部屋へ戻った。

　すると、凰おう楽らが今まさにそこを出て行こうとするところだった。

「お帰り。と言っても、僕はこれから、ちょっと別の部屋に行ってくるんだけど」

「え？　またかよ。そんなに俺と寝たくないのか？」

「……誤解されるような言葉を使わないようにね、帝輝。単に椿姫ちゃんに悪いと思ってるだけだよ。今日も一緒に寝るんでしょ？」

「……まあ、そうだけど」

「僕としては帝たい輝きと話すことはもうないからね。椿つば姫きちゃんとは明日に影響が出ない範囲で仲良くするといいよ」

「なんだ、そりゃ」

「言葉通りの意味だって。それじゃあね」

　意味深なことを言って、凰おう楽らは笑いながら部屋を出て行った。

「まったく。あいつは……」

　凰楽を見送ってから、帝輝は一いつ旦たん、共同の風呂に向かう。

　男子が入っている風呂では、すでに何人かのクラスメイトたちがくつろいでいた。

「お、リーダー。明日はよろしくな」「頑張ろうぜ、絶対生きて帰るぜ、俺」「ぶっちゃけ、この世界のままでよくね？　戻ったら、またあのふたりに責められるんだけど」「リア充ってか保ほ科しな爆発しろ」「ホントだよ、愛じゃなくてお湯に溺おぼれて死ね」

　数人の男子たちと、たわいのない話をしながら、この世界の最後の時間を過ごす。

　身体からだを洗い終えて風呂を出た帝輝は、少し緊張した面持ちで部屋に戻った。

「あ……」

　簡かん素そな布でできた寝間着に着替えた椿姫がベッドの縁に座っている。

　彼女は足をブラブラさせながら、戻ってきた帝輝に笑顔を向けた。

「よう。お前も風呂入ってきたのか」

「うん。最後だからね」

「そう、だな」

　そう言って帝輝は椿姫の隣に座る。

　湯上がりらしく、どこで手に入れたのか独特の香料が鼻孔をくすぐった。現代にはない不思議な香りだ。

「えへへ……」

　椿姫は甘えるように帝輝の肩に頭を乗せる。

「どうしたんだ？」

「いいじゃん、別に」

「いや、まあ、いいけどさ」

　しばらくそうしていると、

「……あのね。御み影かげさんと真ま桜おさんに宣せん戦せん布ふ告こくされちゃった」

　椿姫はぽつりと呟つぶやくように言った。

「宣戦布告？」

　帝輝は素すっ頓とん狂きような声で、オウム返ししてしまう。

「御影さんには帝輝は現実で絶対に取り返すなんて言われて、真桜さんにはマスターに現実で傍そばにいさせたいって思わせるから、って」

「……そう、か」

「帝たい輝き、モテるね」

「からかうなよ。ほら、吊つり橋ばし効果的なものがあるだろ」

「ふーん。乙女の恋心をそんなもので片付けちゃうんだ？」

「い、いや……」

　少し戸惑った表情を浮かべていた帝輝だったが、すぐに真面目まじめな顔になる。

「でも、現実で彼女たちを助ける手助けはしたいんだ。言った手前ってのもあるけど、事情を聞いたら、黙ってられないしさ」

　すると、椿つば姫きは優しげな表情を浮かべて小さく頷うなずいた。

「ちょっと複雑だけど、でも、その方が帝輝らしいよ。あたしにも、手伝えることがあったら言ってね」

「ああ、その時は頼むな」

　そこから帝輝の表情は真面目を超えて、気難しそうに眉まゆ根ねが寄る。

「現実に……戻ったらの、話、だけど」

　口に出した端から声が震えていた。口調が辿たど々たどしくなってしまい、言葉が滑なめらかに紡つむげない。

　いつの間にか、膝ひざの上で握っていた拳こぶしは痙けい攣れんを起こしたように揺れている。

「帝輝……」

　椿姫は帝輝の手に、そっと自分の手を重ねた。

　帝輝の手だけではなく、心を温めるように優しく。

　帝輝の震えは、ゆっくりと収まっていった。

「帝輝、不安なの？」

「……………………正直に、言えばな」

　そう問われ、帝輝は訥とつ々とつと漏らしていく。

「皆、現実に帰れることを疑っていない。だけど、俺たちには最後の戦いが残ってる。戦いが終われば、今度は飛行機からの脱出だ。シミュレーションは何度もやった。最悪の事態も想定してる。でも、絶対に大丈夫だって保証はない。ゲームの攻略も、飛行機からの脱出も……」

　帝輝の握った拳に少しずつ力が入っているのが、椿姫にも痛々しいほどわかった。

「皆、現実で何をしようかって言ってた。約束だってしてる。もし、もし、俺が下へ手たを打てば、皆の夢を、希望を打ち砕くことになる。皆の望みが果たせなかったら……誰か死ぬことにでもなったら……そう思うと」

　帝輝の表情が少しずつ青白くなっていく。

　不安を隠せない。

　皆の前では弱音を決して見せないよう振る舞っていたが、こうして最終局面に来ると身体からだが自然と震えていた。

　表情も、いつもとは違う気弱なものになっている。

　こんなではいけない。

　しっかりしなくては。

　心を奮い立たせようにも、なかなかそう上う手まくいかない。

　だが、

「大丈夫だよ」

　椿つば姫きがそう言って、力の籠こもった帝たい輝きの拳こぶしの指を一本一本解いていく。

　椿姫は帝輝の手を両手でしっかりと包み込んで、自身の胸に抱えた。

「……椿姫？」

「気付いてたよ。ずっと、不安そうな顔してたの。でも、あたし、不器用だからなんて言っていいかわからなかったから……。ようやくあたしに言ってくれたね」

「椿姫は怖くないのか？」

　椿姫はふるふると首を振る。

「死ぬのは怖いけど……でも、元々死ぬ運命だったのを凰おう楽らが止めてくれて。そして、帝輝はいつも希望を見せてくれる。だから、どんな結果になっても後悔しないよ、あたし。ただ、もし死ぬ時は帝輝の傍そばがいいかな」

「椿姫……」

「帝輝は希望だけを見てていいよ。皆だって強くなった。あたしだって強くなった。帝輝にだけに背負わせないから」

　椿姫の手に力が籠もる。

「戻ったら……手始めに頂点を見てくるよ。今回のことはいい経験になったって言えるように」

　そう語る椿姫の瞳には、強い光が灯ともっていた。

　必ず帰る。

　そう語っているかのように。

「そう、か。お前は、強いな」

「ううん。帝輝が強くしてくれたんだよ。だから……心配しないで。きっと、皆同じだから。全力を尽くした先に、未練なんてきっとないから」

　帝輝の表情が少しずつ和やわらいでいく。

　あれほど心を侵食していた不安とプレッシャーが消えていく。

　むしろ程よい緊張感へと変化していた。

「椿姫」

「ん？」

「俺はこれからも、お前と……皆と一緒にありたい」

「うん」

「絶対に、こんなことで命は落とさせない。絶対に皆で生き延びよう」

　帝たい輝きは椿つば姫きの背中に腕を回し、力を込めて抱きしめた。





　　　　◇　◇　◇






　静かな朝が来る。

　鳥の囀さえずりも、動物の遠とお吠ぼえも、昆虫の鳴き声もない。

　海かい鳳ほう大学付属高等学校に所属する二年生たちが起き始めると、各々がいつものように支度をして、装備を整えた。

「帝輝、大丈夫？」

　帝輝が主人公ロンメルの服を着終わると、同じように銀の装備に身を包んだ椿姫がやってくる。

「ああ。もう着替え終わった」

「そろそろ皆集まるから、早めにね」

「わかった。すぐに行く」

　帝輝は不思議なほど落ち着いていた。これも椿姫が傍そばで寝ていてくれたおかげかもしれない。彼女のためにも、クラスメイトのためにも、神を打倒し『ＬｏＲ３』をクリアするのだ。

　今日で、すべては終わる。

「作戦は問題ない。ありとあらゆるシチュエーションも想定した。大丈夫」

　両手で頬ほおを叩たたいて気合いを入れて、皆の待つ場所へ向かった。

「よう、よく寝られたか？」

「寝不足には見えませんがね」

　途中で、怜れ王おと君きみ尋ひろが帝輝を出迎える。

「おかげさまでな」

「椿姫が一緒に寝てたんだろ」

「相変わらず仲のいいことですね」

「……お前らまでからかうのか」

　がくりと力が抜ける帝輝。

「でも、皆同じようなものですよ。昨日は全員が大事な人と過ごしていたみたいですしね」

「で、君尋。お前自身はどうしてたんだ？　怜王も」

　帝輝が尋ねると、ふたりは言いにくそうに顔を逸そらした。

「お前らだってやることやってんじゃねーかよ！」

「帝輝ほどじゃねーよ！」

　軽口を叩きながら三人は、クラスメイトたちの集合している城外の広場に到着。

　すでに全員が揃そろっており、三つのクラスはそれぞれ固まった状態で分かれていた。

　皆、余計な力が抜けたように、晴れやかな顔をしている。

「さ。お互い、クラスメイトたちに、最後の檄げきでも飛ばすとするかね」

「ええ。士し気きを落とさないで下さいね」

「俺、こういうのは慣れてないんだけどな……」

　怜れ王お、君きみ尋ひろ、帝たい輝きは、クラスメイトたちの輪に入っていった。

　道を空けられ、帝輝は中を進んでいく。

　中心まで行くと、皆が帝輝に注目した。

「リーダー、何か言え」「士気がぐーんと上がるようなヤツ」「女の子にモテる方法でもいいぞ」「わたしは男の子とでもいいんですけど……」「楓、あんたは黙ってなさい」

　皆が好き勝手なことを言って、帝輝を苦笑させる。

　深呼吸をして帝輝はクラスメイトたちを見回した。

「まずは礼を言わせてくれ。皆、よく生き残ってくれた」

　真面目まじめなこと言ってんじゃねー、とか大変だったよねー、といった言葉が飛ぶ。

　ここまで楽なことは何一つなかった。

　死にかけたこともあったし、他にも何度も危険なことがあった。

　だが、皆、生きてここにいる。

「俺がクラスの指揮を執とることに不満はあったと思う。割り当てられたユニットが嫌だったやつもいると思う。それでも文句も言わずに俺に従ってくれて、本当に嬉うれしかった。だから、本当に俺は皆に数えきれないぐらいの礼を言いたい」

　帝輝が言葉を重ねるにつれ、少しずつクラスメイトたちの声が少なくなっていった。

　皆、真面目に耳を傾けている。

「これが最後の戦いだ。俺は全力で指揮を執る。皆のレベルも最大で、ようやく俺も皆と共に戦う準備ができた」

　帝輝が鞘さやから己の剣を抜く。

　魔剣〈ルインブリンガー〉を。刀身が帝輝の意志の強さを示すように力強く反射した。

「この世界は……正直に言えば楽しかった。俺の理想を体現したみたいで、きっと二度とない経験だ。けど、ここには残念ながら未来がない。酷ひどく閉じた世界だ。俺たちは未来のない世界にいる」

　帝輝は天に向けて、剣を掲げる。

「取り戻そう。俺たちの現実を。俺たちの未来を！　俺たちの、すべてを!!」

　わあっと大きな歓声が上がり、クラスメイトたちも拳こぶしを突き上げる。

　次いで怜王と君尋たちのクラスからも喝かつ采さいが上がった。

「よっしゃ。最後の戦いだな」「絶対に生きよう！」「背中は絶対に守ってみせるから！」

　皆のモチベーションも最高潮に達したようだ。

　そこへ、静かにエリスが帝輝の傍そばへと歩み寄る。

「帝輝様。お時間です」

「わかった。皆、準備はいいな？」

　クラスメイトから次々と同意の声が上がった。

　力強く頷うなずく者もいれば、勢いよく鼻を鳴らす者もいる。

　準備ができていない者は誰もいない。

　皆、テンションも士し気きも万全な状態だ。

「ご武運を、帝たい輝き様」

「ああ……エリス、達者でな」

「それは戦いが終わった後に仰おつしやってください」

「そうだったな」

　帝輝たちは次々と消えていく。

　第五部、マップ15。

『ＬｏＲ３』のラスボスが待つ天空の城へ、転送された。




　風景が一変する。

　石造りの城が見えていた景色から、大理石を磨いたような城の中へと。

　無事、戦場へと転送されたらしい。

　確かにここは最後のマップの風景とまったく一緒だった。

「あれ？　ここ前回も来たところじゃね？」「あ、確かに」「でも、少し違うような……」

　クラスメイトたちが不思議そうな声を上げる。

「『ＬｏＲ２』と同じ空に浮かぶ城だからな。ただ、主あるじが違うから仔し細さいは違う」

「なんだ、手抜きか？　使い回しか？」

「い、いや、そういうことじゃないと思うんだが……」

　帝輝が言い訳じみたことを言っていると、ふと梨り夢むが呟つぶやく。

「他のクラスの人たちは？」

「り、梨夢さん！　昨日帝輝さん、言ったじゃないですか。別の場所から進撃することになってるって！」

「そうだっけ？　ごめんごめん」

「梨夢は結局、最後まで相変わらずね。だから弓道部の顧問にも怒られるんだよ」

「亞あ弓ゆみ、うっさい。隙すきあらば曲きよく芸げい撃うちするあんたに言われたかない」

　いつも通りな会話の中、奥の方から少しずつ空気の変わる気配がする。

　れっきとした感覚があるわけではない。しかし、何度もやっていくうちに少しずつわかるようになってくるものだ。

　予測通り、視界の奥でひゅんひゅんと奇き怪かいな音を立てて、次々と神の精せい兵へいたちが現れた。

「おいでなすったな」「代かわり映ばえしないけどね」

　滝たき脇わきと品しな川がわが、敵を見て息を呑のむ。

「帝たいちゃん、行きましょう。号令を」

　御み影かげが帝輝に促うながした。

　帝たい輝きは〈ルインブリンガー〉を鞘さやから引き抜き、敵に向ける。

「全員、武器を取れ！　行くぞ！　シミュレーション・エントランス！」




『貴様ら人間の力、確かに見させてもらった……。私を乗り換えて、進むがいい……』

　ラストマップの中間にいたボスのＨＰヒツトポイントを０にすると、連動するかのように壁がガラガラと音を立てて崩れていく。

　奥には、城の下層部へ下りていく階段があった。

「なんか不気味ね。暗いわけでもないのに……」

　階段の両脇の壁には、不思議な光源が幾つも浮いているが、光が押されるかのように闇やみが渦巻いているように見える。

　御み影かげの言う通り、あまり進みたくないという不安感が煽あおられた。

「行こう」

　待っていても仕方ないというように、帝輝が先頭を切って進む。

　残っているのはラスボス──サルバシオンだけだ。

　倒せばゲームクリアとなる。歩みを止める必要は何もない。

　クラスメイトたちは士し気きを落とすことなく、隊列を整えたまま階段を下りていく。

「出るぞ！」

　十数分ほど下り続けたところで、強い光源がクラスメイトたちの目に入ってきた。

　階段の壁が消え、広いスペースが眼下に広がる。

　階段は、広間の外周部分に繋つながっていた。

　丁度帝輝たちから見て、西と東にある階段にも人の姿が見える。怜れ王おと君きみ尋ひろたちだ。

　地上部分の中央には、ラスボスがひとり鎮ちん座ざしている。

　帝輝たちは階段を下りきって、玉座に座るサルバシオンと対たい峙じした。

　以前の時と同じく神器しかダメージを与えられないラスボス。厳密に言うと、ダメージを与えられないわけではないが、〈ルインブリンガー〉や〈オリジン〉などの神の武器以外による武器はすべてダメージ１に抑えられてしまう。人の武器が効かないという設定になっているのだ。

　サルバシオンは立ち上がり、




『ようやく来たか』




　ゲームの台詞せりふではない。

　声も違う。

　サルバシオンの最初の台詞は、『人間よ、ここまで辿たどり着つくとは驚嘆に値する』だ。

　目の前にいる者から聞こえてくるのは、間違いなく意思ある虚きよ数すうユニット──イレブンの声だ。

「ラスボスは、お前か」

　帝たい輝きが睨にらみながら問う。

　姿形はゲームで見たままだが、穏和そうな表情はゲームとはまったく違う。

　同じなのは見た目だけだ。

『そういうことだ。僕が君らに絶望を与えることで、僕は目的を果たそう』

「………」

『あとはこのサルバシオン──僕を倒すだけだ。君らは充分に僕らに実りを与えてくれた。僕らを目的へと近づけてくれた』

「………」

『しかし、君らからはまだ絆きずなの輝きを感じるのだよ。隠された絆を。君らの絆の成る様を見せてほしい』

　帝輝は不満そうに鼻を鳴らす。

「お前の目的が何かなんて興味はない。ただ、俺たちは現実へ帰る。そのためだけにここへ来た！　攻略させてもらうぜ！」

　帝輝が〈ルインブリンガー〉を抜き、

「そうだぜ。オレたちは絶対に生きて現実に戻るんだ！」

　怜れ王おが〈ダークアロウズ〉を構え、

「ステータスは万全。僕たちは勝つためのことはすべてやってきました。覚悟を」

　君きみ尋ひろが〈ヴェルクウェイブ〉の杖つえを掲げる。

　クラスメイトたちも一斉に武器を構えて戦いの準備をした。

　それを眺めて、サルバシオンに扮ふんするイレブンはニィと不気味に口端を吊つり上あげる。

『君らは現実に戻りたいのか？』

「ああ、当たり前だ」

　イレブンが両手を天へと掲げる。

『ならば、戻してあげよう。今すぐに！』

　刹せつ那な。

　パキンと、乾いた音を帝輝の耳は捉とらえた。

　風景が、視界が、ひび割れていく。

　卵の殻を剥はがすように、この世界が破壊されていった。

　瞬まばたきをするような間もなく。

　城内だった風景が、一気に剥がれていく。

「こ、これは……」

　帝輝たちの目に飛び込んできたのは──飛行機の客室だ。

「現実……？」

　モニターを通して見えているような感覚が、実感を伴うのに時間はかからない。

『ＬｏＲ』の世界がすべて剥がれ落ち──。




　帝たい輝きたちが現実へと帰還した。




　紛まぎれもなく、現実の飛行機の中だった。

　窓から見える風景は記憶に残っているように暗い雲の中で、飛行機も大きく揺れている。

　帝輝たちは通路を埋めるように立っていた。

　服装はそれぞれのキャラクターの装備のままであり、アイテムもまた持っている。馬や鳥なども窮屈そうに飛行機の中にいる。

　隊列の先頭にいる帝輝たちの目の前には、サルバシオン扮ふんするイレブンがいた。

　揺れる飛行機の中で、教師や一般客の者たちは何が起こっているのかもわからず混乱し、騒ぎ立てている。

　しかし、戸惑うような暇もない。

『さて……まずは、この狭い中をどうにかしようか』

　天井に向けてイレブンが手を掲げる。

　機体中央の天井が、バキバキと嫌な音を響かせた。

　真四角の亀き裂れつが、徐々に大きくなっていく。

「マズい、この音は……！　天井が壊れるぞ！」

　委員長の伊丹いたみが叫ぶ。

　それを聞いて、すぐに動いた者がいた。

「轟とどろけ、空よ。蒼そう穹きゆうの下に、かの裁きの刃やいばは──」

　君きみ尋ひろだった。手に持った杖つえを掲げて、彼はいち早く反応し、魔法の詠唱に入っている。

　その瞬間、天井は剥はがれるようにして、吹き飛ばされた。

　凄すさまじい圧力の風が、乗客を攫さらうように流れ込み──

「傷付けず、大いなる壁となろう。〈アイオロスレギオン〉！」

　君尋の杖から、強き風が放たれる。

　気圧差を相殺するように。

　無風とはいかないが、立っていられないほどではない。

「君尋、さすがだな！」

　怜れ王おが歓喜の声を上げる。

「想定のひとつが来ただけです。飛行機内の風圧制御は僕の役目でしたからね……！」

　今も君尋は気圧差を相殺するべく、風の魔法を放ち続けている。

『ふふ、まさか対処するとは。しかし、そうではなくては面白くない』

　イレブンは風圧などものともせずに跳躍。天井の空いた部分から外に出て、機体後部へ移った。

『さあ、ラストバトルと行こうではないか』

　イレブンが帝輝たちに告げ、高らかに哄こう笑しようする。

　帝たい輝きはルインブリンガーを手に、イレブンを睨にらみつけ──不敵な笑みを浮かべた。

「全員、動け！　これは想定したシチュエーションのひとつだ！　この手に〈ルインブリンガー〉がある以上、皆の手に武器がある以上、俺たちはここで戦える！　作戦通りだ！」

　クラスメイトたちは絶望することなく、前を向く。

「行くぞ！　シミュレーション・エントランス！」

　号令と共に、まず真ま桜おが動いた。

「……神の粒子よ。其その天てん秤びんを歪ゆがめよ。〈グラヴィティ・フィールド〉！」

　真桜が『ＬｏＲ３』の世界で生み出した重力魔法だ。

　大きく揺れていた飛行機が真桜の重力操作によって安定する。

　同時に、クラスメイトたちも己の役目を思い出したように、次々と行動を開始した。

「シミュレーションはしてきたはずよ。各自、全力で役目を果たしなさい！」

「飛行部隊は念のために飛行機と併へい走そう！　もしも人が落ちたら助けてくれ！」

「〈ワープ〉ギフト持ってる人は全力で動きなさい！　あなたたちにかかってるから！」

　御み影かげを中心に、軍師たちが飛行機内をまとめ、指示を出していく。

　最初からこうなることがわかっていたかのように。

　度重なるゲームとは違う展開。何度も起こったそれは、何が起こってもおかしくないという警戒心と、こうなることすら予想できる想像力を養っていた。

「さあ、行くぜ。怜れ王お、凰おう楽ら」

「おうよ！」

「ああ！」

　帝輝はなおも魔法を放ち続ける君きみ尋ひろをちらりと見る。

「君尋もあとで頼むぜ！」

「ええ、それまで武運を！」

　帝輝たちは客室から跳躍し、壊れた天井を越え、機体後部にいるイレブンへ向かった。

　イレブンを前に、三人で対たい峙じする。

『まさか事態を読んでいるとは。やはり君らは面白い人間だ』

「何度もゲームと違う展開をやられりゃ、こっちだって色々と考えるさ」

『だが、三人でいいのか？』

「今はな。全員の避難が終わるまでは俺たち三人が相手だ。回復役は遠くから援護してくれる。逆に言えば、全員の避難が終わるまでに俺らを殺せなきゃ──」

　帝輝が〈ルインブリンガー〉を突きつける。

「お前の負けだ」

　そう帝輝が言うとイレブンは、大口を開けて笑った。

『ははははははははははは！　いいだろう！　天空で足あ掻がいてみよ、人間ども！　そして、人の絆きずなの輝きを見せてみよ！』

　イレブンが突とつ如じよ発生した光に手を突っ込み、そこから黒き剣を取り出す。

　ラスボス、サルバシオンの所持する武器、もうひとつの〈ルインブリンガー〉だ。

『さあ、存分にその刃やいばを振るえ！』

　最後の戦いが始まった。





　　　　◆






「〈ワープ〉使える三十八人、揃そろってるわね!?　小さい子を優先して救出！　とにかく一秒も無駄にしないで！　五分以内にすべて下に降ろすわよ！」

　御み影かげが矢や継つぎ早ばやに指示を送る。

〈ワープ〉を使えるクラスメイトたちはすべてのクラスから全員集められていた。

　彼らは乗客たちを有無を言わさず抱きかかえ、どんどんと消えていく。

　それを見た周囲の乗客たちは、もはや何が起こっているのか理解できていない。

「乗客とスタッフの人たちは、前に集まって下さい！」

「お、おい。滝たき脇わき、何が起こって」

「先生、今は落ち着いて！　あとで色々と説明できたらするんで、今は乗客の人たちをひとつに集めて下さい！　五分後には墜落しますよ！」

　帝たい輝きたちの担任がいきなりの展開に目を丸くしていたが無理もない。

　しかし、滝脇は蹴けり出すようにして担任を乗客の集まる場所へと押し込んだ。

「お、お客様！」

「いいから早く集まってなさい！　異常なのはわかるでしょう!?　生き残るために、今は私たちを信じて！」

　客室乗務員らが品しな川がわに対して何が起こっているのか何をしようとしているのか、説明を求めるが、品川が強い口調で無む理り矢や理り納得させる。

「今はスピードが命よ！　とにかくガンガン〈ワープ〉でピストン輸送して！　第一陣はまだ戻ってこないの!?」

　乗客たちが半狂乱の中、指示が通るように御影が叫ぶ。

　そして、瞬間移動した者たちが次々と戻ってきて、御影はホッと息を吐ついた。

　だが、戻ってきた最初の者は浮かない顔をしている。

「御影さん、少し予定外のことが……」

「何!?　言いなさい、早く！」

「下がウラル山脈でね。すごく寒くて、凍死しそうなぐらい吹ふ雪ぶいてるの。だから火の魔法を下で使わざるを得なくて……。ひとり〈ワープ〉を使える人が減るわ」

「その程度なら大丈夫よ！　さあ、もう一度行きなさい！」

　乗客と客室乗務員は合わせて二百人未満。

　自分たちを含めて五往復を想定しているが、六往復でもまだいける。

「さあ！　切れ目を作らずに早く！　時間は待ってくれないわよ！」

　次々と飛行機の中の乗客が減っていく。

　最初は人をまとめるのに手一杯だったが、少しずつ乗客も落ち着いたというよりは、諦あきらめたように黙っていてくれたおかげで余裕ができ始めた。

「品しな川がわの部隊はもういいわ！　帝たいちゃんの支援に向かって！」

「わかったわ！　あんたもすぐに来なさいよ！　間接攻撃部隊！　機体後部に向かうわよ！」

　アーチャー、ガンナーら、間接攻撃のできる者たちから次々と帝たい輝きたちの戦っている機体後部へ向かった。

　御み影かげはふと飛行機の上で重力を制御している真ま桜おを見る。

　真桜は必死な顔で、魔法を唱え続けていた。

　今までにないほど、額ひたいに汗も滲にじんでいる。

　しかし、重力魔法は彼女以外に使うことはできないものだ。

　代わりはいない。

　真桜自身もそれをわかっているだろう。

「あなたに、かかってるわ。乗客の人たちの安否も、帝ちゃんたちの戦いも」

　気遣いはするものの、御影は祈りはしない。

「きっと、あなたならやり遂げられると思うけどね」

　彼女を一いち瞥べつしてから、御影は飛行機内の指示に戻った。





　　　　◆






「〈ルインブリンガー〉！」

　魔剣の一撃がイレブンを斬きり裂く。

　すでに三分近く経たっているが、未いまだに二割も減っていない。

　逆に帝輝たちは攻撃を喰くらって、瀕ひん死しになるなど危険な時もあった。

　途中から来てくれた品川や滝たき脇わきの部隊の指揮と回復のおかげで、九死に一生を得ているが、かなり危険な状況だった。

『どうした。その程度か』

　広範囲ブレスを吐くイレブン。

　実際に避よけることは不可能。命中判定で避けることを祈るしかない。

　だが、かなり高命中率の攻撃は回避することがなかなかできなかった。

　帝輝たちのＨＰヒツトポイントが一気に減少する。

「リーダーたちを回復！　早く！」

　滝脇の指示で帝輝が回復された。

「撃って撃って撃ちまくって！　乱射よ乱射！　残り回数とか気にせずにありったけを撃ちなさい！　伝説の弓だろうと、なんだろうと撃ちまくれ！　ＨＰ１しかダメージを与えられなくてもダメージはダメージよ！」

　飛行機の上で銃弾と弓矢が乱舞する。

　次々と当たるが命中判定で避よけられるものもあり、ダメージは微々たるものだ。

　とはいえ、ダメージを与えられるだけまだいい。

　帝たい輝きたち以外の近接攻撃ユニットは近づくことさえ許されない。

　ただただ、彼らを見守るしかできなかった。

『ははは、仲間たちは非力だな。君らは彼らを蔑さげすまないのか。役立たずと、落ちこぼれと、無用の長物と！』

「違う！」

　帝輝は力強く叫んだ。

「誰ひとりとしていらないやつなんかいなかった！　必要のないやつなんていなかった！　全員に役割があるんだ！　誰ひとり欠けても、俺たちはゲームを進めることができなかった！　皆のおかげで、俺は今、ここに立っている！」

　剣を振る手に力が籠こもる。

「お前にダメージを与えられなくても、皆が俺の力になってくれる！　傍そばにいるだけで力が湧わく！　お前を倒すのが、俺たちの役目ってだけだ！」

　帝輝の胸に光る魂の絆ＴｏｔＳＳが輝いていた。

　温かな光は、帝輝に力を与えてくれる。

　それは虚きよ構こうのゲーム世界で育はぐくんだ、しかし、虚構ではない確かな絆きずなだ。

　そして、

「帝たいちゃん、お待たせ！　乗客は全員、脱出させたわ！」

　最後のクラスメイトたちがやってくる。

　帝輝と怜れ王おと君きみ尋ひろの、〈ワープ〉を使えるメンツたちだ。

「君尋君！　風の壁、引き継ぐよ！」「遅れて悪い！」「準備はできてるぜ！」

「お願いします、皆さん！」

「皆行くよっ！　轟とどろけ、空よ。蒼そう穹きゆうの下に──」

　君尋たちのクラスメイトのマジシャンたちが、風の魔法を使って飛行機の周囲に風の壁を作り出す。

　魔法を使えるマジシャンたちには、すべて〈ワープ〉ギフトを覚えさせていたため、乗客の救出を優先せざるを得なかった。〈ワープ〉ギフトは魔法系のユニットしか覚えることができない。

　ここまで風はすべて君尋ひとりで作り出さざるを得ず、彼らを待つ必要があったのだ。

「皆、あとは任せたよ！」

　仲間たちの風が気圧差を相殺し、君尋が自身の魔法を止める。

　そのまま飛行し、高速で機体後部へと移動。

　杖つえを掲げて魔法を発動した。

「今、加勢する！　〈覇は竜りゆうヴェルクウェイブ〉！」

　魔力の波がイレブンを呑のみ込んだ。

　君きみ尋ひろの胸にも、魂の絆ＴｏｔＳＳが輝いている。

　クラスメイトからの尊敬の証あかしが。

「おらああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　怜れ王おが〈ダークアロウズ〉を二刀にして、途切れることなくイレブンを斬きり刻む。

「怜王君！　お願い！」「頼むぜ、怜王！」「君ならやれる──っ！」

　怜王も魂の輝きを放っていた。

　クラスメイトからの敬慕の証が。

「帝たい輝き────────っ！　凰おう楽ら─────────────っ！　頑張って───！」

　椿つば姫きの応援が帝輝と凰楽の耳に届く。

「帝輝さん、頑張って下さい！」「リーダー、約束のためにも負けんじゃないわよ！」

　楓かえでと梨り夢むの激励が飛ぶ。

「やッちまェ！　んな神モドキ！」「そこだリーダー！」「いいぞ、行ける！　凰楽ぁ！」

　クラスメイトたちの叱しつ咤たが飛び交う。

　帝輝と凰楽の魂の輝きはさらに強くなった。

　クラスメイトからの信頼の証が。

　それだけではない。

　四人同士の絆きずなもまた戦うごとに強くなり、互いに輝きを増していく。

　無限とも思えるほど、力が湧わいてくる。

　少しずつ少しずつ彼らは強くなっていく。

　一太刀浴びせるごとに、強く強く。

　気付けばイレブンのＨＰヒツトポイントは半分を切っていた。

「このまま──」

　このまま四人で攻撃していけば、必ず勝てる。

　そう確信した瞬間──。

『ははは、いいぞ、いいぞ！　では、これならどうだ！』

　イレブンが人差し指を立てる。

　指を凰楽へ向けた。ラスボス、サルバシオンは持っているのだ。

　特殊な攻撃のひとつ──。

「凰楽、避よけ──」

　光が燦きらめく。

　気付いた時には、凰楽は胸を貫かれていた。

「ぐはっ……！」

　凰楽が悲鳴を上げる。

『ほう。ギリギリで避けたか。その分、削りきれなかったようだ』

　ＨＰヒツトポイントは満タンの状態から一気に一ひと桁けたまで下がりきった。

　死ぬことこそなかったが、かなり危険な状態だ。

「細ほそ川かわ君の回復を！」

「も、もうやってるよ！　でも！」

　回復しない。

　回復の光を浴びてなお、凰おう楽らのＨＰは回復しなかった。

「あれはＨＰを回復できない攻撃だ！」

　イレブンが息を吸う。

『さあ、どうする』

　広範囲へブレスが撒まき散ちらされた。

　すでに凰楽のＨＰは瀕ひん死し状態。

　そこへひとつの影が横切った。

「あぶねぇっ！」

　巨大な鳥に乗った騎士、バードナイトの筑つく波ばだ。

　筑波が凰楽の身体からだを抱え、ブレスの圏外まで離れた。

「あ、ありがとう。筑波」「死なせやしねえよ。誰も！」

　しかし、凰楽は戦線に復帰できない。回復できなくなった凰楽は、もはや死と隣り合わせで、もう戦いへ参加させるわけにはいかない。

「クソッ！」

　凰楽が珍しく口汚く自身を責める。

「み、御み影かげさん！　そろそろ回復用の魔法が……」

「くっ……！　あとちょっとなのに……！」

「まだだ！　まだ諦あきらめるな！」

　帝たい輝きはクラスメイトたちに気勢を上げさせるように、ぎらついた目で〈ルインブリンガー〉を振るう。

　戦いを勝利に導くために、帝輝は綺麗な軌跡を剣で描き続けた。

　そんな戦いの最中、帝輝は戦線離脱をした凰楽を一いち瞥べつする。

　続けて椿つば姫きにも視線を向けた。

　視線の意図には誰も気付かない。

「……そうか！」

　凰楽以外は──。

　以心伝心。

　凰楽は帝輝の言いたいことを、十全に汲くみ取とった。

〈ルインブリンガー〉〈ダークアロウズ〉〈ヴェルクウェイブ〉〈オリジン〉。

　それぞれ専用武器だが──この中にひとりだけ、〈オリジン〉を使える者がいる。

「椿姫ちゃん！」

　凰おう楽らが空から〈神剣オリジン〉を椿つば姫きに向かって投げつけた。

〈オリジン〉は客室の床に突き刺さる。

「これは……」

　椿姫は誘われるように、柄つかを握った。

　椿姫のユニット、ワルキューレは神に属するユニット。彼女もまた〈オリジン〉を装備可能なユニットなのだ。

「任せて！　凰楽の思いはあたしが引き継ぐからっ！」

　椿姫の表情が明らかに戦闘モードに切り替わる。

　彼女も床を蹴けって、機体の上へと躍り出た。

「たあああああああああああああああああああああああああっ！」

　鋭い攻撃がクリティカルとなって、イレブンのＨＰヒツトポイントを減らしていく。

　再び四人となった帝たい輝きたちは、攻撃をし続けた。

「皆！　もっと、もっと声を出そう！　帝輝ッ、椿姫ちゃん！　頑張ってくれ！」

　凰楽の言葉に、クラスメイトたちは声を嗄からさんばかりに叫ぶ。

　魂の輝きはすでに身体からだ中じゆうを照らすほどになり、太陽のように見えるほどだ。

『ならば──！』

　再び、イレブンの指──中指が椿姫を向く。

　一瞬の光。

　帝輝が肝を冷やしたのも束つかの間ま。

　椿姫はそれを避よけていた。

「その技はさっき見た！　視線と指先が見えれば、避けてくれって言ってるようなもんだよ！」

　恐るべき動体視力と、運動能力。

　イレブンは次々に指先から光を繰り出すが、椿姫には完全に避けられていた。

「……十本撃ったな。打ち止めだ！」

『しかし、また時間が経たてば放てるようになる』

「その前に俺らが終わらせる！」

『やってみるがいい！』

　ブレスが四人を襲う。

　回復魔法は尽き、ＨＰの回復はできない。

　凄すさまじい戦いを、歯は痒がゆそうにクラスメイトたちは見守った。

『これでどうだ』

　イレブンの放つブレスが、容赦なく帝輝たちを呑のみ込んだ。

「くそっ！」

「怜れ王お、下がれ！」

　命中判定で正となり、怜王のＨＰが大きく減少する。

　あと一撃で死ぬ数値になり、口惜しそうに機体の中へと戻った。

　さらに、イレブンのブレスが連続で放たれる。

「しまっ──」

「君きみ尋ひろ！　大丈夫か!?」

「す、すいません……！」

「君尋君！　早く戻って……！」

　君尋もまた命中判定で喰くらってしまい、悔しそうに中へ戻った。

　そこへ帝たい輝きを広範囲のブレスが襲う。

「帝輝ッ！」

　椿つば姫きが帝輝の身体からだを抱くようにして防いだ。

　椿姫のＨＰヒツトポイントが大きく減り、ＨＰ１で止まる。

「椿姫！」

「えへへ。大丈夫だよ、帝輝」

「ああ……！　あとは──任せろ！」

　椿姫を機体の中へと送り、帝輝はイレブンに向き直った。

『ついに僕たちだけとなった。墜落まで時間もない』

「ああ。その前に、お前を倒す」

『……最後の一撃。仲間たちの想おもいとやらが籠こもった一撃を見せてみるがいい』

「言われなくても！」

　光り輝く、帝輝が剣を構える。

　魂の絆ＴｏｔＳＳの輝きが、剣へと乗り移った。

　輝きは強くなっていく。

　怜れ王おの〈ダークアロウズ〉が。

　君尋の〈ヴェルクウェイブ〉が。

　椿姫の〈オリジン〉が。

　武器たちが姿を消し、帝輝の持つ〈ルインブリンガー〉へと吸い込まれていった。

『な？　これは……』

「はは。武器も、俺たちに力を貸してくれるそうだぜ！」

　帝輝が剣を構える。

　イレブンがブレスを吐き、帝輝は構わず中へと突っ込んだ。

　命中判定は、正。

　帝輝のＨＰが一気に減っていく。通常のダメージであればギリギリでＨＰは１残る。

　確率３パーセントのクリティカルが出れば──死。

　しかし。

　確率３パーセントは発生しない。

　ギリギリで、帝輝の命は留とどまった。

「確率３パーセントなんて──こんなドラマチックなところで、主人公の方に発生するわけねぇだろうが！」

　剣の軌跡が、イレブンの身体からだを斬きり裂く。

　帝たい輝きのステータスはすべてのクラスメイトらの絆きずなを受け、もはや数値化ができない。

　イレブンのＨＰヒツトポイントが、最後の一撃を受けて一気に減少していった。

『……お見事』

　減少は止まることなく、ついに削りきる。ＨＰが０になったのだ。

　彼は満足そうに、そして、どこか悔しそうな表情を浮かべる。

「どうだ……！　俺たちの絆……！　届いたぞ！」

　息も絶え絶えな様子で、帝輝はどうだと言わんばかりに叫んだ。

　イレブンは小さく笑う。

『君は途中から、僕への恨みや負の感情をまったく抱かなかった。どういうことだい』

「知らねぇよ。ただ、お前が俺たちが乗り越える壁だと、成長した俺たちが倒すに値する相手と思って全力を出しただけだ。恨みとか、んなもんねーよ」

『そうか。君らの負の絆は結局、得ることはできなかったが……君らの正の絆、確かに我々が受け取った』

「……俺たちの絆は最強で、最高だ」

『ああ、認めよう』












　イレブンの姿が少しずつ消えていく。

　倒された敵ユニットと同じように。

『僕の、完敗だ』

　そんな言葉を遺のこし……。

　イレブンの身体からだは少しずつ灰となっていき、雲の中へと沈んでいった。














間章　真実の価値





　帝たい輝きは気付けば見知らぬ場所にいた。

　墜落する飛行機の中に最後まで残って指揮を執とり、真ま桜おに連れられてワープしたところまでは覚えているが、真桜はすぐ傍そばにいなかった。

　下はウラル山脈で雪が積もっているはずだが、視界に映っている光景には現実感がない。

　雪のような真っ白ではなく、それすらも超えた白だった。

　他の色を一切許さないような、完全な白。

　自分の身体からだは確認できたが、周りには何もない。

「どこだ、ここ……」

「どこでもない空間です。帝輝様」

　ふと聞き慣れた声が耳に届く。振り向けば銀髪のナビゲーター役であるエリスがいた。

「エリス？」

「真桜様の空間転移に介入し、帝輝様に来ていただきました。本来であれば凰おう楽ら様が来るべきなのですが、彼は権限を放棄してしまったので」

　以前とまったく変わらない無表情で訥とつ々とつと語る。

「俺を呼んだ理由は？　別に俺は権限を引き継ぐつもりはないぞ」

「わかっております。ですが、真実を知りたいかと思いました。こうして巻き込んでしまった以上、説明をするべきかと。許可も取ってあります」

「いやいやいや、そんなもん最初にしてほしかったんだが」

「大変申し訳ありません。私たちの目的上、まだできないことでした。イレブンも言ったでしょうが、皆様の真実の絆きずなを見るために」

　頭を小さく下げるエリス。

「お前らってやっぱりあのイレブンと同じ存在なの？」

「同じですが、彼の方が上位存在となります。もっとも命令系統は別々で、今回は彼が主導し、私たちはサポートです。皆様を確実にナビゲートする必要がありました。もっとも生死については、サポートには含まれておりませんが」

「つまり死んだらマジで終わってたってことかよ、怖こえーな」

「ですが、無事に帝輝様たちはクリアしました」

　エリスは一度、言葉を止めて、ゆっくりと口を開く。

「では、どこから話したものでしょうか」

「……いらねーよ」

「え？」

「クリアして、俺らは現実に戻れるんだろ？　だったらいいさ。そっちが何の目的で、こんなことをしたのか俺はさほど興味がない。知ったところで何ができるわけでもない」

　意外そうな顔をして、どう言葉を紡つむぐべきか悩むエリス。

「俺は今回、皆の知らない顔を知ることができた。『ＬｏＲ』が面白いってことも改めて確認できた。おかげで、これからの未来はきっと楽しい。それで充分だ」

「そう、ですか。帝たい輝き様にとっては、真実はさして重要なものではないのですね」

「真実なんて目の前にある絆きずなだけで充分だ。だから、早く俺を皆のところに帰してくれ」

「承しよう知ち致しました」

　エリスが手をかざすと、帝輝の身体からだが淡く輝き出す。

　足下から帝輝の姿が消えていった。

「今度こそ。達者でな、エリス」

「はい。我々には本来、固体名がありませんが、そう呼ばれるのはなぜか嬉うれしかったです。不思議な感情ですね」

　エリスが帝輝に頭を下げて小さく手を振る。

「もう会うことはないでしょう。皆様との絆を、関係を大事になさって下さい。それは……あなた方の遠い未来で概念ごと失われる可能性もある尊いものですから……」

　エリスが別れを惜しむかのように、帝輝の身体は空間からゆっくりと消えていった。














エピローグ





　飛行機墜落事故から半年が経たとうとしていた。

　すでに世間における事件への熱は少しずつ冷めつつある。

　帝たい輝きと凰おう楽ら、そして、椿つば姫きたちはいつものように通い慣れた通学路を歩いていた。

　ゲームの中にいた時のような姿ではなく、海かい鳳ほう大学付属高等学校の制服だ。色鮮やかだった髪の色も、元に戻っていた。

「また週刊誌に載ったのか。どれどれ。おお、いいとこ突いてんな」

　凰楽の見せる週刊誌を見ながら、帝輝が苦笑する。

「笑い事じゃないよ、帝輝。ただでさえ、時々マスコミの人が来るんだよ」

　飛行機が墜落したあの時、すぐに帝輝たちも脱出して、真下で救助を待っていた。

　その前に真ま桜おの『ラスト・ブレイブ』の魔法で乗客たちの記憶を消去させてもらっており、担任も含めた乗客たちは一部始終を覚えていない。飛行機がいきなり揺れたという事実を覚えているだけだ。

「飛行機墜落したのに、まったく別の場所にいてさ。何が起こったのかって大騒ぎになったもんねぇ」

　椿姫がしみじみと呟つぶやく。

「まあ、あんな力あっても仕方ないし、バレたらバレたで大騒ぎになるだろうしなぁ。知らぬ存ぜぬを押し通して正解だったろ」

「でも、消えちゃったね。私たちの力も、真桜さんの力も。結局、なんだったんだろ？」

「さあ、な。ただ……俺らの役目は終わったってことじゃないかな」

「役目？」

「連中が何を目もく論ろんでいたのかはわからんけどな。真桜はまだ役目を継続してたから力が残って……俺たちと共にあの世界に渡ったってこと」

「うーん、都合よすぎない？」

「俺の妄想に等しいからな」

「あ、そう言えば、その真桜さんだけど」

　そう言っていると、曲がり角から真桜の姿が現れる。

　ゲームの時の衣装ではない。もちろん椿姫と同じ女子の制服だ。

「……おはよ、マスター」

「だからもうマスターじゃねぇって」

「……マスターはマスター」

「まあいいけど。おはよう、真桜」

「……ん」

　いつものように笑う真桜。

「昨日は悪かったな。大した力にもなれずに」

「……マスターは悪くない。もう少し真桜が上う手まく説明するべきだった」

　真桜は地元で改めて、クラスメイトたちの最期を関係者の人たちに、語っていた。

　帝たい輝きや椿つば姫き、凰おう楽ら、他にもクラスで時間のある者も一緒に、彼女の説明を補足したが、やはりそう簡単には信じてもらえない。

　自分たちの持ってた力も見せずに説明するのは、なかなかに難しいことだった。

　だが、真ま桜おの真に迫る言葉に、多少なりとも荒こう唐とう無む稽けいな話を信じる者もいた。

　あるいは、彼らも何かしらのケジメをつけるべきだと思っていたから信じただけという見方もできる。ただ、少なくとも、彼女は罵ば声せいを浴びることはなかった。

「……まだ吹っ切ることはできないけど、少しでも昔のクラスメイトたちのことを知ってもらえれば……覚えていてくれれば、真桜はいいから。それに、もしかしたら皆まだ生きてるかもしれない。確かめるまで、真桜は絶対に諦あきらめない」

「そっか。また何かあったら言ってくれよ」

　帝輝は真桜の頭を優しく撫なでる。

　すると、今度は顎あごを差し出してきた。

「ははは、真桜は甘えん坊だな」

　帝輝は調子に乗って顎まで擦さする。

「た────い────き────っ。女子の身体からだに軽々しく触れるんじゃないのっ！」

　椿姫が怒った。手が竹刀を探すように彷徨さまようが、生憎あいにくと今日は持ってきていない。

「い、いや、猫に顎差し出されたら撫でるだろ」

「真桜さんは猫じゃないっ！」

「……マスターの猫でもいいよ？」

「あははは……」

　凰楽が苦笑していると、前方にふたりの男女の姿が見えてきた。

「あ、紗さ蘭らんちゃん」

「おはよ、椿姫ちゃん」

「よう、おはよう。怜れ王お」

「おう、帝輝に凰楽か。はよーっす」

　それぞれ挨あい拶さつを交わして、自然と合流する。

「珍しいな、紗蘭と怜王が一緒に登校なんて」

「ま、偶たまにはな」

「家を出る時間が被かぶっちゃったし、怜王を避けていくのも変だしね」

「おめーの朝飯を食べるのが遅いからだ」

「怜王の準備が遅いからでしょ」

　あまり仲がいいようには見えないが、これでも昔に比べれば少しよくはなっている。

「そう言えば、紗蘭ちゃん。留学の話が来てるんだって？」

「あ、うん。この前のコンクールで聴いてくれた人がいて、一いつヶか月げつぐらいだし、ちょっと行ってこようかと思ってるんだ」

「おー、すごいなー。あたしも頑張らないと」

　すると、帝たい輝きが呆あきれた目を椿つば姫きに向けた。怜れ王おと凰おう楽らも目を白黒させる。

「お前、インターハイで優勝してまだ何かあるのかよ」

「椿姫ちゃん、日本で一番強い女子高生になっちゃったもんねぇ」

　帝輝と紗さ蘭らんが言うと、椿姫は不満そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「だって、最後の一本納得いってないんだもん。無我夢中で入った一本だし。それにあたしも一本もらっちゃったし。全然まだまだ」

「世界一強い女の子になるのも時間の問題だね……」

　凰楽が苦笑いを浮かべながら言っていると、帝輝たちの会話を打ち消すかのように、彼らの手前で五人の女の子たちが騒いでいた。

「だからさー。あんた保ほ科しなとどうなりたいわけ？」「別にいいじゃない。梨り夢むには関係ないって。あいつはあたしがいないと駄目だし」「亞あ弓ゆみっち、その言動、泥沼一歩手前っすよ」「まあ、楽しけりゃいいけどー」

　梨夢たち、五人組だ。

「ねー。楓かえでー。恋愛は自由だよね～？」

「はい。自由です。関係も歳としも身分も性別すらも」

「いや、性別はどうなん？」

　彼女たちが個性溢あふれる会話をしていると、楓は帝輝たちに気付いて小さく手を振った。

　帝輝も釣られて振ふり返かえす。

「楓ー。何してんの、早く行くよー」

「はーい！」

　楓は頭を下げて梨夢についていった。

「あいつらは変わらんな」

「まあ、彼女たちはあれでいいんだと思うよ」

　凰楽がしみじみとそう呟つぶやく。

　学校への坂道に入ったところで、椿姫がキョロキョロと周囲を警戒し始めた。

　挙動不審な椿姫を見て、紗蘭が不思議そうに首を傾かしげる。

「椿姫ちゃん、どうしたの？」

「この時間になると、ちょっとあの人が──」

　その椿姫を警戒させる人物がぬっと帝輝の背後に現れる。

「たーいちゃん♪」

「うお!?」

　背中から抱きついて、ぴったりとくっついた。

「御み影かげさん、そんなにくっつかないの！　毎度毎度、どこから来てるのよ……！」

「椿姫さん、警戒してる場所が丸分かりなんだもの。隙すきを衝つくのはわけないわ」

「何気にすごいことやってるな、お前……」

「帝輝もっ！　イチャイチャしない！」

　椿つば姫きに無む理り矢や理り引ひき剥はがされて、御み影かげは渋々離れた。

　そして、再び皆で歩き出す。

「ひとり暮らしで困ってることはないか、御影」

「別に。快適の一言だわ。今までの地獄に比べればね」

「そうか」

「帝たいちゃんのおじさんにも改めてお礼に行くわ。後見人になってくれたおかげだしね」

「そう言われると、こっちとしても頼んだ甲か斐いはあったな」

　御影はすでに父と決別し、ひとりで道を歩んでいる。

　今の状況になるまで様々なことがあったが、

「全部、帝ちゃんのおかげよ。約束を守ってくれたからね」

　塞ふさいでいた御影はいない。

　クラスメイトとも少しずつ交流を始めていた。裏うら松まつは完全に頭が上がっておらず、クラスメイトからは、頼もしい姉御のように扱われている。

　御影自身は姉御扱いに渋い顔をしているが、なんだかんだと面倒を見ているようである。

「おや？」

　学校の正門に着くと、そこで君きみ尋ひろと遭そう遇ぐうした。

「皆一緒とは珍しい」

「ま、こういう日もあるわな」

「今日が、この日だからか？」

　帝たい輝きがそう言って校門を見上げる。アーチには『体育祭』と書かれていた。

　Ａ組、Ｂ組、Ｃ組と三学年が一緒になって競い合う、学校のイベントだ。

「今日はゲームじゃなくて、現実での競争だからな。負けないぜ」

　一番体力に自信のある怜れ王おが腕を捲まくって気合いを入れる。

「体力に自信はないですけどね。皆に多少なりとも知恵で力になるつもりです」

　君尋が眼鏡を光らせて不敵に笑った。

「何ができるかわからんけど、クラスの士し気きを上げるぐらいはやるさ」

　帝輝も笑顔でそう言った。

「じゃ、またあとでな」

　各々がそう言って教室の近くで別れる。

　帝輝たちが教室の扉を開けて中へ入ると、すでにほとんどの生徒が登校していた。

「皆、おはよう」

「よう、リーダー」「リーダー、相変わらずモテてるな」「背中刺される日も近いな」

　帝輝はあれからずっとリーダーという呼ばれ方になっている。もはや、完全にあだ名だ。もっとも畏い敬けいの念をもって呼ばれても帝輝としては困るが。

　それからすぐにチャイムが鳴った。

　担任が入ってきて軽く今日についての話をしてから、委員長が前に出て今日の体育祭のプログラムを説明する。

　この日に向けて、各自、練習もしてきたのだ。

　皆、一位になろうと燃えている。

「さて、何か質問はあるかね？」「質問がなければグラウンドに移動するわよ」

　説明も終わり、委員長の伊丹いたみと副委員長の清せい閑かん寺じの締めの言葉に、クラスメイトたちは顔を見合わせた。何かが足りない、というように。

「ちょっと提案なんだけど」

　皆の顔から察した滝たき脇わきが手を挙げる。

「ちょっと士し気きを高めるためにリーダーにアレやってもらわないか？」

「いいんじゃない？　面白そうだし。士気は戦闘力15パーセントアップの恩恵もあるし」

　品しな川がわもいつものように目に隈くまを作って不気味に笑った。

「うん。帝たい輝き、やろうよ！」

「いいんじゃないかな。こういう時こそやるべきだよ」

　椿つば姫きと凰おう楽らも、帝輝を煽あおる。

　帝輝は「お前ら覚えてろよ」と呟つぶやきながら、気恥ずかしそうに立ち上がった。

　帝輝のクラスでの立ち位置は変わったのだ。

　帝輝が深呼吸をして、クラスメイトたちがうずうずとした様子で待つ。












「２－Ｂ出陣！　シミュレーション・エントランス！」





あとがき







　恒例のお助け低成長ユニットかと思ったら普通に成長した。生き返らせたら持ってた専用アイテム、なかった。何でこの敵だけ特攻武器持ってるんだよ！　六時間ぐらい闘技場でレベル上げしてたら、計算ミスして全部の時間がパァ。イケメンだから成長率いいだろうと育てたら、へたった。こいつとこいつの子供ならすげえ子供が産まれるに違いない！

　心当たりのあるＭＦ文庫Ｊの読者の皆様、こんにちは。田た尾お典のり丈たけです。




　そろそろ大本営のゲームが出た頃でしょうか。

　当然やりますよ！　時間はありませんが！

　思えば初のＳシミユレーシヨンＲＰＧというジャンルをやった時、何もわからずに動かして死んではそのままプレイしてましたね。当時は情報など何もなかったので、説明書に従ってプレイしていくんですけど……、

「生き返らない……？」

　それに気付いた時、本能的にリセットをしました。

　強いキャラがいても一瞬で無になり、戦力ダウン。恐ろしいことこの上ない。

　いや、ユニットが死んだままになるＳＲＰＧの方が今では珍しいんですけど。




　でも、ゲームに慣れてくると今度はリセット禁止ゲーになるんですよね。エースユニットが事故で死ぬと、途端にこれまでの戦術が崩壊し、代わりがいないと徐々にじり貧に……。そこに何となく物語性を感じて、悦に入いったりしています。

　他にも成長率の悪いキャラだけでクリアするとか、回復アイテム使用禁止とか、縛りプレイもしやすいので、結構色々とやってました。

　この辺りは某動画サイトでもたくさんありますね。良成長したら退場とか、主人公（あるいは特定のユニット）ひとりだけでクリアとか、特定の武器だけでプレイとか。

　自分も昔は某二世代に渡って続くアレで、すべて弱い子を産むカップリングにしてプレイとかしてました。ただ某キャラだけは誰が相手になっても、子は流○剣で強かったなぁ。司祭様を旦だん那なにしても魔法使いに対して強くなりますし。あ、農民プレイもしましたよ。




　そこから某ロボット大戦ものや他のＳＲＰＧに手を出しましたし、ＣｉｖとかＨｏＩとかにも行きましたが、作品を書いててやっぱり原点はここなんだなぁ、と思いました。

　たぶん、シリーズが出続ける限り、プレイしてると思います。そして、リセットボタンに手を伸ばす……って、もうリセットはソフトウェアリセットが主流だとは思いますが。




　さて。読んでくださった方はわかるとは思いますが、今巻で最終巻となります。

　好きなものを好き勝手に書かせていただいて、自分でも楽しめておりました。続けようと思えばいくらでも続けられましたが、ここでひとまず締めさせていただきます。

　皆様の心の中でこの物語の皆が今後も生きてくだされば、これに勝る喜びはありません。




　それでは謝辞に参ります。

　担当してくださったＯ様。またまた今回もご迷惑おかけ致しました。こういった物語を書かせていただき、感謝しております。次の作品ではもう少し文章のクオリティを上げていきたいです……。ありがとうございました！

　イラストレーターの村むら上かみゆいち様。ここまでテンション高く作品を書くことができたのは、ひとえに村上先生のイラストがあったからです！　すべてのイラストを、美麗という言葉だけでは言い表せないほど魅力的に描いていただき、本当に感謝しております！

　そして、デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクス様。また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様。ここまで、本当にありがとうございました。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を！

　次の作品でお会いできましたら、幸いでございます！


二〇一五年六月二日


















　著者

　田尾典丈（たお・のりたけ）
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